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    ［プロローグ］


    



    　物心ついて、早々に敗北感に塗まみれた。


    　御み門かど貴たか法のりが地元の小学校に入学したのは、とある有名な私立から弾はじかれたためだ。


    　ペーパーテストがダメだったのか、行動観察がダメだったのか、親との面接がダメだったのか……。それはわからないままだが、本来行くべき学校に行けなかったという事実は、幼い心に深い傷を負わせた。


    　親は叱しかりこそしなかったが、いつも失望したような瞳ひとみを向けてくる。


    　それがとても嫌いやで、少しでも親の期待を取り戻そうと努力した。


    　自分が誰にも負けず、一番であると自負できるように。


    　それが、性格の歪ゆがみを生んだ。あたかも折り紙で折り方が僅わずかにズレてしまったかのように。


    「こいつらは、全員、僕よりも下なんだ」


    　学校で生活する中で、貴法は同級生たちを見下す傾向にあった。


    　本来自分は、こんなところにいるべき人間じゃない。


    　実際に、運動でも勉強でも周囲よりは高いポテンシャルを持っていたことも、その思考に拍車をかける。


    　友人はできなかったが、それを寂しいと思ったことはなかった。


    　立ち位置の違う相手と、話など絶対に合うはずもないと思っていた。


    　だから貴法は常にひとりで過ごしてきた。


    　それをクラスメイトがからかってきたことがある。その時、貴法は相手を悪あし様に否定し、的確に痛い箇所を責めて大泣きさせるところまで反撃した。


    　以降、貴法に絡む者はおらず、腫はれ物扱いになった。


    「先生に向かって、その態度は何だ！」


    　ある日のホームルームで事件は起こった。


    　人を見下すのは止やめろとか、先生の言うことを聞けという副担任の叱しつ責せきである。


    「あなたに言われる筋合いはない」


    　当時の貴法は自分と周囲の状況を読めるほど、成熟はしていなかった。


    　ただただ自分を傷つけるものに、がむしゃらに反抗していただけだった。


    　そんな大人ぶった子供特有の、反抗的な態度に教師の方もヒートアップしていく。


    「御門！　お前はクズだ！　何様のつもりだ！」


    　聞くに堪えない悪あく辣らつな罵ば声せいが貴法を襲おそった。副担任は教師になったばかりでまだ若いが、あまりに大人げないのは、誰の目から見ても明らかだった。


    　親に叱られたことがないわけではない。


    　それでも叱られた時は納得がいった。自分が悪いことをしたから当然だと受け容いれた。


    　しかし、これは違う。


    　あまりにも理不尽だった。態度が気に入らなかったのだとしても、程度というものがある。


    　注意で済むレベルの話を、人格レベルで否定されたのだ。


    　それは、貴たか法のりにとって初めての経験。


    　誰ひとり自分を守ってくれない。


    　当然だった。守られる気などないし、守ってくれと頼んだつもりもない。同級生への態度を考えれば当然──自業自得とも言えた。


    　悪意の籠こもった言葉が突き刺さり、胸が締め付けられていくようだった。


    「少し頭がいいからって大人を舐なめるな！　お前のようなやつが社会に出て犯罪者になるんだ」


    　年相応に繊せん細さいな精神の均衡が崩壊しようとしたところで──。


    　ガシャン！　と、何かが割れる大きな音が、教室にいる者たちの耳を劈つんざいた。


    　教室後ろのロッカーの上に置いてあった花か瓶びんが落ちたらしい。


    　空気まで一変させた花瓶は、挿してあった花と入れてあった水を撒まき散らしている。


    「あっ、あたし、片付けます！」「俺も片付ける」


    　率先して出てきたふたりは教師の判断を問うことなく、掃除用具入れから箒ほうきやちり取りを取り出した。


    「先生！　このままだと花が可か哀わい想そうです！　花瓶はどこかにありますか？」


    　そんなことまで言われ、もはや説教という空気ではなくなっていく。


    　そして、ホームルームは終了し、副担任は気まずそうな顔をして出ていった。


    「花には悪いことしちゃったね」


    「花瓶もな」


    　片付けを終えたふたりが、そんなことを囁ささやき合う。


    「……空く閑が、それに天羽あもう。僕を助けたつもりか？」


    　貴法が厳しい目付きでふたりに詰め寄った。


    　彼らの話しぶりからするに、どうやってか花瓶を動かし、わざと割ったということだ。


    「うーん。それもあるけど、人が怒られてるのを見るのって好きじゃないんだ。お母さんが言ってたの。可哀想だと思うほど怒られてるのを見たら止めなさいって。お父さんも、どうしても人を怒る必要がある時は、周りが誰も見ていない時にしなさいって」


    　空閑旭姫あさひが、まるで当然のことのように言う。


    「可哀想だと、思ったのか？」


    「あれは怒りすぎだよ。怒られてないあたしまで、すごーく怖かったし！」


    　同情。一言で片付ければ、それで済む。


    　だが、それ以上にどこか温かい気持ちが湧わき上がったのも確かだった。


    「それにあの副担任、えっらそーでムカつくんだよな。担任のいないところだと威い張ばってるし」


    　天羽あもう陽はる翔とが不快感を露あらわにして不満を口にする。


    　貴たか法のりも感じていることだった。ただ、それは彼だけではなく、クラスメイトたちの総意でもある。


    　何も貴法だけが厳しい叱しつ責せきを受けていたわけではないのだ。


    「だから、ちゃんと先生に言いに行こうと思うんだよね。陽翔。ちゃんと撮れてる？」


    「おう。ばっちりだ」


    　板状のオールインワン・コンピュータ端末、Ｗｉｔｈウイズを取り出し、動画を再生すると、先ほどの教師の姿と罵ば声せいがスピーカーから鳴り響く。


    　それを聞いて、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる旭姫あさひ。


    「よーし。ちょっと、懲こらしめちゃおう！」


    　貴法を守ってくれたわけではない。


    　旭姫は自分の信念に従って動いているだけだ。


    　ただ、その姿がやけに眩まぶしくみえて──。ひとりで閉じこもっている自分が小さく思えた。


    　間違った折り線によって作られた歪いびつな折り紙のようだった心は、少しずつ正常な形を取り戻していく。


    　貴法はフッと肩の荷が下りたように笑みを浮かべた。


    「……それなら担任だけじゃなく、教頭先生も呼んで見せた方がいい。その方が効果的だ」


    「おおー！　その方がいいかも！　じゃあじゃあ、貴法も一緒に来てよ！」


    　名前で呼ばれるのは家族以外では初めてで、貴法は未知の感覚に戸惑ってしまう。


    「た、貴法って……」


    「貴法も、あたしのこと、旭姫でいいよ！」


    　ニッコリと、陽ひの光をたっぷり浴びたひまわりのような、明るい笑顔を向ける旭姫。


    　それが貴法と旭姫の、ファーストコンタクトだった。

  


  
    ［第一章　お祭り騒ぎ］


    



    　──〝グノーシス〟、鳴動。


    《ユニオン》時代から不気味な噂うわさが絶えないギルドではあったが、六年経たった《リユニオン》では、さらにそれが際立っているように思う。自爆攻撃をしてまで障害を排除しようとしたシモン。それをどうにか打倒したものの、陽はる翔とたちは、改めて空恐ろしさを感じていた。


    　また、新たに明らかとなった空く閑が旭姫あさひの記憶。


    　エリシアが旭姫を守るように、謎なぞの者たちと戦っていた映像。


    　多すぎる情報にどうしたらいいかわからず、天羽あもう陽翔たちは戸惑うように立ち尽くしていた。


    「……こんなところにいても意味はないわ。ひとまずアジトに戻りましょう」


    　疲れたように碓氷うすい咲さ月つきが漏もらす。


    　それにクライヴ＝ヴィヴァリーは頷うなずいて同意した。


    「そうだな。皆みんなと海を見ながら話すのもいいけど、積もる話は落ち着いた場所でしたいぜ。約束もあるしな」


    　陽翔と旭姫もしっかりと頷く。


    「旭姫は大丈夫か？　あんな映像を見たあとだけど」


    「大丈夫だよ。心配しなくても、あたしは元気だから！」


    　旭姫が力こぶを作るようなポーズを取った。


    　それを見て陽翔が苦笑する。どこにもこぶがなく、まったく力強く見えない。


    「じゃ、行きましょう。皆、掴つかまって」


    　皆がそれぞれ咲月に掴まった。


    　陽翔が左肩、クライヴが右肩、旭姫は腰に抱き付くように。


    「疲れてるのに悪いな。咲月」


    　陽翔が労いたわるように言うと、咲月は苦笑した。


    「大丈夫よ。空飛ぶぐらいの力は残ってるから」


    　咲月が風の精霊を出現させる。


    「──奔はしれ、アクゼリュス。翠みどりの暴走」


    　精霊が身体からだに強き風を纏まとうと、地面を削るように砂さ塵じんを撒まき散らし、咲月たちを浮かせた。


    　四人は空へと引っ張られるように飛ひ翔しようし、あっという間に大地が遠くなっていく。


    　咲月は風を操り、纏う風の力をアジトへ向けた。


    　風を斬きり裂くように進んでいく。


    「それにしても、〝グノーシス〟が畳みかけてこないことが救いね」


    「彼らも彼らで、そうしない理由があるみたいだしね」


    　咲さ月つきがホッとしたように言うと、クライヴが訳知り顔でしれっと呟つぶやく。


    「あんた、本当に何を知ってるのよ」


    「まあまあ、それはアジトに戻ってからだよ。それでいいよな？　陽はる翔とに、旭姫あさひも」


    　いきなり水を向けられた陽翔が息を止めながら頷うなずく。


    「そ、空で話すような内容じゃない」


    　絞り出すように発した声は震ふるえていた。


    「陽翔、顔が青いじゃないか。どうしたんだい」


    「陽翔は空、ダメになっちゃったみたいだから」


    「へー。六年の月日は恐怖心も育はぐくむのかねぇ」


    「ガキの頃は怖い物知らずだっただけだ」


    　大陸を一望できる高さまで高度が上がると、落ちた時の自分を想像して精神的に来るものがあるのだ。落下ダメージで死は免まぬがれない。陽翔は闘気でダメージを抑えることができるが、万が一、失敗してしまえば確実にゲームオーバーだ。


    　最悪の事態を想像してしまうと、気軽に空も飛べなかった。とはいえ、歩いて帰るような距離でもなかったため、飛行で帰ることを断ることもできない。


    「でも、陽翔、ジャンプする時、高く跳んでるじゃない」


    　咲月がそう指摘すると、陽翔は小刻みにブルブルと首を振った。


    「自分の足で跳躍するのと、人の力で高い場所まで来るのは違うんだよ。自転車だって自分でこぐ時と人に乗せてもらってる時で感覚が違うだろ。それと同じだよ」


    「……同じ話かしら？」


    　咲月が納得していなさそうに溜ため息いきを吐つく。


    　クライヴは不思議そうな顔で陽翔をまじまじと見た。


    「モンスターの方がよっぽど怖いと思うけどね」


    「そういう問題じゃないんだよ……」


    　すると、咲月の腰に抱き付きながら旭姫が不思議そうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「変だよねー。空飛ぶの、こんなに楽しいのに」


    「ま、やっぱり人は変わるってことだね。良くも悪くもさ」


    　クライヴが適当にまとめたところで、ようやくアジトがある森が見えてきた。


    「はい、到着っと」


    　地上へゆっくりと降り立つ。いつもの岩場だ。


    「ふう、やっぱり大地はいいな。何よりも足がつくのがいい」


    「何を当たり前のこと言ってるのよ……」


    　陽翔が一息吐いて咲月が呆あきれた指摘をするのをよそに、クライヴは岩場をしげしげと眺めていた。何か気になることでもあるように、目を眇すがめている。


    「どうかしたのか、クライヴ。懐かしい、とか？」


    　クライヴにもそんな感傷があったのかと、意外に思いながら陽はる翔とが尋ねると、


    「いや。オレ、何回か来てるし」


    「え？　そうだったの!?」


    　咲さ月つきから驚きの声が出た。


    「そりゃそうでしょ。オレが変幻かけてないと見つかるじゃん。ちゃんと〝スバル〟のメンバーの目には、普通に見えるようにかけてたんだぜ」


    「というか、お前はいつから《リユニオン》に入ってるんだ」


    「いつだったかな？　少なくとも陽翔よりは早いよ。ま、それはともかく、時間も経たって変幻の効きが甘くなってる。かけ直すから、ちょっと待ってな」


    　クライヴは岩場にそっと手を触れさせた。


    　一瞬──歪ゆがむ。


    　変幻がかかったのだろう。〝スバル〟の面々以外の目にはただの岩石の折り重なった場所としか映っていないはずだ。元々、判別もつきにくい風景なのだが。


    「大して変わらないぞ？」


    「見た目的には、一部の可視光を変幻させてるだけだからな。内部的にはもっと複雑な処理をしてるんだぜ」


    「天理もそうだけど、変幻も頭使いそうだよな……」


    「ま、慣れだよ、慣れ。というわけで、陽翔、あとはよろしくな」


    「へいへい」


    　そして、いつも通り陽翔が巨岩を持ち上げ、入り口を開ける。


    　一旦、全員が洞どう窟くつに入って、また岩を引き摺ずり開いた穴を塞ふさいだ。


    　池のある空洞を通って、今度はアジトの入り口を開く。


    「あー……疲れた。リアルで疲れてはいないんだけど」


    　アジトに入って咲月は、疲労困こん憊ぱいしたように木でできたベッドへと倒れ込んだ。


    　エーギルやシモン相手にも魔導を使いっぱなしだったし、ここまで三人を運んできたこともあって、精根尽き果てたらしい。


    「お疲れ様、咲月」


    　旭姫あさひは咲月の背中に乗って、腰や肩を揉もみ始める。


    「あー……気持ちいい。もうちょっと左」


    　咲月は気持ちよさそうな顔をして、完全に弛し緩かんしていた。


    「だらけるのはいいけど、クライヴの話を聞かなくていいのかよ」


    「このまま聞くわ。あー……旭姫、もうちょっと強くてもいいわよ」


    「はーい」


    　クライヴが苦笑しながら、昔座っていた隅の椅い子すに座る。


    　陽はる翔とも、いつもの場所に座った。


    「……ようやく落ち着いた状態で言えるよ。久しぶりだな、クライヴ」


    「ああ。陽翔も元気そうで何よりだ」


    　クライヴがニカッと笑う。昔のような、気持ちのいい無む垢くな笑み。こういう時のクライヴは格好いいというよりも、幼い子供のように無邪気に見える。


    「色々ありすぎて実感が湧わかないんだけど、本当にクライヴなのよね？」


    「えへへー。絶対に来てくれるって思ってたよ」


    「幾つか予想外のことはあったけど、ま、彼女が言ってた通りにことは運んだね。だからこそ、オレが合流したんだよ」


    　陽翔の瞳ひとみが小さく揺れる。


    「それでクライヴ。お前、エリシアとはどんな関係なんだ？　色々と知ってるみたいだけど」


    　エリシア。


    〝スバル〟に助言らしい言葉を残して立ち去る謎なぞの少女。


    　前回見た旭姫あさひの記憶にも出てきた彼女は、旭姫を助けるために立ち回っていた。


    「それに今まで《リユニオン》の中で、どうしてたのよ？」


    「そーだよー。会いに来てくれてもよかったじゃん！」


    　咲さ月つきと旭姫に問い詰めるような視線で責められ、クライヴは困ったように肩を竦すくめる。


    「まあ、話すべきことはたくさんあるんだけどさ」


    「じゃあ、話しなさいよ。早く」


    　咲月が急せかすと、クライヴはまあまあと制止するように手を振った。


    「あいつが来てからの方が二度手間じゃなくていいだろ？」


    「あいつって？」


    「貴たか法のりだよ」


    　幼なじみの御み門かど貴法。


    　元〝スバル〟のメンバーにして、《リユニオン》最強の天理使い。今は〝イルミナティ〟という超位ギルドのリーダーを務めている。


    「そりゃそうだけど……今から呼ぶのか？」


    「もう呼んだから。あと少しすれば来るんじゃないかな」


    「いつの間に……」


    「オレらが出航する前にだよ」


    「どこまで流れを読んでたんだよ、お前は……」


    「変幻は場の流れを読んで使うもんだからね。読めてないと次の一手が打てないだろう？　搦からめ手を打つためには必要なことだよ」


    　相も変わらず空恐ろしい変幻使いだと、陽はる翔とは呆あきれた。


    〝スバル〟のパーティに於おいては、戦闘における旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉は絶対的なものだったが、クライヴのこうした中期長期を見越した予測もまた強みのひとつだった。


    「貴たか法のりが来るなら俺の話もその時にしよう」


    「おや。陽翔も何か話が？」


    「旭姫の見せてくれた映像のこともあるし、他にも色々とな」


    　偽にせのクライヴに刺された時のこと。


    　その後に見た、陽翔がゲームオーバーになれば、あり得たという世界。


    〈未来視〉の真の力──未来を選択するという能力。


    　俄にわかには信じ難いものがあるが、仲間には話しておきたいと思っていた。


    「じゃあ、貴法が来るまでは暇ひまになるな。ちなみにリアルでのクライヴは今まで何をしてたんだよ。この六年間さ」


    「そりゃ、お互い様だよ。皆みんなこそ六年間、何をしてたんだい？」


    　クライヴは片かた膝ひざを立てて陽翔たちを見回す。


    　すると、旭姫が少し拗すねたように頬ほおを膨ふくらませた。


    「むー。クライヴも六年間勢かー」


    「なんだい、それは」


    　謎なぞの単語にクライヴは苦笑する。


    「この六年間の記憶がある人のこと！　あたしは〈無垢なる闇プルガトリオ〉にやられてからの記憶がないもん。朧おぼろ気げに戻ってきてる気もするけど、よくわかんないし」


    「朧気に見えてきてるなら、もう少しで戻るかもしれないじゃないか。慌あわてないでいいのさ。記憶なんて、そもそも朧気なもんだよ。オレも大体のことしか覚えてないし」


    「そっか。クライヴに言われると、気にすることでもないのかなって気になってきた！」


    「そうだろう？　そんなもんだぜ、人間の記憶なんて。どうしたって、時間を経れば曖あい昧まいになるんだからさ。その辺りも踏まえて、陽翔や咲さ月つきの六年間をオレは知りたいね。というわけで、咲月からどうだい？」


    　クライヴに視線を向けられた咲月は、いきなり振られると思っていなかったのか少し慌てた。


    「そう言われても……どこから話すべきなのよ」


    「そうだね。例の日のことからでいいんじゃないか」


    　咲月があまり言いたくないのか、眉まゆを顰ひそめた。


    「……正直、あれから大変だったわ。貴法はずっと陽翔を責め続けてるし、陽翔はずっとだんまりだし、希のぞみなんか私たちに近づかなくなっちゃったし」


    「その時、咲月はどうしてたんだい？」


    「貴法の責め方は正直、見てられなかったからね。ずっと止めてたわ。毎日のようにね」


    　咲さ月つきの流し目が陽はる翔とに向く。


    「あの頃は言い返す気力もなかったからな……」


    『お前が旭姫あさひを殺したんだ！』


    　幼い時に勢いで出た非難だということは、今なら理解できる。


    　ただ当時、その言葉は、受け止めるには重すぎたのだ。


    　特に事件当初はテレビも週刊誌も挙こぞって旭姫の死とゲームオーバーが連動したように騒ぎ立てていたから、陽翔もそれを真に受けてしまっていた。


    　もっとも、因果関係はなかったという結果に落ち着いたが。


    「貴たか法のりってばひどいなー。あたし、生きてるのに」


    　旭姫があっけらかんと言う。当時は死んでただろ、という不謹慎な指摘を陽翔はかろうじて飲み込んだ。旭姫と一緒にいると、リアルで葬式をしたという過去が信じられなくなってくる。


    「結局、私たちはバラバラになっちゃってね。進んだ中学も全員違うし、高校も違うわ。ほとんど連絡も取り合わなくなったの。希のぞみも転校しちゃったしね」


    「で、そっちがバタバタし始めてオレに連絡を取る暇ひまもなくなった、と」


    「悪かったわね。少なくとも陽翔も貴法もクライヴに連絡を取れるような精神状態じゃなかったし……。私も、ね……」


    　咲月の言う通り、あの頃の陽翔は生きる屍しかばねに等しかった。起こした行動と言えば、自身の持つ〝スバル〟の指輪を旭姫の墓に埋めたことぐらいである。


    「こっちも悪かったね。その頃、オレの方も色々あってさ。オレは旭姫の葬儀にすら出ることができなかったし」


    「海外だからな。来るのにも時間がかかっただろうし、無理もないさ」


    　陽翔がそう言うと、クライヴは小さく笑う。旭姫が「だから葬式なんて記憶にないってー」と不平を漏もらすと、クライヴは「あったらホラーさ」と、さらに口くち許もとを綻ほころばせた。


    「ネットで繋つながってても、結局、人は現実に縛られるもんでね。子供の頃のオレは、わりあい何でもできたけど、金だけは工面できなかったんだ。だから、日本には行けなかった。今のオレはまあまあ稼げてるけど、纏まとまった時間がないんだ。なかなか上う手まくいかないもんだ」


    　そして、今度は咲月がクライヴに視線を向けた。


    「こっちは話したし、そこまで話したなら次はクライヴの番でいいわよね」


    「と言っても、こっちもあの日から君らに言えるような特別なことはなかったな。大半はつまんない人生を過ごしてたよ」


    「あんた、人生楽しそうじゃないの」


    「今は楽しいよ。〝スバル〟の皆みんなとまた会えたし、今度はどんなトラブルが起こるんだろうな、ってわくわくしてる」


    　咲月と陽翔が困った表情を浮かべた。クライヴらしいと言わんばかりである。


    「それに大学にいるってのも大きいかな。自由にやれて結構面白いんだぜ」


    「だ、大学!?」


    　陽はる翔とが驚きの声をあげた。咲さ月つきと旭姫あさひも声こそ出さないものの信じられない顔をしている。


    「俺たちとクライヴって同い年だったはずだよな？」


    「もちろん。皆みんなよりも大人っぽい自信はあるけど、正真正銘同い年」


    　すると、咲月が「ああ」と納得したように声を出す。


    「飛び級したのね」


    「そういうことだね。日本だとメジャーじゃないんだっけ？」


    「……騙だましてないでしょうね」


    「騙してどうなるってのさ、咲月」


    「あんたの場合、何を信じていいかわからないもの。しれっと嘘うそ交ぜてそうだし」


    「はは、褒ほめ言葉として受け取っておこう」


    「全然、褒めてないわよ！」


    　咲月がむきになって顔を逸そらした。


    「しかし、クライヴが大学生かよ。大学に行って何を勉強してるんだ？」


    　陽翔が尋ねると、クライヴは得意そうな笑みを浮かべる。


    「人の脳に関する研究だよ。脳医学とか、脳科学とかのね。毎日のように新しい発見があって飽きないんだ、これが。今は夏休みで休講中だけど、毎日のようにラボにいってるよ」


    「なんでまたそんな難しそうな分野を……」


    「……気になることがあってね。ほら、《ユニオン》のセンスって、肉体側の脳で普段使っていない部位にまでニューロンを生成させ、活用しているのではないか……っていう噂うわさがあっただろう。覚えてないか？」


    「旭姫の〈未来視プロフエアータ〉？」


    「そうそう」


    　すると、旭姫が興味を引かれたように身体からだを前傾させる。


    「え、なになに!?　何かわかったの!?」


    「おっと。そう期待されても困るんだ。個人的な研究だから、まだほとんど進んでいないしね。普段はラボの連中と別のことやってるし。こっちはこっちで応用は利きそうだから」


    「クライヴが脳の研究……。何だか似合わないわねぇ」


    「咲月の声の方が似合わない気がするけどね。六年前はもう少し活発でキーも高くなかったっけ？　それに口調も昔に比べると大人しいし」


    　自覚があるのか、咲月の頬ほおが赤く染まった。


    「う、うるさいわね！　六年も経たてば変わるわよ！」


    　怒りの入り交じった声を聞いて、クライヴが満足したように笑う。


    「そうそう。そういう咲さ月つきを見たかったんだ。もう少し勢いをつければ昔の咲月っぽくなるぜ」


    「ホンッと、昔から憎たらしいのは変わらないわね、あんたって……！　その減らず口、閉じなさいよ」


    　言い合いを始める咲月とクライヴ。


    　剣けん呑のんな雰囲気のはずが、どこか昔に戻ったみたいだった。


    「あはは。咲月もクライヴもいつも通りだね」


    　旭姫あさひは楽しそうに眺めている。


    　アジトが昔と同じような空気に包まれていた。懐かしい感覚だ。


    　陽はる翔ともついつい頬が緩ゆるむ。


    「これで希のぞみと貴たか法のりがいればな」


    　陽翔がそう漏もらすと、


    「僕がどうかしたか」


    　皆みんなが一斉に視線を向けると、いつの間にか貴法がアジトの入り口に立っている。


    「おー、貴法。早く入ってきなよ」


    　クライヴが促うながすと、貴法は躊躇ためらいがちに中へと入ってきた。


    　他人の家に上がるような面おも持もちだ。昔に比べてゲーム内での立場が最も変わっていて、戸惑っているのかもしれない。


    「ここに入るのも久しぶりだな」


    「なんだ。貴法はここにはあんまり入ってなかったのかい」


    「《リユニオン》のスタート開始直後に、アイテムが残っていないかどうか、一度だけ確認をしに来たぐらいだ。以降は近寄ってすらいない」


    　昔と同じ場所に座って、貴法はクライヴに視線を向ける。


    「しかし、まさか本当にクライヴがいるとはな。こんなアナログな真似まねをして呼び出すから、何事かと思ったが」


    　貴法が手紙をテーブルに置いた。そこには彼を呼び出す旨むねの文字が書かれている。


    「直接会って話をするほど時間もなかったからね。かと言って、貴法はメッセージを誰からでも受け付けるようにしてなかったし」


    「当然だろう。有象無象からのメッセージを受け取っては大事なメッセージを逃のがすからな」


    　そして、貴法は油断のない眼まな差ざしでクライヴを見る。


    「……お前、本当にクライヴなのか？　この大陸にいて僕の情報網から逃れるなんて、信じられないんだが」


    「信じられないかい？」


    　クライヴは手紙を手に取ると──ナイフに変幻させて、そのまま貴法の首を狙ねらった。


    　突然の奇襲。


    　だが、貴たか法のりは咄とつ嗟さに右腕のガントレットでガードした。
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    「貴様ッ」


    　クライヴはなおも貴法へと襲おそいかかる。貴法の座っていた椅い子すを貫通させるように、土の針を隆起させた。


    　貴法はそれを読んでいたかのように小さく後ろに跳躍して躱かわす。


    「〈覇竜牙ブレイカー〉！」


    　そして、視界の邪魔となった土の針を砂に分解した。


    「少し反応が遅いぜ、貴法」


    「調子に乗るなよ」


    　狭い部屋の中で変幻と天理の応酬が始まる。


    　陽はる翔とたちはこっそりと部屋の隅に待避していた。


    「また荒っぽい納得のさせ方をしてるな、クライヴも」


    「クライヴらしいよねー」


    「これでアイテムが紛失ロストしたら怒るわよ」


    　三者三様の意見を述べながら、ふたりの戦いの趨すう勢せいを見守る。


    　物の形や、物の性質を変化させることができる変幻と、世界の理ことわりを掌握し、その理を一時的に操作する天理。物質に影響を及ぼすという点で外面は似ているが、その本質はまったく違う。


    　両者の戦いは物質の主導権の取り合いになることが多くなり、千せん日にち手てになることもしばしばだった。


    　攻撃の応酬が収まり、ふたりが近距離で向き合う。


    　クライヴが肩を竦すくめて、戦いからは程遠い柔にゆう和わな笑みを浮かべた。


    「さて。これでわかってもらえたか？」


    「君のような変幻使いが他にいるか。というか、他に信じさせる方法はなかったのか！」


    　貴たか法のりは納得したように頷うなずいたが、機嫌が悪そうに捲まくし立てる。


    「言葉を尽くすよりも、身体からだで語り合った方が早い時もあるんだぜ」


    「……わかった。認めてやる」


    　貴法は渋じゆう面めんを作りつつ、破壊された部屋を天理で直していく。クライヴも変幻で修繕し始めた。


    「あー、懐かしいな。こういう光景。昔も些さ細さいなことで喧けん嘩かして、咲さ月つきに怒られて、ふたりで部屋を直してたよねー」


    「真剣な話をしてる時、ちょっとでも冗談を言うと、真ま面じ目めに聞けって精霊が飛んできたりな」


    「む、昔の話でしょ！」


    　旭姫あさひと陽はる翔とがヒソヒソと話していると、咲月が恥ずかしそうに頬ほおを染める。


    　あっという間に部屋は元通りとなって、それぞれ昔と同じ位置に座った。


    「改めて。久しぶりだな、クライヴ。相変わらず変幻は冴さえているようだ」


    「そっちもね。天理の腕があがってるな」


    「ずっと研けん鑽さんを積んできたからな。そこにいる誰かと違って」


    　ちくりと陽翔を刺しながらも、ようやく落ち着いて話ができるようになる。


    「さて。色々と話を聞かせてくれるということだが」


    「そうだね。まずは陽翔たちの持っている情報を共有しようか」


    「わかった」


    　クライヴの言葉を受けて、陽翔は頷く。


    　元々は七星剣プレアデスを取りに行ったことから始まった。


    　絶艦海域ロストペンタゴンに巣くう死海王エーギルの正体。


    〝グノーシス〟の介入と、第六者と名乗ったシモンの存在。


    「……そんな、ことが」


    　さすがに情報量が多すぎて、貴法も断片をまとめるのに必死な様子だった。


    　ひとつ息を吐いて、陽翔に視線を向ける。


    「それで七星剣はどうしたんだ？　旧世界の武器が、本当にあったのか？」


    「これだよ。お前も見覚えがあるだろう？」


    　陽翔が七星剣をテーブルに置くと、貴法は半信半疑の目つきで手に持つ。


    　以前と変わらない輝きを放つ刀身。


    　鍔つばに装飾された七つの星や月を表す宝玉。


    　すべてが昔と同じ剣だ。何よりも貴たか法のり自身の力も入っていることが、天理の解析ですぐにわかった。


    「本当に残っているとは……どういうことなんだ。正直、すべてが誘導されているようにしか思えないんだが……」


    　貴法の言う通り、人知を超えた何かが纏まとわり付いている感覚はある。


    　ただ、七星剣プレアデス自体に仕掛けをされているわけでもない。


    　それに、陽はる翔とが往年の力を取り戻したのは事実だった。


    「では、エーギルや、その〝グノーシス〟のシモンという男についても……」


    　咲さ月つきと旭姫あさひに、確認を取るように視線を向けると、ふたりは揃そろって頷うなずいた。貴法が鼻の頭を押さえながら、ふうと息を吐く。


    「……旭姫と咲月が保証しているのだから間違ってはいないのか。七星剣という物証もあるし、信じよう」


    　陽翔たちの冒険譚たんが終わったところで、クライヴが手を挙げる。


    「今度はオレの話でいいかな？　エリシアの正体について──」


    　固かた唾ずを呑のんで見守る陽翔たち。


    　しかし──。


    「実際のところ、オレも知らないんだよね」


    「知らないのかよ！」


    　陽翔は我慢できずに思わず突っ込んでしまった。


    「はは、昔だったら闘気の弾が飛んできそうなツッコミだったね」


    「いやいやいや。あれだけ思わせぶりなことを言っておいて、それはねーよ」


    「思わせぶりだったか？　普通に言ったつもりなんだけど」


    　クライヴは悪びれもせずに、首を傾かしげるだけだ。


    「じゃあ、なんで彼女のことを知ってるのよ。何か頼まれてたんでしょ」


    　咲月が溜ため息いきを吐つきつつ、真偽を尋ねる。


    「まあね。協力を請こわれたことは確かだよ」


    「何を、頼まれたんだ？」


    「旭姫と〝スバル〟の覚かく醒せいを促うながすのを手伝ってくれ、ってね」


    　陽翔の質問にクライヴは躊躇ためらうことなくそう答えた。


    　覚醒。


    「あのシモンっていうのも言ってたけど、なんであたしが覚醒っていうのを促されてるの？」


    　旭姫は身体からだを縮こまらせて両手で自分を抱きしめる。不安そうな表情でクライヴを見ていた。


    「それに、覚かく醒せいってどういうことなのよ」


    　咲さ月つきは隣に座る旭姫あさひを安心させるように彼女の肩に手を回して身体からだを引き寄せながら問う。


    「オレは旭姫が覚醒を促うながされている理由までは彼女から聞いていないんだ」


    　クライヴは「でも」と続けた。


    「覚醒が何を示しているのかは知ってるよ」


    「それは、何？」


    　旭姫が元気なく尋ねると、クライヴはばつの悪い顔をする。


    「ひとまずオレらのセンスがとてつもなく向上すること……って捉とらえてほしい。それに情報が無闇に増えるのもノイズになる。前情報を知ってもらわないと信じてもらえないだろうしね。体験をしてきた……っていうなら話は別だけど」


    　クライヴが意味ありげに陽はる翔とを見る。


    「……クライヴは俺が体験してきたことをわかってるのか？」


    「説明は受けてるよ、一応ね」


    　咲月や貴たか法のり、旭姫も訝いぶかしげな様子だが、クライヴは構わず続けた。


    「ひとまずオレの話を続けよう。今まで姿を現さなかったのは、皆みんなの覚醒を促す意味もある。そのためにはよっぽど危険な時じゃないと助けに入ったらまずいって言われてね。だから陰ながら助けてたってわけ」


    　すると、咲月が思い出したように問う。


    「じゃあ、やっぱりあたしが〝ブリルソサエティ〟から助けられた時って……」


    「そうだね。あれは咲月も少し油断してたみたいだったし、さすがにゲームオーバーの危機だったからね」


    「悪かったわね……。じゃあ、〝サザンクロス〟リーダーの大剣をすんでのところで逸そらしたのも？」


    「もちろん。……で、そろそろ陽翔が剣を求める時だろうってエリシアは言ったのさ。そうなれば、行き着く先は海底に沈む剣しかない。エーギルに近づくために身を隠してたってわけ」


    　すると、貴法が苛いら立だった顔をする。


    「覚醒を促すだと？　そもそも、それはなぜだ」


    「貴法もわかってて聞いてるよね？」


    「……確認しているだけだ。僕らの覚醒を促す理由は、今までの話を総合すれば朧おぼろ気げながら見えてくる。旭姫を守るためだろう」


    「ま、そういうことだね。彼らの目的と存在が明らかになった今だからこそ明かせるけど、〝グノーシス〟は旭姫の覚醒を促している。それを間違った方向に行かせないためにも、オレらの力で旭姫を守る必要があるわけ。それがエリシアの意図だよ」


    　だが、それでも貴法は不満そうに指をテーブルに叩たたきつけている。


    「僕はすでに強いぞ。覚かく醒せいなど──」


    「それじゃ足らないのさ」


    「……なんだと」


    「この中で以前の力を遥はるかに超えて覚醒の段階に指をかけているのは咲さ月つきだけだ。まだ制御が完全じゃないけど、それでも以前の精霊を使役できるようになって昔よりも確実にセンスが進化してる」


    　水を向けられた咲月は、いきなりの言葉に驚く。


    「オレたちは六年前よりももっともっと強くならなきゃダメなんだってさ。貴たか法のりは前よりも強いけど大差はない。陽はる翔とは力を取り戻しつつあるけど、覚醒には至ってない。旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉もまだ不安定。オレ自身も強くなってるけど、覚醒は……してないみたいだしね」


    「……俄にわかには信じ難いが」


    　貴法は〝グノーシス〟の底知れなさを朧おぼろ気げにだが感じている。


    　それだけに打倒するには強くならなければならないというのもわかる。


    　しかし──。


    「〝グノーシス〟が旭姫を覚醒させようとしているのは話を聞いて理解した。その理由が不明なのは君が知らないならば仕方ない。だが、目的はエリシアも同じではないのか？」


    　シモンも頻しきりに旭姫の覚醒を促うながすような言葉を吐いていたが、エリシアと言っていることが同じだ。


    「あるいは〝グノーシス〟とエリシアとやらが裏で手を組んでいる可能性も……」


    「違うと思うよ。〝グノーシス〟は旭姫だけを覚醒させたいみたいだからね」


    「それを阻止するためには、今の僕たちでは不可能……と？」


    「オレもわからないよ。聞いてないし。ただ、エリシアは皆みんなが覚醒しなければ旭姫を守ることが叶かなわないと言った。そして、旭姫が覚醒しなければすべてを守ることが叶わない……そうも語っていたよ」


    　貴法が前のめり気味だった上体を起こして、仕切り直すように溜ため息いきを吐つく。


    「……わからんな」


    「何がだい？」


    「君ほどの男が、なぜそんな怪しい女に従っているのかが、だ」


    　すると、クライヴは楽しそうに笑う。


    「簡単さ。いい退屈凌しのぎができそうだったからね。皆を陰ながら密ひそかに守るなんて楽しいじゃないか。そうは思わない？」


    「まったく理解できないな」


    「あれあれー？　旭姫を守るために『旭姫を狙ねらうな』ってギルドオーダーを出したのはどこのどなたさんでしたっけ？　〝イルミナティ〟のリーダーさん」


    　貴たか法のりが不意を衝つかれたように顔を硬直させる。


    「なっ、く、クライヴ、それは──！」


    「旭姫あさひを捕らえに来た〝ライトニング〟をわざわざ撤収させもしたんだよねぇ、確か。いやーすごいなー」


    　笑顔で空そら惚とぼけるように言うクライヴの真正面で、恥ずかしそうに顔を伏せる貴法。


    「そう言えば旭姫の所在がバレて大騒ぎになってからガンガン果たし合いを挑まれてたけど、次の日からほとんど来なくなったわね」


    「〝サザンクロス〟や〝ブリルソサエティ〟が来るまではわりかし平和だったな」


    　咲さ月つきと陽はる翔とが思い出したように言うと、貴法の表情はさらに険しくなる。


    「えへへ。貴法もちゃんと力を貸してくれてたんだね」


    「い、いや。それは……」


    　旭姫が嬉うれしそうに言うと、貴法は照れくさそうに目を逸そらしながら頷うなずいた。


    「できるからやったまでだ。そういう立場だったからな。元々、〝イルミナティ〟を作ったのも、大きなギルドと戦うための力を得るためだ」


    「さすがにサービス開始から始めてるだけはあるな」


    「この程度当然だ。それで、僕はクライヴがエリシアに従うことに納得していないんだが」


    　するとクライヴはしれっと、


    「さっき言ったこと以上の理由はないよ。ただ、そうだな。強いて言うなら……何だか放っておけないんだよ、彼女は」


    「なんだ、それは」


    「さてね。オレにもよくわからないけど、妙に興味を引かれてるのさ。ミステリアスなところにね。だから願いを聞いてあげたくなる」


    　その言葉に、陽翔はクライヴの気持ちがわかる気がした。


    　陽翔の場合、放っておけないという気持ちではないが、それでもどこか彼女には懐かしさを覚える。


    　彼女の技や口調、佇たたずまい。見たこともないはずなのに、既視感のようなものがあった。


    　なぜそう感じるのかは、いくら考えても答えが見つからないままだが……。


    「でも、あのエリシアって娘こが旭姫を助けようと動いてたのは確かなのよね」


    　咲月が考え込むように言う。


    　それに貴法がすかさず反応した。


    「なんだ、それは」


    「貴法は見てなかったから仕方ないけどね。例の赤い石でまた映像を見ることができたのよ。倒れて誰かに連れ去られそうになる旭姫を、エリシアが助けようとする映像をね」


    「また僕の知らない情報か……」


    「あんたその場にいなかったんだから当たり前でしょ。エーギルの瞳ひとみだった赤い石を旭姫あさひが見たら、私たちの頭にそれが流れてきたんだから」


    「……くっ」


    　除のけ者にされているようで悔しいのか、歯は噛がみをする貴たか法のり。


    　陽はる翔ともさらに補足する。


    「あの映像で、旭姫の傍そばにいた連中が〝グノーシス〟とは明らかになってないけど、きっとそうなんだろうな。連中には【失刻の魔女アルターピリオド】とか呼ばれてたけど」


    「【失刻の魔女】だと？」


    「シモンと戦った時も名前は出てたよな」


    〝グノーシス〟の企たくらみを暴いた瞬間、シモンが言ったのだ。


    『貴様、なぜそれを──いや、そうか。合が点てんがいったぞ。貴様らの背後にはやつが……【失刻の魔女】がいるな？』


    　と。


    「随分と目を付けられているというか……。どちらにしろ、いい関係じゃなさそうだったな」


    　陽翔の説明を聞いても、貴法は意味不明そうに頭を振る。


    「さすがに頭が混乱してきたな。僕の知らないことが多すぎる」


    　それに対して旭姫が顔を貴法に近づけた。


    「だから、貴法も〝スバル〟に戻ってくれば全部解決だよ！　これからはずっと一緒にいられるよ？」


    「いや、それは……旭姫の頼みでもダメだ。〝イルミナティ〟のリーダーとして、僕は皆みんなを率いる義務がある」


    「むー……」


    「そ、そんな顔をしてもダメだ」


    　しかし、若干負けそうなあたり、貴法は本当に旭姫に弱かった。


    　困った表情になってから、旭姫から目を逸そらしてクライヴへと移す。


    「どちらにしろ、エリシアとやらについては一度会わなければ信用はできんな。クライヴがいたことも、こうして顔を合わせたことで、ようやく信じたのだから」


    「貴法の性格ならそうかもね。でも、そのうちひょっこり現れると思うよ。彼女はね」


    「なら、その時を楽しみにしているとしよう。せいぜい、その女に足元をすくわれないようにな」


    「その警戒の仕方も貴法らしいよ」


    　面白そうな笑みを浮かべてクライヴが言う。


    「さて、次は陽翔の番だね」


    　そして、陽翔からの言葉を促うながした。


    「なんだ、お前も話があるのか」


    　貴たか法のりが煩わずらわしそうに、眉まゆを顰ひそめて強い口調で言う。


    　陽はる翔とはどう言ったものか、悩みながら言葉を探した。


    「旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉に関わる重要な話だ」


    　貴法の顔付きが変わる。


    「陽翔の話を聞けば、オレも覚かく醒せいについての話ができるよ」


    　クライヴもしれっとそう補足した。


    「……そんな重要な話であれば、少々場所を変えよう」


    　貴法が椅い子すから立ち上がる。


    　咲さ月つきは不思議そうな顔で貴法を見上げた。


    「どこに行くってのよ。ここ以上に内緒話をするのに適した場所はないわ」


    「僕のギルドホームに行く。あそこであれば、セキュリティも万全だ。万が一にも盗み聞きされる心配はない」


    　クライヴが得心いったように頷うなずく。


    「あのセキュリティを破るのはオレでも骨が折れるどころの話じゃなかったからね。時間もなかったから、手紙なんてアナログな真似まねしかなかったんだけど」


    「では、僕の近くに寄れ」


    〝スバル〟の面々が貴法の傍そばに立つと、地面に光でうっすらと円の紋様が刻まれる。


    　気付いた時には視界が切り替わり、広い石造りの室内にいた。


    　天理の高等センス〈近距離転送トランスポート〉だ。


    「ここは……」


    「僕のギルドホームだ」


    　貴法の転送は、長い距離を移動できない。そのため、アジトに程近い場所のはずだが……。


    「あんたのギルドホームって、ハリスガーデンじゃなかった？　アルトガーデンからも遠いじゃない。どうやって一気に転送したのよ」


    「あのアジトに程近い場所に〝イルミナティ〟の拠点があって、そこの転送装置を経由しただけだ。転送装置のシステムに天理で介入することで、こういう真似もできる。子供の頃は思いつかなかったがな」


    　咲月が足下を見ると、実際に転送用の魔法陣が描かれていた。周囲を見み遣やればひとつだけではなく、九個もある。魔法陣によって転送されるポイントが違うのだろう。


    「転送装置なんて持ってるのね。さすが超位ギルドは金持ちだわ」


    　感心したような咲月の呟つぶやきに、貴法は鼻を鳴らす。


    「超位ギルドなら持ってて当然だろう。僕の転送では限りがあるからな。君らもアジトに転送装置ぐらい設置したまえよ。そうすれば行き来も楽になる」


    「高いじゃない。どれだけすると思ってるのよ。あんたのギルドのお金で設置してくれるの？」


    「僕に使途不明金を作り出せというのか。リーダーがそんなことしては士気が下がるだろう」


    　転送装置があるのとないのとでは、便利さがまったく違う。


    　ギルドホームを持ったギルドが次に欲しいと思うのが、転送装置だ。


    「〝スバル〟にもほしいよねぇ。転送装置」


    　旭姫あさひも物欲しげな声を出す。


    　陽はる翔ととしても欲しかった。世界中に設置されている転送装置と接続してしまえば、そこからどこにでも行けるようになる。


    　毎回毎回、咲さ月つきに掴つかまって空を飛んで長距離移動しなくてもよくなるのだ。空が苦手な陽翔にとって、大きな問題が消えるのである。


    「貴たか法のり。何か効率のいい狩り場でもないのかい。モンスターが落とすお金が多いとか、莫大な金を出すモンスターがスポーンするとか、高く売れるレアアイテムを落とすとか。情報を横流ししてもらいたいもんだ」


    　クライヴがそう求めるものの、貴法は首を振った。


    「君の言うような場所があったら〝イルミナティ〟で真っ先に行っている。そんな美お味いしい狩り場はない。できても、乱獲されて生態系が壊れて終わりだ」


    　そんなやり取りを聞いて陽翔は小さく溜ため息いきを吐つき、しばらく転送装置は無理だな、と諦あきらめた。


    　貴法が廊下に出て、陽翔たちもそれについていく。


    　そこもまた荘厳な作りとなっていた。床は磨みがき上げられた大理石のように綺き麗れいで、埃ほこりひとつない。壁には燭しよく台だいが等間隔で置かれて薄暗い中を淡い光が優しく照らしている。窓も指紋ひとつない上に、強襲に備えて強度も高いようだった。


    　窓から覗のぞく空には、少しずつ夜の帳とばりが降りようとしている。


    　すぐ近くで夕方の四時を告げる鐘が鳴り響いた。


    「お帰りなさいませ、貴法様」


    　すぐ近くに控えていたひとりの女性が恭うやうやしく礼をする。


    　以前、ミストゴーレムを打倒した後、囲んできた〝イルミナティ〟の中で見かけた顔だ。


    「何か変わったことはあったか？」


    「貴法様に急ぎ報告するべきことはありません。情報はすべてまとめてありますので、後ほどご覧になってください」


    「後で確認しよう。早速だが、第一会議室にお茶を頼む。それと誰も近づけさせないように」


    「承知致しました」


    　彼女は礼儀正しく陽翔たちにも頭を下げた。


    「〝イルミナティ〟のギルドホームへようこそ。〝スバル〟の皆様を歓迎致します」


    　静かに立ち去り、アジトの奥へと消えていく。


    「さて。会議室に向かおう」


    　貴たか法のりの案内で四人はアジトを上へと向かった。


    「ホント、前にも来たけど呆あきれ返るぐらい豪ごう奢しやなアジトね」


    　咲さ月つきが感心したように吐息を漏もらす。


    「内部のセキュリティも凄すさまじいね。センスによる侵入を弾はじく、逸そらす、跳ね返す……何重もの防壁があるよ」


    　クライヴも茶化すように口笛を吹いた。


    「このぐらい当然だろう。〝グノーシス〟が関わってるとわかってからは、さらに警戒を強めているからな」


    「恐れ入ったよ」


    「……君にそう言われるのは、含みがありそうで怖いな」


    　旭姫あさひはキョロキョロと周囲を見渡していた。まるで物もの見み遊ゆ山さんだ。


    　ただ、それは陽はる翔とも同じだ。圧倒されてしまっている。


    「貴法のアジト、すごいね、陽翔」


    「そうだな。〝スバル〟のアジトとは比べものにならないぞ……」


    「そもそも洞どう窟くつをくり抜いて作っただけのアジトと比較するのがおかしい」


    　貴法が呆れたように漏らしたところで、目的の階についたらしい。


    　廊下を歩いていると、ひとつの扉の前で先ほどの女性が立っていた。


    「準備、整っております。では、あとは指示通りに」


    「御苦労」


    　女性は一礼し、扉から少し離れて階段と廊下を繋つなぐ場所で止まる。


    　本当に人を近づけさせないつもりらしい。この従順さはＮＰＣのように思えるが、しかし、彼女は一介のプレイヤーだ。ここまでギルドに尽くすというのも珍しい。いや、貴法個人に仕えているのかもしれないが。


    「何をボケッとしているんだ。入るぞ」


    　貴法が陽翔に向けて言いながら、会議室へと入った。


    　過剰に広くもなく、さりとて狭いわけでもない。五人か六人が会議するには丁ちよう度どいい大きさの会議室だった。


    　テーブルと椅い子すも部屋の雰囲気に合った木製で、上等なものが使われていることが窺うかがえる。


    　テーブルの上には人数分の紅茶が並べられ、中央には三段重ねのスタンドが置かれ小さなスイーツが載っていた。アフタヌーンセットと呼ばれる高価な嗜し好こう品だ。


    「さ、座ってくれ」


    「ここまで贅ぜい沢たくだと、ちょっと気後れするわ……」


    「楽にしてくれていいぞ、咲月」


    　それぞれ席に着くと、貴たか法のりが率先してカップを持って紅茶を一口含んだ。それを見て陽はる翔とたちもカップを持つ。


    「あ、美お味いしい。今の《リユニオン》って、紅茶をここまで再現できるのね」


    　一口飲んだ咲さ月つきが少し感動したように吐息を漏もらす。


    　そして、スタンドからひょいひょいスイーツを手に取って自分の前に並べた。とても自然な行動で誰も口を出さない。


    「さて。旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉に関わる話だったな。話せ」


    　頬ほお杖づえをついて、貴法は陽翔を見据えた。


    　陽翔は心を落ち着けるように大きく息を吐く。緊張しているわけではない。ただ、こんな胡う散さん臭くさい話を理解してもらえるか。陽翔はそれが不安だった。


    「……正直なところ、俺もすべてを理解してるわけじゃない。これから話すのは〈未来視〉の──真の力について、だ」


    　すると貴法は「ほう」と少し興味を示したようだった。咲月は訝いぶかしげな顔をしている。


    　旭姫は緊張した面おも持もちで目を瞬またたかせていた。


    「あたしの〈未来視〉に、真の力？　どういうことなの、陽翔」


    　旭姫の瞳ひとみが心配そうに潤うるむ。


    「これから俺が体験したこと、エリシアから聞いたことをすべて話す。荒こう唐とう無む稽けいな話になるが、最後まで聞いてくれ」


    　そして、陽翔は語り出した。


    　偽にせ者もののクライヴに刺され、別の世界──陽翔がゲームオーバーになった世界へと行ったこと。


    　そこでエリシアに、〈未来視〉が厳密には予知ではなく、選択した未来へと繋つなぐ力であると教えられたこと。


    　センスが現実に於おいても発現が可能であり、〝グノーシス〟は旭姫のその力を利用して、絶望の未来へ導こうとしていること。


    　シモンが自爆攻撃をしてきた時、〈未来視〉の世界を選び取る感覚に触れたこと。


    　話を進めるにつれてクライヴ以外の皆みんなの表情が訝しげになっていく。


    　だが、全員が最後まで茶々を入れずに聞き入っていた。


    「あたしの〈未来視〉って、そんな力だったの……？」


    　旭姫は首を傾かしげて不思議がっている。そもそもエリシアの言葉からすると、今の彼女に選択をしているという意思はないはずだ。


    「エリシア曰いわく、旭姫の〈未来視〉は覚かく醒せいすればするほど分岐点の『可能性』という裾すそ野のを大きく拡げていって、その分、選び取ることのできる世界が増えていくことになる、らしい」


    　旭姫自身は自覚がないためか、納得ができないように腕を組んで悩み始めた。


    「どんな確率であっても、可能性が存在してさえいれば、その世界に繋げることができるのが、旭姫あさひの〈未来視プロフエアータ〉なんだってエリシアは言ってた」


    「……お前は、そんな話を本気で言っているのか？」


    　貴たか法のりは顰しかめっ面つらをして、まるで信じていない。


    　咲さ月つきも信用するには言葉が足りていないと言わんばかりに疑惑の眼まな差ざしだ。


    「本気で言ってるに決まってるだろ。こんなところで嘘うそ吐ついてどうするんだよ」


    「現実離れしすぎて、本気って言われても戸惑うわよ。でも、嘘は言ってないわね」


    　咲月は陽はる翔との癖が出ないことから判断したらしい。


    「そもそもこんな話、俺に作れるかよ。見てきたことだからすらすら言えるんだ」


    「幻を見せられていたってわけじゃないの？」


    「それを一番疑ってたけど、現実感がありすぎたからな。それに幻なら俺の闘気が何かしら反応すると思う」


    　貴法は顎あごに手を当てて、先ほどからぶつぶつと考え込んでいる。


    「いや……。だとすると、あの時……。まさか、あり得るのか……」


    「何か気付いたの？　貴法」


    「あ、ああ」


    　貴法は若干、上うわ擦ずった声で答えた。


    「今の話が事実だとすると、合が点てんがいくこともあるんだ。昔からどうにも納得のいかなかったことに……」


    「どこにそんな点があるのよ」


    　咲月に尋ねられると、貴法は「ふん」と鼻を鳴らした。


    「〈無垢なる闇プルガトリオ〉に旭姫がやられた時、彼女は陽翔から離れていたはずだった」


    　貴法が視線を向けると、旭姫は首を傾げた。


    「あの時はがむしゃらで、そんなこと覚えてないよ……。ただ、陽翔が危ないって思って……」


    「そうか。だが、君はあの時、陽翔を庇かばうように突如現れた。……それが、未来を選び取った結果ということか？」


    　貴法の質問に、陽翔は神妙に頷うなずく。


    　すると、咲月とクライヴが話に割り込んだ。


    「私はそんなの見てないんだけど」


    「オレも見ていないね」


    「当時の位置関係からすると君らから陽翔と旭姫は〈無垢なる闇〉の身体からだに遮さえぎられて見えてなかったはずだ。攻撃を受ける直前、陽翔と旭姫の位置は若干遠い」


    　貴法が部屋の隅のサイドテーブルに置かれていたチェス盤を持ち出し、それぞれの位置に駒こまを置く。


    　中央に〈無垢なる闇〉を示す黒いキングを置き、その正面に希のぞみと陽翔を示す白いポーン。その背後に同じくポーンで咲さ月つきとクライヴを。


    〈無垢なる闇プルガトリオ〉の向かって右側に旭姫あさひが、その左側に貴たか法のりという配置となる。


    「そもそも陽はる翔とは確か、希のぞみを庇かばいに走ったのよね？」


    　咲月に聞かれ、陽翔は頷うなずいた。


    「ああ。どうにか攻撃を受け止めようとしたところで……旭姫が急に現れた」


    「うん……。必死になって庇おうとした記憶はあるよ」


    　旭姫もそこだけは記憶として残っているらしい。


    「その瞬間移動が、サーバーエラーで座標が変わった……ってこと？」


    　咲月が納得できていないように、おずおずと尋ねる。


    「ああ」


    「……どこまで信しん憑ぴよう性せいのある話なのか判断がつかん」


    　陽翔の頷きに、貴法は背もたれに背を預けて、疲れたように大きく息を吐いた。


    　旭姫に自覚がない以上、陽翔の言葉がすべてだ。


    　陽翔自身がエリシアの言葉を最初から信じることはできなかったように、彼らもまたこんな現実離れした話を信じられるわけもない。


    　とはいえ、信じてもらわなくてはならなかった。今後のためにも。


    　陽翔がなおも言葉を尽くそうとすると、クライヴが皆みんなの注目を集めるように手を挙げた。


    「ちょっと陽翔の話を補足しようか。それと、覚かく醒せいについての話の続きもしなきゃね」


    　貴法が訝いぶかしげにクライヴを睨にらむ。


    「クライヴ。君は陽翔の話を信じてるのか？」


    「可能性を否定できないと思ってるぜ」


    　クライヴだけは違った。


    「君はもう少し理性寄りな人間かと思っていたが」


    「全面的に肯定はしてない。ただ、否定をできないというだけさ」


    「理由を言ってみたまえ」


    「脳を研究してるとね、センスらしきものが見えてくるんだよ。その人の可能性とも言うべき、バラエティに富んだ個性がね。そもそも《リユニオン》におけるセンスの決め方だって、脳を精査した結果のはずだ。違うかい」


    　クライヴはまるで教師になったような仕草でなおも説明を続ける。


    「脳ってのは個人個人で千差万別。オレたちがゲームの中で使うセンスは、それに合わせているのは、恐らく事実だぜ。その上で潜在領域センシテイブボツクスを解放し、視覚的な形でデータ化しているからね」


    「人間は普段、脳の十パーセントしか使っていないっていうアレ？」


    「そんな都市伝説じゃないよ、咲月。脳の情報処理のうち、意識に上がってくるのはごく一部だってのはわかるかい？　呼吸や歩行までオレたちは意識していない。だけど、意識しないものにこそ、脳の機能は集約されてるんだ。脳の高次機能が膨大な神経情報処理を行い、また普段使われないシナプスが、ずば抜けた学習性を発揮する。それが──潜在脳機能っていうんだけどね。現実にいるアンリアルな超人たちは、何かしらその機能が意識的に使われてるのさ」


    　咲さ月つきも貴たか法のりも、やはり眉まゆを顰ひそめるだけだ。旭姫あさひはもうついていけないのか、頭の上にハテナマークを浮かべている。


    「さて。さっき言った覚かく醒せいの話を詳しくしよう。オレは『センスがとてつもなく向上すること』と説明したけど、もちろんこれも間違いじゃない。ただ、エリシアの言う覚醒ってのは、現実でもそのセンスを使うことを可能にする──って意味で言ってるのさ」


    　貴法は大きく首を振った。


    「……そんなバカげた話をどうやって信じろというんだ。せめて、取っかかりでもないことには何ひとつ信用できんぞ」


    「それに、さっきクライヴは私が覚醒しかけてるって言ったわよね。私、現実で魔導なんて使えないんだけど」


    　咲月も貴法に続いた。


    「それがわかればオレの研究も飛躍的に進むんだけどね」


    　手を挙げてお手上げというポーズを取るクライヴ。


    　すると、陽はる翔とがクライヴの説明を補足する。


    「貴法と咲月が納得するかどうかはわからないけど、現実での旭姫が持っていた勘のよさは、〈未来視プロフエアータ〉の片へん鱗りんだったのかもしれないんだってよ」


    「なに？」


    　貴法と咲月ははっとしたように目を見開く。


    「……関連性があるというのか？」


    「正直、あの勘のよさはちょっと気味が悪いと思ってたレベルだったけど」


    「えー！　咲月、ひどーい！　そんな風に思ってたの？」


    「ちょっとよ、ちょっと！　第一、リアルでもゲームでも、あんたの勘が外れたのって記憶にないし」


    　貴法も反論をしづらいようで、口を噤つぐんでいた。


    「その力を〝グノーシス〟は狙ねらっているんだ」


    　一呼吸置いて、陽翔は続ける。


    



    「自分たちの望んだ未来にするために──」


    



    　貴法と咲月が腕を組んで考え込んだ。


    「……あたし、そんなこと、まったくわからないのに」


    　旭姫あさひは不安そうに俯うつむいて腕を抱いている。


    「お前の力がどういうものであろうと、〝グノーシス〟はそう信じてやってくる。それは間違いない」


    　咲さ月つきが気持ちを落ち着かせるように、大きく息を吐いた。


    「すぐには信じることはできないわ」


    「咲月……。でも」


    「ただ、敵の目的がそこにあるというのはわかる。シモンはずっと旭姫の覚かく醒せいを願っていたし。あの妄信ぶりを私たちは目の当たりにしたわ。私だって怖おぞ気けが走ったもの」


    　すると貴たか法のりも小さく息を吐く。


    「突拍子のない話ではある。だが、〝グノーシス〟は何かに取り憑かれたような不気味な集団だからな。連中がそうと決めてかかって邁まい進しんしてもおかしくない」


    　貴法は陽はる翔とを見据える。


    「そんな壮大で馬ば鹿かげた話……さすがに信じるとは言えない。しかし」


    　目を瞑つむり、考え込むような素そ振ぶりをしてから、口を開いた。


    「旭姫が狙ねらわれているという推測は確信に変わった。今後も警戒をしておこう」


    「そうね。これからも旭姫を守ることには変わりがないわ」


    　気持ちを新たに頷うなずく〝スバル〟の面々。


    　話が纏まとまったところで、貴法のプレイヤーリングが微かすかに発光した。


    　すぐにホログラフィーを出現させてメッセージを確認する。


    「ふむ……」


    　そのホログラフィーを掴つかみ、テーブルの上に動かした。


    「これは伝えておいた方がいいな。うちの執事からだ」


    「住所？」


    　メッセージに書かれていたのは住所だった。


    「今の希のぞみの住所だ」


    　陽翔は目を瞬またたかせて、咲月と旭姫は目を見合わせる。


    「わかったのか？」


    「ああ。表札もしっかりと確認したらしい。日下くさか、とな」


    　旭姫の表情が自然と明るくなっていった。


    「希に会えるの!?」


    「ろ、ログインしてくれればな」


    　机に乗りだして顔を近づけてきた旭姫に、貴法は狼狽うろたえるように身体からだを引いた。


    　そして、旭姫を落ち着かせながら貴法は陽翔に視線を向ける。


    「陽翔。お前が会いに行くといい」


    「……別にいいけど、何で俺なんだよ。ここなら橋渡ってすぐの隣町だろ。十分もあれば行けるし、お前の家の方がちょっとだけど近いはずだぞ」


    「僕は忙しい。だが、お前は暇ひまそうだ。ひとりが心こころ許もとないのであれば、咲さ月つきとふたりで行けばいい」


    　すると、咲月が横よこ槍やりを入れる。


    「ダメよ、私と陽はる翔とだけじゃ。あんたも含めて、三人で会いに行けばいいじゃない。旭姫あさひとクライヴはリアルじゃ連れていけないけど」


    　旭姫は残念そうにぷくっと頬ほおを膨ふくらませ、クライヴが「日本にいないからね」と笑った。


    「いや、しかし、だな……」


    「時間以外で何か駄目な理由でもあるの？」


    　咲月がテーブルに身を乗り出し、脅おどすように貴たか法のりへと顔を近づけた。


    　貴法は少し躊躇ためらう素そ振ぶりを見せてから、


    「彼女は僕を怖がっていた節があったからな」


    　小さな声でばつが悪そうにそう言った。


    「……は？」


    　咲月が心底呆あきれたような声を出す。


    「またログインを頼むのだ。内気な彼女のこと。僕がいたら精神的に悪い影響を与える可能性がある。だから陽翔が行け」


    「いや、そんなことはないんじゃないか。そもそも希のぞみがお前を怖がってたって、誰が言ってたんだよ」


    　陽翔も納得いかないようで反論するが、貴法は頑かたくなだった。


    「聞いたわけではない。ただ普段から僕が見ると彼女はすぐに顔を逸そらすし、僕と話すとすぐに会話を打ち切りたがる。これは怖がられている証拠だろう」


    　クライヴが小さく肩を竦すくめる。


    「やれやれ。心配性だねぇ」


    「心配性じゃなく、客観的な見方だろう」


    「内気であんまり喋しやべらなかったのは事実だけど……そんなことあるか？」


    　男子たちで意見を交わしあうその横で、咲月と旭姫はやってられないという表情で貴法たちを見ている。


    　咲月など口を強く引き結び、ぷるぷると拳こぶしを握って腕が小刻みに震ふるえていた。怒りで殴りかかりそうな有様である。


    「……うちの男どもはどうして揃そろいも揃って、こう鈍感なのよ……！」


    「ほんとにねー。あははは……」


    　ふたりは冷め切った紅茶を口にしながら、三人に聞こえないようぼそっと呟つぶやいた。


    



    　貴たか法のりの自由にできる時間が終わり、一通りの話も終わったところで解散となった。


    　希のぞみに会いに行くのは明日ということとなり、四人は〝イルミナティ〟のアジトを出る。


    「ではな、旭姫あさひ。何か困ったことがあったら、すぐに僕にメッセージを飛ばすといい」


    「うん。でも、貴法が〝スバル〟に戻ってきてもいいんだよ？」


    「……それはできない相談だ」


    　すぐさま膨ふくれっ面つらになった旭姫から、貴法は目を逸そらすように背中を向ける。


    「それよりももうすぐ時報が鳴る。いい機会だからそれを聞いて、街でも見学していくといい。今日からだからな」


    「今日……ってなんだ？」


    　陽はる翔との疑問に答えることなく、貴法はアジトの中へと戻っていった。


    　四人が周囲を見渡すと、そこはアルトガーデンに勝るとも劣らない街だった。


    「ハリスガーデンって、昔はもうちょっと寂さびれた地方都市じゃなかったか？」


    　陽翔が問うと、咲さ月つきが呆あきれ半分の口調で解説する。


    「あいつが発展させたのよ。この街はどこもあいつの息がかかってるわ。流通や物の価格決定も一手に担ってるんじゃないかしら。沿岸の街とも連携して、海路でも稼いでるみたいだし」


    「超位ギルドだから当然っちゃ当然か……。でも、考えるとあいつ、サービス再開してからの短期間でよくここまでやったな」


    　しかし、それを見学していけというのも貴法らしからぬ物言いだ。これ見よがしに自慢をするような性格ではない。


    　なんとなく違和感を覚えていると、少しずつ賑にぎやかな音が微かすかに耳へ入ってくる。


    「なんだ？」


    　陽翔が誰に言うでもなく声を発した。


    「なんだかお祭りっぽくない？」


    　耳を掠かすめるラッパや太鼓の音など、咲月の言う通り、祭りで聞くような音にも思える。


    　そして、ハリスガーデンの機械時計が、十八時の鐘の音を鳴り響かせた。


    　すると──街の様相が中央から波を打ったように、大きく変化する。


    　まるで派手な絨じゆう毯たんを広げたように。


    　プレイヤーたちが屋内から一斉に飛び出してくる。


    　そこら中で篝かがり火びが焚たかれ、屋台が立ち始めた。


    「な、なんだなんだ？」


    　陽翔は呆あつ気けに取られたように、街が人で埋め尽くされる様を眺めている。


    「お祭りだー！」


    　旭姫がキラキラとした瞳ひとみで、その光景を見み遣やった。


    　それからすぐにプレイヤーたちの押し合い圧へし合いが始まり、陽はる翔とたちもまた人に流されそうになる。


    「な、なんなんだよ。いきなり」


    「いきなり雰囲気がガラッと変わったね」


    「貴たか法のりが見学していけってこれのことだったのかしら……」


    　陽翔と咲さ月つきがすぐ近くにあった軒先に逃げ込むと、クライヴと旭姫あさひもそれに続く。


    「そうならそうと言えばいいのにねー」


    　旭姫は楽しそうに人混みを眺めている。


    　それから人の流れも少しずつ落ち着いてくるが、喧けん噪そうはまったく止やまない。文字通り、蜂はちの巣を突つついたようなお祭り騒ぎだ。


    　時間が経たてば周囲を眺める余裕もできてくる。


    「屋台は食べ物や射的とか金魚掬すくいがあるな。日本的なものが結構多いぞ」


    「でも、陽翔。食べ物は実にファンタジーな感じだよ」


    　クライヴが人懐っこい笑みを浮かべて、ある場所を指さしていた。


    　その先を見てみると、屋根の上でベヒモスと呼ばれるカバと象を混ぜ合わせたようなモンスターが一匹丸ごと焼かれている。身体からだは学校の体育館ほどもあり、それを変幻や天理によって作られた紐ひもでつるし上げ、魔導の火で炙あぶっているのだ。肉と脂の入り交じった香ばしい匂においが漂ただよってきて、胃袋を刺激する。


    　他にも魔導で作られた氷を即座に粉状にして即席で作られたかき氷や、空中を流れて絵画を映し出している流し素そう麺めん、手を触れずに魚を刺身にしたりなどの大道芸を交えた屋台もある。


    　炎を纏まとったアイスやモンスターを模したパンケーキなどギリギリ真っ当な食事を提供している屋台もあるが、皆がここぞとばかりにセンスを普段使わないような形で使っていた。


    「陽翔！　向こう！」


    　旭姫が指した場所──大通りの向こう側から、人が何かを避けるように割れていく。


    　そこを通るのはパレードだった。


    　何台もの巨大な馬車が引かれている。馬車はこれでもかというぐらいにデコレートされている。幽霊のモンスターを使役してホラーのようにしていたり、煌きらびやかに花を舞わせていたりと、統一感はまるでない。


    　だがどれも派手かつ賑やかで、誰もが皆、楽しそうにパレードを見守っていた。


    「次は〝フジツボ〟のギルドの馬車が来るぞー！」


    　どうやら各ギルドが競うように馬車を持ってきてパレードしているようだった。その馬車の上や周りではギルドのメンバーであろう者たちが老若男女問わず踊っている。


    「うわ──っ！　すごく綺き麗れいだよ、陽翔！」


    「綺麗っていうか、多彩だよな」


    　旭姫あさひがはしゃぐ横で、陽はる翔とは感心したようにパレードを見ていた。


    「あたしたちも作ろうよ！　参加しようよ～！」


    「いやいや、どうやって作るんだよ」


    「簡単だよ！」


    　と、旭姫がクライヴを見る。


    「ね？」


    「ははは。いいね」


    　クライヴの変幻を使えば訳はない……と言いたいのだろう。しかし陽翔としては、わからないことばかりですぐに賛同できない。


    「参加方法とかもわからないし、そもそもこの祭りがなんなのかもわからないんだぞ」


    「運営主体の大規模キャンペーンだと思うんだけど……トピックスになんかあったっけ？」


    　咲さ月つきが首を傾かしげると、クライヴが頷うなずいた。


    「一応、昨日の朝から『明日の夜、《リユニオン》で何かが起こる!?』みたいなトピックスはポータルサイトにあった気がするよ。それが、これのことだったんじゃないかな」


    　確認しようにも人出が多く、ホログラフィーを落ち着いて読むようなスペースもない。


    「一旦、酒場か宿屋に待避しようぜ。そこでポータルの情報を見るか、情報収集しよう」


    　陽翔の提案に皆が頷き、人混みから逃のがれるために、すぐ傍そばにあった宿屋の中に入る。


    　中に入るとカウンターには女主人であろうＮＰＣが立ち、ロビーの奥にある食堂は人がまばらだった。


    「中はそこまで人はいないな」


    「全員、外に出ちゃってるのかな。祭りだしね」


    　陽翔と咲月が宿屋の中を眺めてから、カウンターのＮＰＣに声を掛ける。


    　この騒ぎは何なのかと尋ねると詳細な答えが返ってきた。


    「全大陸で開催されているフェスティバルね。どれだけ賑にぎやかに人を楽しませたかで個人やギルドに報奨金が出るイベントが幾つもあるの」


    　それを聞いて咲月が不可解そうに眉まゆ根ねを寄せる。


    「どれだけ賑やかかって判定どうするのかしらね」


    「咲月は細かいこと、気にしすぎだぜ。こういうのは騒いだもん勝ちだから、騒いで金が入ったらラッキーって程度に考えればいいのさ」


    「そういうものかしら」


    　クライヴの説明に、咲月がなんとなく納得したように頷く。


    「首都のアルトガーデンでも盛大にやっているはずだよ」


    　女主人のその話に、旭姫はさらに期待を膨ふくらませたように目を輝かせた。


    　いつの間にか宿屋においてあったチラシらしきものを手に持っている。


    「それでそれで！　これって一週間も続くみたいだよ！　最終日のシークレットイベントって何だろ！」


    　そこにはフェスティバルの概要が書かれており、確かに最終日に大きなイベントがあることを匂におわせていた。うっすらとハートマークで囲われている。


    「ちょっと掲示板で調べたけど、イベントの内容はわからないわね。ファッションコンテストだの闘技大会だの、色々と推測されてはいるけど」


    「えへへー。あたしたちが参加できるのだと嬉うれしいなー」


    　そして陽はる翔とたちは用は済んだとばかりに、宿屋を出て再び大通りに戻る。


    「それじゃ、これにも載ってるパレードに参加しようよ！　近くの建物に行って参加登録すればいいんでしょ！」


    「いやいや。やめておこうぜ。目立つだろ」


    「えーっ。もったいないよ！　せっかくの機会なんだよ！」


    「そうは言ってもなぁ」


    　もうすでに旭姫あさひは辛抱できないようだった。


    「ほらほら。登録行こうよ」


    「そんなに焦あせらなくてもいいだろ。第一、今日はもうパレード終わるみたいだし、明日の登録になるわけだし。今、パレートやってる連中は、たぶん午前中から仕込んでたはずだぞ」


    「むう。陽翔、張り合いがないなー」


    「別にいいだろうよ。ともかく、参加するならするで馬車をどうするか考えないと」


    「あっ！　そうだね！　うん、がんばろー！」


    　喜ぶ旭姫を尻しり目めに、咲さ月つきは意外そうにしていた。


    「参加するの？」


    「まあ、旭姫が参加したいっていうしな。それに金がもらえるならやるべきだろ。こっちはコストゼロで派手にできるんだし」


    　ポンとクライヴの肩を叩たたく陽翔。


    「あ、やっぱりオレが主導でやるんだ？」


    「お金ゲットはお前にかかってるからな」


    　すると、咲月が不可思議な顔をする。


    「でも、お金なんて、今の陽翔に使い道あったっけ。装備でも一新するの？」


    「それもありだけど、何よりもやっぱり転送装置がアジトに欲しい。あと、もうひとつ。街にギルドホームが欲しい」


    「なんでよ」


    「あのアジトに旭姫をひとり置いておくのは、さすがに可か哀わい想そう過ぎる。俺たちはどうしてもログアウトしなきゃならんが、旭姫はそうもいかないからな。もう少し生活を潤うるおしてやりたい」


    　すると旭姫あさひは、少し嬉うれしそうにはにかんでいた。逆に咲さ月つきの眉まゆ根ねが寄っていく。


    「……ホント、旭姫に甘いんだから」


    「何か言ったか？」


    「いーえ、何も。って、ちょっとクライヴ、何を笑ってるの！」


    「ははは。女の子は難しいって思っただけだよ」


    「むう……」


    　そんなことを話しているうちに、旭姫は陽はる翔とたちを置いて屋台の方へ向かっていった。


    「あ！　いくら敵が仕掛けてこないって言っても、ひとりで動くのは危ないでしょ！」


    　すぐに咲月が追い掛ける。


    「って、お前も待て！」


    　陽翔がすぐさま反応して、咲月の手を掴つかんだ。


    「ちょ、ちょっとどうしたのよ」


    「この人混みの中、お前にまではぐれられちゃたまらん。あいつの行く先は闘気でも追えるし、俺たちは一緒に行けばいい」


    　そして、陽翔は咲月の手を握ったまま、旭姫を追う。


    　咲月は顔を真っ赤にしていた。


    「どうしたんだよ。風邪でも引いてるのか？」


    「え、えっと……その」


    　すると後ろをついてきているクライヴが、


    「病気にかかってるのかもね。恋のやま──おっと。咲月、肘ひじ打ちは少々乱暴だぜ」


    「うるさい！　いらんこと言わない！」


    　そんな話をしながら旭姫を目で追っていると、旭姫はとある屋台の前で止まっていた。


    「あ、陽翔ー！　お金稼ぎできる屋台、見つけたよ」


    「射的か」


    「うん。掘り出し物もあるし、さっそく──」


    　そこで旭姫は何かに気付いたように、視線を下げる。


    　その先には陽翔と咲月の繋つながった手が。旭姫はそれをじっと見つめていた。


    「い、いつまで握ってるの！　離しなさいよ！」


    　察した咲月がすぐさま振り解ほどく。


    「むー」


    　だが、しっかりと見てしまった旭姫の口が僅わずかに尖とがっていた。


    「あ、あんたが離れて行っちゃったから、私まではぐれないようにだからね？」


    「そーなんだー」


    　咲月が慌あわてて弁明するが、棒読みで返す。


    　陽はる翔とはただならぬ雰囲気を感じ取るが、その原因はわからない。怪け訝げんに思うだけだった。


    「おい、旭姫あさひ。屋台のおじさんが、早く撃てって顔してるぞ」


    「あとであたしもやってもらうんだからね」


    　よくわからないことを言って、旭姫は射的の的に向き直った。


    　日本の祭りにあるような射的の屋台で、階段状になった台座に商品が置かれている。しかし、少し違うのは、置かれているものが希少なアイテムだったり、武器だったりする点だろう。上級者エキスパートでも垂すい涎ぜんの実用的なものばかりだった。売れば高いだろう。


    「当てればいいんじゃなくて、商品を棚から落とさないと駄目なタイプか。巨大な鉄板は……百万ユロかよ。高額な分、ありゃ、苦労しそうだ」


    　また銃もマスケット銃と呼ばれるタイプのもので、銃身や持ち手が長い。パーカッション・ロック式で信頼性の高いシステムだ。


    　そして、祭りなのでコルクが取り付けられている。このマスケット銃は空包らしい。先ほどから旭姫とは別の客が撃っているが、結構大きな音が耳に響く。


    　そのためかなり反動もあるようで、通常の射的のように前に乗り出して撃つという真似まねができなかった。そんなことをすれば後ろに吹き飛ばれるだろう。


    「使い慣れてない銃だけど大丈夫かしら。あの子……」


    「大丈夫でしょ。こと銃の扱いに関しては、旭姫に敵かなうやつなんてこの《リユニオン》にはいないぜ？　弾が十発も使えるんだから目的のものは落とせるさ」


    　咲さ月つきの心配をクライヴは一いつ蹴しゆうする。


    　少しすると旭姫の順番がやってきた。


    　他の客が両手でしっかりと照準を合わせている中、旭姫は片手で銃を持ち、そのまま構えた。


    　片目を瞑つむることもなく発砲。


    　豆粒のような小さなリングに命中し、見事棚の後ろに落とす。


    　観客たちから感嘆の声が上がった。


    　かなり希少な指輪なのか、屋台の店主も脂汗を流している。


    「咲月、持ってて。というか、それあげる。魔導で精霊に使われる魔力を少し抑えるんだって。前に似たようなもの、持ってたよね？」


    「あ、ありがと。実は高くて手が出せなかったのよね……」


    　以前であれば咲月の装備も充実していた。特にアクセサリー関係は、精霊の力を上昇させたり、魔力の消費量を抑えたりなど様々だ。


    「今後の戦いに備えて、この機会に装備を充実させるのはいいことかもしれないな」


    「そうだね。オレも昔持ってたアイテム、ほとんど消えちゃったからな」


    　アイテムや装備の効果はセンスそのものに比べれば微々たる力だが、塵ちりも積もればなんとやらだ。


    「さて。それじゃ本命！　あの百万ユロ、いただきまーす」


    　百万ユロと書かれた巨大な鉄板。そこに向かって発砲。


    　屋台の店主が祈るような面おも持もちで状況を見守っていた。


    　コルクの弾丸が鉄板に命中。多少揺れたものの、しかし、倒れなかった。


    「む」


    　旭姫あさひが訝いぶかしげな顔をすると同時、店主がホッとした表情を浮かべて、胸を撫なで下ろす。


    「うーん。普段と同じ銃なら弾丸同時発射で倒せそうなんだけどなー」


    　マスケット銃は弾を先込めしなければならない面倒な銃で、同時に発射するような真似まねもできない。


    　だが──。


    「だったら弾込めを早くすればいいよね！」


    　旭姫は至極単純な答えに辿たどり着いたようで、無理矢理攻略することに決めたらしい。


    　撃っては素早く弾を込め、撃っては素早く弾を込め……六発目、七発目、八発目──鉄板は揺れ具合を少しずつ大きくしていく。


    「そこっ！」


    　九発目が放たれ、鉄板の右上隅を通過。


    「あー！　外れた！」


    　観客が残念そうに叫ぶが、さにあらず。


    　僅わずかに掠かすっている。


    　鉄板の側面に加えられた力は、安定性をさらに頼りないものとした。


    「ラストッ！」


    　最後に放たれた十発目が鉄板の下側に命中。まるで足を掬すくわれたように、鉄板はバランスを失って後ろへ倒れた。


    　鉄板の落ちる音がガツンと鈍く響いた。


    　店主ががっくりと項うな垂だれる。


    「やったー！　百万ユロ、ゲットー」


    　旭姫が銃ごと腕を天に掲げて満面の笑みを浮かべた。


    　屋台の店主が不運な流れ弾に当たったと言わんばかりの顔で、百万の金貨が入った袋を差し出してくる。きっとこの屋台の目玉だったのだろう。


    　それを見て、陽はる翔とは感心と呆あきれの半分ずつを表情に出していた。


    「銃の腕はセンス関係ないのに、相変わらず凄すさまじいものがあるな……いや、当て勘もセンスの内なのか？」


    「昔を思い出すわ……。子供の時も射的でガンガン当てて、店主を泣かせてたような」


    「ああ、そう言えばそんな話を貴たか法のりに聞いた気がするよ。始まってすぐに店仕舞いさせたって」


    　現実での祭りで、旭姫あさひは並べられていた商品三十点を、百円十発──三百円使ってすべて片付けた。あの光景を見た陽はる翔とは将来、射的屋だけはやるまいと誓ったものだ。


    「これで転送装置にぐっと近づいたかな？」


    　旭姫はアイテム袋の中に金貨を仕舞い、百万ユロをパーティ用の資金に貯蔵する。これは個人の金ではなく、パーティやギルドを運営するのに使われる金だ。


    「転送装置の相場は、今、ひとつ五千万ユロよ」


    「あと五倍？」


    「五十倍！」


    　購入のためにはまだまだ稼がなくてはならないことに、旭姫ががっくりと肩を落とす。


    「むー。道はまだまだ遠いなー」


    　すると、クライヴがニヤリと笑った。


    「ま、でも。元手はできたし、これならいけるかもよ？」


    「いけるかもって何よ？」


    「オレにちょっとしたアテがあってさ。そこに行こうか」


    　何かを企たくらんでいるような笑みなのは明らかだったが、ひとまず三人はクライヴについていくことになった。


    



    　やってきたのは、街からかなり離れた山の中腹だった。


    　本格的な夜だというのに、周辺一帯は魔導によって照らされているのか、とても明るい。


    「街から離れても、まだ祭りの気配がするな」


    「この辺りまでは、積極的に襲おそいかかってくるモンスターもいないしね」


    　陽翔と咲さ月つきがそんなことを話していると、目的地へと到着。


    　切り立った崖がけの上に、大勢の人が立っていた。


    　そして、空には十匹の竜が飛び、その背にはプレイヤーが乗っている。


    「競けい竜りゆうか」


    「そ。ここじゃ週末に、二日に分けて二十レースぐらい行われてるのさ。今日はフェスティバルに合わせて規模がデカくなってるんだ」


    　馬の代わりに竜を使った空の競走で、最大十頭の中から勝てそうな竜に賭かけるというものだ。


    　空の上に光で描かれた円が配置されており、そこがチェックポイントとなる。チェックポイントの数はレースによってまちまちだが、少なくて十個から二十個。中には三十個というレースもあった。


    　その円の中をすべて潜くぐって最後のゴールまで突っ切ればいい。円をひとつでも通らなければ失格だ。


    《ユニオン》の時代から人気のあった競技だ。竜に乗ろうとする者は多いし、またその竜を育成する者もいる。そして、賭かける観客たちも数多い。


    　ちなみに競けい竜りゆうは運営側が自営しているものではなく、とあるギルドが立ち上げて開催している私営の競技だ。


    「大きなレースをやってるからな。賭けられる総額が多くなればなるほど、戻ってくる時の額の期待値が高くなるんだぜ」


    「って、賭け事じゃないの！　私たちはダメでしょ!?」


    　咲さ月つきが明らかに嫌悪感を示した。生き真ま面じ目めな咲月らしい物言いだった。


    「そりゃ現実の話だろう、咲月。この世界じゃ未成年の賭け事がダメなんてルールはないし」


    「で、でも！　ギャンブルは外れたら、お金がなくなるわけでしょ？」


    「大丈夫だって。オレ、得意だし」


    「ダメよ！　ギャンブルで蔵を建てた人はいないのよ!?」


    「随分と古臭い日本の言い回しを知ってるね、咲月。もしかして年サバ読んでる？」


    「ちょっと!?　怒るわよ！」


    「はは、冗談冗談。ともかく、ひとつオレに任せてくれよ」


    　咲月は口を引き結び、まだ納得いかない顔をしている。しかし、


    「一回ぐらいいいんじゃないの？　咲月」


    「クライヴが言うならって感じもするしな」


    　旭姫あさひと陽はる翔とに言われてしまい、無駄だと諦あきらめたのか肩を落とした。


    「……わかったわよ。でも、一回だけよ！　一回でも外したら、終了だからね。あとお金は十万まで！」


    「なかなか手厳しいね。でも、それでオーケーさ。どうせ、一回しか賭けるつもりはないしね」


    　そう言ってクライヴは崖がけの方へと向かった。


    「おい、クライヴ。券を買うのってあっちじゃないのか？」


    「まだ賭かけないよ。まずは見極めないといけないからね」


    「何をだよ？」


    「場の流れ、かな？」


    　そう言ってクライヴはどこか悪戯いたずらを思いついたような表情を浮かべた。


    　それからクライヴはレースを見るだけで、なかなか賭けようとしない。


    　竜の名前が書かれた羊皮紙に、赤いペンで細かい数字を書き連ねている。


    「クライヴー。賭けないのー？」


    　旭姫が少し暇ひまそうな口調で尋ねると、クライヴは笑った。


    「勝てるレースに賭けなきゃいけないからね。全部のレースで金を賭けても損をするだけさ。ここぞというレースだけで獲りにいくもんだよ」


    「でも、勝てるレースってどうわかるんだよ」


    　陽はる翔とがそう言うと、クライヴは少し悩んでから、


    「竜の調子や風向きとかだよね。あとは騎手の腕。それらを総合して考えて、やっていくんだ。展開の読みやすいレースを見つけ出さないと。他にも幾つかあるけど。それは内緒」


    　クライヴは唇くちびるに人差し指を立ててから、再び真剣にレースを眺め、


    「……よし」


    　すべては終わったとばかりにニヤリと笑みを浮かべた。


    　竜券を買いに向かい、受付で手続きを行ってから一枚の券を手に戻ってくる。


    「どの竜を買ったんだ？」


    　陽翔が興きよう味み津しん々しんに尋ねると、クライヴは竜券を見せてくれた。そこには三連単２→３→８と書かれていた。


    「竜番が２と３と８。２番が逃げて、３番がそれを追う形で行った行った逃げた馬が勝つレースになると思う。で、最後に８番が怒ど濤とうの追い込みを見せて三着ってところかな」


    「着順まで指定してるのか？」


    「まあね。単勝とかだとハウスエッジが少ないから儲もうけやすいんだけど、この竜券が一番、オッズが高くなるから」


    　すると咲さ月つきが青い顔をして、


    「ちょ、ちょっと！　あんたの買った竜券のオッズ、五百二十倍だったはずよ！」


    「十万を五百二十倍って……」


    「ご、五千二百万ユロ？」


    　陽翔が言うと、旭姫あさひがおかしそうに笑みを浮かべた。


    「クライヴ、すごーい！」


    「凄すごいじゃないわよ、旭姫。まだ当たってないのよ！　ギャンブルってのは、そもそも儲かるようになんてできてないんだから、五百二十倍なんて当たるわけないじゃない！」


    　クライヴが「ん～」と目を瞑つむる。


    「でも、一点にでかい額を賭かけたから、もうちょっとオッズは下がるよ。二百倍ぐらいに落ち着くんじゃない？」


    　すると、咲月が石像のように固まる。


    「当たらないって意味じゃ大差ないわよ！　返金してもらってきなさい！」


    「いやー。竜券って買ったあと、受付から離れるともう返金してもらえないから」


    「うぐぐぐぐぐぐぐ……」


    　憤いきどおる咲月をよそに、ファンファーレが鳴ってレースがスタートした。


    『さあ、竜王杯スタートしました！　一番人気ホタルノイカリはいつものように中団につける！』


    　アナウンサーの声が周囲に響き渡る。


    　単勝人気は２が十番人気と最低。３が六番人気。８が八番人気。素人しろうと目にも来るわけがないと思われていた。


    　２番と３番が逃げて、８番が最後方。レースはクライヴの予想通りに進んでいる。


    「クライヴの買った竜、今、先頭だよ！　咲さ月つき！」


    「……ああいう風に先頭に行った竜はバテるに決まってるじゃない」


    　と元気なく言った後、咲月ははたと気付いたようにレース場を警戒するように注視した。


    「何これ……魔導が使われてる？」


    「お、さすが咲月。よく気付いたね」


    　周辺一帯の風の流れが自然ではなく、魔導によって微かすかに操られていた。ただ、あまりにも巧妙でほとんどの観客は気付いていない。いや、騎手や竜ですら認識できていない節があった。


    　騎手によるものかと思っていたが、魔導の流れは外からやってきている。


    「魔導だけじゃないよ。闘気、天理、変幻……ここではあらゆるセンスが密ひそかに使われてる。観客の手で、ね」


    　クライヴは至極楽しそうに笑みを浮かべた。


    「そ、それってイカサマなんじゃないの？　レースに観客が手出しするって……」


    「そう、イカサマだよ。審判員が気付けばアウトだ。でも、今日の審判員はその辺りに気付かない鈍感でね。ここまで巧妙だと気のせいで流してしまうのさ」


    「まさかあんたがレースを見てたのって……」


    「風向きとかももちろん見てたけど、観客たちのイカサマがどこまでバレないかってのも確かめてたんだよ」


    「えええ─────っ……」


    　咲月は衝撃を受けたようにレース空間を凝視していた。


    　一頭──本命の竜、ホタルノイカリが中団から先頭を捉とらえようとする。


    　その瞬間、クライヴが指を鳴らすと、その竜は突如として翼を止め、急ブレーキをかけてしまった。


    「……い、今あんた何したの？」


    「さーて」


    「言いなさい」


    「やれやれ、仕方ないなぁ。竜の可視光をちょっと変えて、前にいるのを異形の竜に見せたのさ。あの本命の竜はちょっと気性的に大人しいというか、血統的に怖がりだからね」


    　そして、ホタルノイカリは逆噴射したように下がっていった。


    『２番ダークゲンジが逃げる逃げる！　３番ペッパーシュガーがそれを追い掛けるもなかなか差は縮まらない！　一番人気、ホタルノイカリは竜群に沈んだ！　このまま大勢決するのか！　いや、外から来たのはなんと８番ホウタローだ！　これはこのレース始まって以来の大波乱になるぞ!!』


    　アナウンサーが興奮気味に絶叫する。


    『ダークゲンジか！　ペッパーシュガーか！　ホウタローかー!!　一着は僅わずかにダークゲンジだー！』


    　竜たちがゴールを駆け抜けると、観客たちの悲鳴と共に竜券が宙に散っては消えていく。


    　すべてはクライヴの言った通りに決まった。


    「はい。当たり。オッズは二百一倍だったね。思ったより下がっちゃってた」


    「………………………………………………………………………………………」


    　咲さ月つきは口を金魚のようにぱくぱくと開き、二の句が継げない。


    「……えーと、二千万ユロが手に入ったのか」


    「簡単に集まっちゃったねー。クライヴ、すごい！　もう少し頑張れば転送装置、買えちゃうかも！」


    　陽はる翔とと旭姫あさひが興奮している横で、咲月はなおも呆ぼう然ぜんとしていた。


    　機械のように首を動かしてクライヴをまじまじと見る。


    「恐れ入ったわ……。まあ、これで転送装置にはグッと近づいたわね」


    「ああ。もう転送装置なら買えるはずだよ」


    「は？　何言ってんの」


    　そう言って咲月はパーティの所持金が表示されるホログラフィーを表示した。


    　先頭に二の数字があり、そのあとに数字が八つ並んでいる。


    　桁けたがおかしい。


    「……目がおかしいのかしら……。二億？　え？　当たったの、二千万じゃなかったの？」


    「ああ。ごめんね、咲月。オレ、もうひとつイカサマしてる」


    「なにをよ」


    「実は賭かけたの十万じゃなくて百万。つまり、全額だったんだよね」


    　咲月がまたも固まった。何を言えばいいのかよくわからない表情だ。


    「あ、あ、あ、あ、あんたねぇ……。何してくれてんのよ！」


    「まあまあ。ちゃんと当てたんだからいいじゃない」


    　クライヴが悪びれもせずにしれっと言う。


    「そうだよ。よくわからないけど二億も集まったならいいじゃん！　転送装置、四つ分だよ！」


    　旭姫は怒ることもなく、無邪気に喜んでいる。


    　咲月は溜ため息いきを吐つきながらそれを眺めていた。


    「ギャンブルで蔵は建たないんじゃないの？」


    「ごく稀まれだけど、建てる人もいるよ」


    　自分の信じてきたものが崩れ去っていく音でも聞いているような表情を咲月は浮かべている。もはや怒るのも疲れたらしい。


    「ねーねー！　競けい竜りゆう、あたしもやってみていいかな？」


    「俺もせっかくだし、ちょっとやってみたい」


    「……好きにすれば。もう二億あるんだし。クライヴと同じ額ならいいんじゃないの」


    　ぞんざいな言い方で、咲さ月つきは旭姫あさひと陽はる翔とを送り出す。


    「うーん。残ったレースは難しいんだけど大丈夫かなぁ」


    「二億あったら問題ないでしょ。外れてもいいんじゃないの。勉強よ、勉強。社会勉強」


    　そして、次のレースが始まった。


    　何頭もの竜がアナウンサーの解説と共に、あっという間にゴールを突き抜けていく。


    「あー、外れちゃった」
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    「俺も外れた。難しいぞ、こりゃ。クライヴはよく当てられたな」


    「こういうのは経験だよ、経験。少しでも難しいなと思ったら、賭かけないで見るだけに留とどめるべきなのさ」


    「その難しさが俺にはそもそもわからん」


    　そんな会話を交わす横で、咲月が身体からだを震ふるわせていた。


    「ちょ、ちょっと！　さっき二億あった資金が二千万ぐらいにまで減ってるんだけど!?」


    「え？　俺、そんなに使ってないぞ？」


    　陽はる翔とは竜券を咲さ月つきに見せる。総額で百万ユロだ。二億からしたら、大した数字ではない。


    　しかし、旭姫あさひの竜券には一億八千万という数字が書かれていた。


    　それを見て、クライヴが笑いを堪こらえるように尋ねる。


    「旭姫、竜券を買う時に、もしかしてここのマーク塗った？」


    「うん。なんか当たりやすくなるって書いてたから」


    　クライヴが抑えきれなくなったように大笑いして天を仰ぐ。


    「それは買い目がめちゃくちゃ増えるんだよね。この買い方だと百八十点になる」


    「そうなの？」


    「しかも、一点百万ユロだからね。そりゃあ、二千万しか残らないわけだ」


    「もう、旭姫の馬ば鹿かー！」


    「ご、ごめんなさーい！」


    　咲月が怒って追い掛け、旭姫が謝りながら逃げた。


    「でも、二千万もあるんだし、クライヴならこれでまた増やせないか？」


    「いやー。今日はもう勝てるレースがないから無理だね。あとのレースはオレも絶対の自信がないよ。フィフティフィフティのレースなんかに賭かけるべきじゃないさ」


    　笑いながら小さく肩を竦すくめるクライヴ。


    　結局、資金は夢のように増えたが、まさに泡沫うたかたのように大半が消え去ってしまった。


    



    　フェスティバル中ということもあり、街やその周辺を見渡せば、他にも観るべき場所や遊ぶべき催もよおしはいくらでもあった。


    　空中で編隊を組んで様々な軌道を描く、飛行機の代わりに箒ほうきに乗ったプレイヤーが飛ぶ航空ショーや、モンスターを使役して芸を行わせる催し物。


    　廃はい墟きよと広い森を使った人間を駒に見立てたシミュレーションゲーム、ラケットの代わりに矢を放ってボールに当ててテニスを行うような珍競技から、センスをフルに活用し人やボールが消えたり分裂したりするのが序の口な空中サッカーなどもある。


    《リユニオン》では、特に空中に場を移したスポーツが多かった。


    　他にも洞どう窟くつを使った肝試しや、空に泳がせた魚モンスターを釣つる競技、魔導使いが空を飛んで煙で絵を描いたり、心奏使いの人形を使った演劇などもある。


    　そんな盛り沢山なイベントの中、四人が目を付けたのは闘技場だった。


    　周囲は賑にぎやかで参加者だけではない。客席の方に流れていく客と、その客を相手に食べ物や飲み物を売る者。ここでも賭かけをする者がいた。


    「六人まで参加で、千匹のモンスターを全部倒せば五百万ユロだって！」


    　現在の最高記録は二百匹までとなかなか敵も手強いようだ。


    「少しずつモンスターが強くなるって感じなのね」


    「これで五百万は美お味いしいね」


    　咲さ月つきとクライヴはもはやお金はゲットしたも同然と言わんばかりの顔をしている。旭姫あさひも同じだ。


    　陽はる翔ともさして心配していない。だが、仮に一匹五秒で倒したとしても一時間以上かかることにうんざりしたような顔になっている。


    　四人は参加者の列に並び、呼ばれるのを待つ。盛況な雰囲気とは裏腹に、参加者はそこまで多くないようだった。ゲームオーバーになっても責任は持ちませんとあるので、皆、万が一を考えて参加できないのだろう。


    　陽翔たちの順番が来て参加を申し出ると、受付の女性プレイヤーは怪け訝げんな顔をした。


    「え、よ、四人で登録ですか？」


    「六人じゃないとダメとか書いてませんよね？」


    「〝スバル〟が参加してくれるなら盛り上がりそうですし、別に構いませんけど……」


    　受付の奥へと促うながされ、そこにある大きな扉を開けると、広い通路があり、その奥が闘技場の戦場へと繋つながっていた。


    　反対側にはモンスターを登場させるための鉄格子がある。


    『さあ、旧世界の伝説！　〝スバル〟の登場です！』


    　アナウンサーに促されるようにして陽翔たちが姿を現すと、背後の鉄格子が逃亡防止で閉じられた。


    　次いで観客たちが一斉に歓声を上げる。


    　クライヴが歓声に応えて腕を振ると、黄色い声援が響いた。


    「キャーッ！　クライヴ様よ！」「素敵ー！」「〝スバル〟に戻ったのって本当だったんだ！」


    　女子のファンの多さに、咲月はげんなりとしたように溜ため息いきを吐つく。


    「六年前と同じぐらい大人気ね、あんた」


    「そりゃ、姿形はほとんど昔のままだからな。オレが変幻させてた未来の姿、そっくりだろう？」


    　得意げな顔をするクライヴ。


    　もうひとつの出入り口から一匹のモンスターが出てきた。


    『さあ、まずは一匹目だ！』


    　小さなふわふわとした白い毛玉のようなモンスターで、この街の周辺にも出てくるノンアクティブモンスターだ。可か愛わいらしい顔をしており、《リユニオン》のマスコットでもある。序盤でも苦戦することはない。


    　陽翔が真っ先に接近し、蹴けり飛ばすとモンスターは消えた。


    「ちょ、ちょっと陽翔！　蹴っ飛ばすなんて可か哀わい想そうだよ！」


    　旭姫が真っ先に非難の声をあげる。


    「えー……。いや、剣を抜くのも面倒だったし」


    「そういうの禁止！」


    「……はい」


    　若干、納得はいかないものの、とりあえず剣を抜いて構える陽はる翔と。


    『さあ、続けて出てくるモンスターは──』


    　そして、第二弾。黒い狼おおかみ。これも大したモンスターではない。咲さ月つきが軽く魔導で炙あぶると、すぐに消えていった。


    　一匹ずつ出てくるため、非常に効率が悪い。陽翔の危き惧ぐしていた通り、一時間以上はここに拘束されそうだった。


    「もー！　面倒だから千匹全部出してよー！」


    　十匹ほど倒したところで旭姫あさひも苛いら々いらが募ったのか、そんなことを叫ぶ。


    『わかりました！』


    　するとアナウンサーがノリノリで返答し、出入り口が開きっぱなしになった。


    　そこから続々とモンスターが現れる。


    　弱いモンスターから、そこらの中ボスよりも強いフィールドモンスターたちまでいた。


    　ノアキス大陸に出てくるモンスターの総合デパートのようだった。大地に、壁に、空に、モンスターがひしめき合っている。ここまで壮観なモンスターの大軍もなかなかないだろう。


    『さあ、残り九百九十匹のモンスターたちを相手に〝スバル〟はどう立ち回るのか！』


    　そうアナウンサーが煽あおり、観客たちもどうなるのかという期待と、恐ろしいことになりそうな不安でそれぞれ微妙な面おも持もちだ。


    「……どう立ち回るかも何も」


    　咲月が呟つぶやくと、周囲に十に近い精霊が現れた。


    「陽翔。クライヴ。旭姫も。ちょっと時間稼いで。数減らすから。全部、倒しちゃったらごめんね」


    「へいへい」「じゃ、ちょっと遊んでますかね」「はーい」


    　咲月を守るように、三人は態勢を整える。


    　襲おそい来るモンスターの攻撃が咲月へ向かった。それを陽翔は確実にシャットアウトし、カウンターで撃退。クライヴや旭姫もまた、それぞれ自分の役割を全うする。


    「お待たせ──〈虹の架け橋セブン・ストレイン〉！」


    　七つの精霊の出すエネルギーが入り交じり、一本の細い線になって縦じゆう横おう無む尽じんに軌跡を描く。


    　ランダム軌道の光線。


    　その上、弱点となる属性を的確についていく。貫つらぬかれたモンスターたちは端から爆散するように消えていった。九百以上いたはずのモンスターたちは、あっという間にその数を減らしてしまう。そして、残ったのは四匹の巨大なボスクラスの強さを持つモンスターだけだった。


    「あとは一人一殺でいいかしら？」


    「別にいいけど。早く倒したら加勢するぞ」


    「そんな加勢できるような暇ひまなんて、オレは作らないさ」


    「最後に倒した人が最初の人にジュース奢おごりでどうかな！」


    　それぞれ自信満々な口を叩たたきながら、四人はそれぞれ散っていく。


    　咲さ月つきが魔導でモンスターを氷で包み込み──。


    　陽はる翔とが七星剣プレアデスでモンスターを一刀両断し──。


    　クライヴが変幻でモンスターを斬きり刻み──。


    　そして、旭姫あさひの弾丸がモンスターの急所を貫つらぬいた──。


    　もはや、戦闘にもなっていない。ただの掃除と化していた。


    『す、〝スバル〟。完全勝利～！　十分と経たっていません！　ハリスガーデン闘技場、これ以上のできごとはない！』


    　盛り上げようとするアナウンサーだったが、観客はむしろ引いていた。


    「強すぎて戦いになってねぇ」「お前、よくあんなのに喧けん嘩か売ったな」「も、もうやらねぇよ」


    　と、戦せん々せん恐きよう々きようとしている。


    「……ある意味では、警告になってよかったかもな」


    「本来はそうあるべきなんだけどね。それでも戦おうとする人は後を絶たないと思うけど。特に陽翔は隙すきが多そうだし」


    「これを見て諦あきらめてくれないもんかな……」


    　こうして、陽翔たちは苦戦することもなく五百万ユロを手に入れた。


    「何度もやれば簡単に五千万、貯まるんじゃない!?」


    　という旭姫の提案もあって、再び申し込もうとしたのだが、達成者は参加資格を失うという制約がたった今、決まったようで闘技場はこれ以上参加できなくなった。


    　そもそも達成者が出ることなど想定していなかったのかもしれない。


    



    「貯まったのは二千五百万かー。道は遠いような近いような」


    　旭姫が目標額まで集まっていないことに不満そうな声を上げる。


    「一日でこれだけ集まったんだから、むしろいい方だろ。モンスター倒してるだけじゃ、百万も集まらないぞ」


    「あたしたちの目的は転送装置だよー。まだ半分足りないよ。さっきの闘技場みたいに高い賞金の催もよおし物、他になかったし。明日からは苦戦しそう」


    　すると、クライヴがさもいいことを思いついたように、


    「お金偽造するって手もあるけど？　変幻で。土を金貨に変えれば一発さ」


    「「ダメ！」」


    　旭姫と咲月にステレオで一蹴された。


    「不正はダメよ。ただでさえ競けい竜りゆうで危ない橋渡ったのに、下へ手たすればセーフティオーバーになるじゃない」


    「センス使ってるものだから、そうはならないと思うけど」


    「咲さ月つきの言う通りだよ。ダメなものはダメー。いくらクライヴでも許さないんだからね。セーフティオーバーで、いなくなったりするかもしれないなんてヤダよ」


    「はは。冗談で言ったのに」


    　咲月は怒り、旭姫あさひも怒っている。


    　旭姫は何よりもクライヴがいなくなることを嫌いやがっているようだ。


    「あんたはホントにやりそうだから」


    「信用ないなぁ。そんなのオレたちの流儀じゃないだろう？」


    「信用を得たかったら、もっと真ま面じ目めにやりなさい」


    　咲月と、そして、クライヴのやり取りが懐かしい。


    　彼らの傍そばにいるだけで、六年間、感じていた飢えや乾きが満たされていく気がする。


    　自然と温かい気持ちになっていた。


    　まるであちら──陽はる翔とがゲームオーバーになった世界を彷ほう彿ふつとさせる。


    　きっとあの後、退院したらクライヴも集まって、こんな風にしていたのだろう。容易に想像できてしまう。


    　あれは陽翔にとって、理想の世界。


    　だけど、旭姫にとってはそうではない。


    　この世界の彼女は陽翔がゲームオーバーにならないことを選択したのだから。


    「どうかしたのかい、陽翔。妙に大人しいじゃないか」


    　クライヴがぽんぽんと背中を叩たたいてくる。


    「いや、なんでもないよ。少し、昔を思い出しただけだ」


    　今までなくしていたものが。


    　取り戻せないと思っていたものが。


    　手の内に戻ってきたような──そんな気がしている。


    「なんというか、〝スバル〟らしいな、って感じたんだよ」


    　アジトで話している時も。


    　こうして街中を歩いている時も。


    　一緒に馬ば鹿かをやって楽しんで。


    　ようやく実感する。


    　クライヴが戻ってきたことで、らしさが戻ったのだ。


    「変な陽翔。〝スバル〟はいつだって、こうだったよ」


    「そうだな。まったくその通りだ」


    〝スバル〟のことを語る旭姫あさひは、いつだって自信満々だ。


    　誰よりも〝スバル〟を想い、誰よりも〝スバル〟を大切にしているからこそ出る言葉。


    　だけど。


    　きっと、彼女の笑顔は元に戻っていない。


    　──あっちの世界で見た笑顔は、きっともっと輝いていた。


    　貴たか法のりもいたし、希のぞみとも連絡が取れていたからだろう。


    　向こうの彼らは、ずっと〝スバル〟のままだった。


    「でも、まだまだだよ。皆みんなで！　六人で〝スバル〟だもん！」


    「ああ、わかってるよ」


    　もう二度と、この宝物を壊さないためにも。


    〝スバル〟を、そして旭姫を守る。


    　──絶対にお前を救ってみせるから。絶対に、また絆きずなを繋つないでみせるから。


    　向こうの世界で誓った約束。


    　こちらの旭姫は知る由よしもない。


    　だけど、それで構わない。


    　旭姫の顔を見ながら、陽はる翔とは小さく笑った。

  


  
    ［間章　追憶 ～reminiscence act.1～］


    



    　貴法たちの小学校入学からしばらくした、ある日。


    　放課後は旭姫の家で遊ぶことになっており、貴法と陽翔、旭姫、咲さ月つきの四人は一緒に帰ろうと教室を出るところだった。


    　昇降口まで来るとクラスメイト数人が貴法たちを追い抜くように靴くつを履き替え、


    「何して遊ぶー？」「ゲームでいいんじゃねーの？」「それだ！」「さんせーい」


    　などと言って、足早にその場から離れて止める間もなく帰ってしまう。


    「……ん？　あいつらって、掃除当番のはずじゃ」


    　貴法はふと気になって、「忘れ物をした」と言ってひとり教室へと戻る。


    　すると、ひとりの少女が残って一生懸命机を運んでいた。椅い子すを裏返しにして、机に載せて、ひとつひとつ丁てい寧ねいに、泣き言を言うことなく。


    　その少女は日下くさか希。


    　クラスの中でも自己主張をほとんどしない、内気で目立たない少女だ。前髪を眼鏡めがねにかかるほど長く垂らしており、表情がいまいち見えないのも、そんな印象に拍車をかけていた。


    　以前、旭姫が「日下さん、いつもひとりでいるんだよね」と気にかけていたことを思い出す。


    「日下くさか」


    　貴たか法のりが声を掛けると、希のぞみは身体からだを震ふるわせて運んでいる机を落とした。


    　ガッシャン！　と、床に倒れた机が派手な音を響かせる。


    　そして、彼女は机を元に戻すのも忘れ、慌あわてて振り返った。


    「……み、みかど、くん」


    　明らかに怯おびえている。


    　そんなに怖い顔だっただろうかと、密ひそかにショックを受けながらも問い掛けた。


    「なんで、掃除をひとりでやってるんだ？」


    「……み、みんな、用事があるからって」


    　今日、掃除当番だった連中は、何をして遊ぶのか意見を募っていた。掃除ができないほどの急用があったとは思えない。


    　つまり、明らかに彼女に押しつけたことが窺えた。


    「……いつものことだから」


    　諦あきらめたような表情で、希は倒してしまった机を元に戻す。


    「何度もあったことなのか？」


    「……う、うん」


    「なら、言えばいいだろう」


    「……何を？」


    「ちゃんと掃除をしろと。どうしても外せない用事が本当にあるのなら、誰かに代わりを頼むべきだ」


    「……で、でも」


    「君から言いにくいのなら、僕から言ってやってもいい」


    　しかし、希は微動だにしない。


    　はいともいいえとも言えず、困ったように顔を伏せた。


    　貴法はもどかしそうに溜ため息いきを吐つき、教室の中に入る。


    「……あ、あの」


    「手伝ってやる」


    　そう言って驚かしたことで倒してしまった机を元に戻した。


    「……で、でも」


    「僕が手伝った分は今度、サボったあいつらにやってもらう」


    「………」


    「こんな状況を見過ごせない。君は本当にひとりで掃除がしたいのか？　もしそうなら、手伝うのをやめるけど」


    　そう貴法が問うと、希はふるふると控えめに首を振った。


    「……ひ、ひとりでの、掃除は、き、嫌い。さ、さみしいから……」


    「じゃあ、僕が手伝う。ひとりでの掃除なんて僕も見ていられないからな」


    「……ご、ごめんなさい」


    「違う」


    「……え」


    「こういう時は、ありがとうとお礼を言った方がいい。謝る必要なんかないんだからな」
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    　そして、貴たか法のりはすぐに机を動かし始める。


    　希のぞみも慌あわてて、同じように机に向かった。


    「おーい、貴法。忘れ物、見つからないのか？」


    「って、なんで掃除やってんの？」


    「言うのを忘れていた。今、彼女の掃除を手伝っている」


    　戻ってきた陽はる翔とと咲さ月つきに、悪びれることなく言う。


    「日下くさかさん、ひとりなの？　他の人は？」


    　旭姫あさひも陽翔の後ろからひょっこりと顔を出して問う。


    「あ、あの……」


    「サボりだ」


    　希が口くち籠ごもっていると、貴法が涼しい顔で端的に答えた。


    「ひどいよ、そんなの！」「先生に言わなきゃ！」


    　旭姫あさひと咲さ月つきが頬ほおを膨ふくらませる。


    　だが、貴たか法のりは小さく首を振った。


    「その前に僕が手伝う。どちらにしろ、掃除はしなきゃいけないからな」


    　すると、陽はる翔とは腕を捲まくる。


    「よっしゃ。じゃ、俺も手伝うぜ。ひとりで掃除するのはつまらねーしな！　いいだろ、日下くさか？」


    「……え、え」


    　有無を言わせない陽翔の言葉に、希のぞみは狼狽うろたえた。


    「つまらねーって、陽翔は掃除の時、遊んでるでしょ」


    「……あ、あの……」


    「咲月が厳しすぎなんだって」


    「陽翔がダメすぎなの！」


    　希をよそに、勝手に言い合いを始めている。


    「じゃ、れっつごー！」


    　そして、旭姫が号令を掛けるように言うと、それぞれ勝手に希の手伝いをし始める。希の意思を聞いてすらいなかった。


    　貴法が小さく仕方なさそうに笑う。


    「こういう連中なんだ」


    「……そ、そうなんだ」


    　彼らを見る前髪の隙すき間まから覗のぞく希の瞳ひとみは、貴法からは羨うらやましく思っているように映った。


    　それから掃除はすぐに終わり、陽翔たちは肩を伸ばすように腕を上げる。


    「おっし。終わったな。早い早い」


    「陽翔が遊ばなきゃ、いつもこのぐらい早いの！」


    「わーってるよ。咲月はしつこいなぁ」


    　掃除を手伝ったからといって、恩着せがましいことも言わない。


    　ただただ、彼らは厚意で希を助けてくれたのだ。


    「……ご、ごめんなさい」


    「ん？　なんで、謝るの？」


    　いきなり頭を下げられ、旭姫が不思議そうに首を傾かしげる。本気で意味がわかっていなさそうだった。


    　希は進退窮きわまったように慌あわてていた。どうしよう。どうすればいいのか、全然わからない……というように。


    　そこでふと貴法と視線が合う。


    　──さっき言っただろう。


    　貴たか法のりが無言で頷うなずくと、希のぞみは間違ったことを言ってしまったと自覚し、急いで旭姫あさひに向き直る。


    　口に出すべき言葉を思い出したのだ。


    「……あ、ありがと」


    　先ほど教わった言葉と共に、希が深々と頭を下げた。


    「うん！　どーいたしまして！　お安い御用だよ！　でも、お礼は貴法に言ってね。あたしたちは気付かなかったから」


    　希は言われた通り、貴法に向き直り、もう一度頭を下げる。


    「……あ、ありがとう。御み門かどくん」


    「いや。いい。僕は勝手にやっただけだからな」


    　貴法は照れくさそうに頬ほおを掻かいて、希に背中を向けた。


    「……さて。先生に報告に行こう。サボりの件も報告しなきゃいけない」


    「よーし！　それが終わったら、遊びに行こー！」


    　五人で教室を出て職員室に向かうが、旭姫はもう遊びのことで頭がいっぱいのようだった。


    　その矛ほこ先さきと視線は希に向かう。まるで狙ねらい定めていたかのように。


    「ねえ、日下くさかさん！　今日、これから暇ひま!?」


    「……え。う、うん。あとは帰るだけだけど」


    「じゃあ、一緒に遊ぼうよ！」


    「……え、え、え」


    　陽はる翔とが旭姫の横を歩きながら、「また始まった」と言わんばかりの顔をしていた。


    「いつもいろんな本、読んでるよね？　あたしにも色々と教えてよ。あ、あたしのことは旭姫でいいからね！　あたしも希って呼ぶから！」


    「……あわわわわ」


    　矢や継つぎ早ばやに言われ、希は混乱し始めていた。


    　ただ、とにかく一緒に遊びたいという気持ちだけは十二分に伝わってくる。


    　もう貴法が助言をする必要もないだろう。


    　彼女はゆっくりと、だけどしっかりと頷いた。


    「……わ、わたしで、よければ」


    　この日から希も旭姫たちの友人として、一緒に遊ぶことになる。


    　最初はおっかなびっくりだった希も、少しずつ打ち解けていった。

  


  
    ［第二章　巡り会う星々］


    



    　翌日の朝、九時頃。


    　陽はる翔との住む家から十分ほど歩いた、街と街の境目となる四車線の大きな鉄橋の歩道を、陽翔と咲さ月つきは並んで歩く。


    　車道を走る車はほとんどが電気自動車で、ガソリン車はあまり見なくなっていた。


    　燃焼ガスじゃない分、車が横を通っても暑さを感じることはないのだが、照りつける太陽はいつにも増して容赦ない。下で流れる川を眩まぶしいぐらいに煌きらめかせていた。


    「ホント、暑いな……」


    「まったくね。連日だと参っちゃうわ。《リユニオン》が避暑地と思えるレベル」


    「お前、クライヴの話じゃ覚かく醒せいして現実で魔導使えるんだろ？　氷の精霊で冷たくしてくれ」


    「馬ば鹿かなこと言ってるんじゃないわよ。現実には精霊もいないのに……。そもそも覚醒の段階に指をかけているだけって言ってたでしょ」


    　大きく溜ため息いきを吐つくが、それは暑さのせいだけではないだろう。


    「希のぞみに会いに行くのも、なんだか緊張するわね」


    　咲月が僅わずかに滲にじんだ汗をハンカチで拭ぬぐいながら、言葉通りの顔をしていた。


    　嬉うれしくないわけがない。ただ、やはり六年という時間は気まずさという壁を作ってしまう。


    　これまで連絡を取らなかったのだから、仕方ないことかもしれない。


    　昔は気安く家に遊びに行っていた分、余計にそう思ってしまうのだろう。


    「俺もさすがに緊張してる。絶対に貴たか法のりが適任だと思ったのに」


    「本当。何が『怖がっている節があった』よ。しっかりしてるかと思ったら、あいつも同じ穴の狢むじなだったことに失望したわ」


    「なんだ、同じ穴の狢って。誰と同じなんだ？」


    「こっちの話」


    　咲月が若干不機嫌になって、口調も苛いら立だたしげだった。こういう時の咲月は何を言っても火に油を注ぐだけだ。陽翔はこの場をさらに暑くする必要はないと考え、口を閉じる。


    「えーっと……そろそろのはずだけど」


    　咲月はＷｉｔｈウイズのディスプレイに詳細なマップを表示した。


    　現在のＧＰＳは誤差五ミリ以内とされており、その精度は非常に高い。またＩＭＥＳインドアメツセージングシステムを用いた専用受信機を設置しているため、屋内にいる自分自身の位置まで把握できるようになっている。軍用施設や一部の特殊な施設以外はすべての座標がわかるようになっていた。技術的な進歩はここ数年、さらに早くなっている。


    「便利な世の中だよな」


    「私、これがないと迷う自信があるから。そこの曲がり角を右に行って……そこだわ」


    　周辺の地形を確かめて、咲さ月つきは曲がり角を右へ。


    　ふたりの視界に目的の家の姿が入ってくる。この周辺の地域では、一般的な二階建て。ただ越してきたばかりということもあってか、とても綺き麗れいだ。おそらく新築なのだろう。


    　小さな庭に家庭菜園のスペースもあり、色とりどりの花や形の違う多種多様な葉が、夏の暑さに負けず力強く伸びていた。丁てい寧ねいに手入れされているのが窺うかがえる。


    　両開きの門扉があり、石畳の向こうに玄関があった。


    　門柱の表札を確認すると『日下くさか』とある。希のぞみの名字だ。


    　陽はる翔とが咲月を見ると、彼女は小さく頷うなずいた。


    　陽翔は微かすかに躊躇ためらいながら、インターホンを押す。


    　家の中にチャイムが鳴り響き、しばし待っていると──。


    『はい。どちら様……あら。あらあら。もしかして、陽翔くんと咲月ちゃん!?』


    　スピーカーから妙齢の女性の声が聞こえてくる。記憶の引き出しから急速に蘇よみがえってくる。この声は希の母親だ。


    　こちらの返答を聞かずに音は切れ、勢いよく玄関が開く。


    　そこから現れたのは六年前とほとんど変わらない希の母親の姿だった。思わぬ客の来訪に、顔が綻ほころんでいる。


    「あらあらあら。本当に懐かしい」


    「こ、こんにちは。希のお母さん。覚えてくれてたんですね」


    「お久しぶりです。お変わりありませんか？」


    「まあ、陽翔くんってばすっかり男前になって！　咲月ちゃんも大人っぽくなって可か愛わいいわー。もちろん、私たちは元気よー」


    「ど、どうも」


    「恐縮です」


    　六年という間を感じさせない希の母の気安さに、ふたりは戸惑いつつも気が楽になった。内気な希の母とは思えないほどだ。


    「希に会いに来てくれたんでしょ？　こんな暑い中、ごめんなさいね。ああ、色々と積もる話もあるのになぁ。今日は希がいないのよね」


    　頬ほおに手を当て、残念そうに溜ため息いきを吐つく。


    「はい。そうなんですけど……いない？」


    「そうそう。ちょっと友だちと出かける約束をしたらしくてね。少し前に待ち合わせ場所に行っちゃったの」


    　陽翔は違和感を覚えた。


    　昔は友だちと言えば陽翔たちだけで、皆みんなが誘わなければずっと家にいて本を読むような子だった。希のぞみが友だちと出かけているなんて言葉を聞いたことがない。


    　知り合った当初はクラスの中でも陽はる翔とたちとしか口を利かずにいた。他のクラスメイトたちには必要のある時だけ、おっかなびっくりな様子で話しかけていたことを覚えている。


    　せめてクラスメイトとは普通に話せるようになろうと、皆みんなでフォローし合って多少の改善ができたことも記憶にあった。


    「と、友だちと……ですか？」


    　なかなか信じることができず、陽翔が確認するように問うと、希の母はごく自然に頷うなずいた。


    「ついさっきなんだけどね。駅に向かっちゃったの」


    「そう、ですか」


    　咲さ月つきは残念に思っているのか、あるいは安心しているのか、複雑そうな表情をしていた。


    　今日は諦あきらめるか、と陽翔が考えていると、


    「あ。でも、待ち合わせ前に日焼け止めを買いにドラッグストアに寄るって言ってたから、もしかしたら間に合うかもしれないわね。待ち合わせは十一時って言ってたから」


    　今はまだ九時半。駅前に十一時なら、むしろ早過ぎる。


    「どうする陽翔？　追い掛ける？」


    　迷ったような表情で、咲月が陽翔に判断を請こう。


    　この暑い中、人捜しなど考えるだけでもうんざりするが、


    「行くだけ行ってみよう」


    　希のログインは、〝スバル〟復活にとって最後のキーとなる。早ければ早いほうがいい。


    「追い掛けるのね。じゃ、こっちからもＷｉｔｈウイズに連絡しておくわ。それと今日の希の服装はフェミニンで決まってるから、よろしくね」


    　希の母が若干、悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべている。秘密を明かすのをどこか我慢しているような口調だ。


    「ふ、フェミ……？」


    「大人っぽさのある可か愛わいいコーデのことよ。ありがとうございます。ちょっと行ってみます」


    「それじゃあ、また遊びに来てねー。約束よー」


    　見送られながら、陽翔と咲月は駅へ足を向ける。


    「間が悪かったわね。もう少し早めに来ればよかったかしら……」


    「これ以上、早く起きる自信はなかったんだが……。それに朝早すぎると迷惑になるからって言ったのは咲月だし、俺もそう思うよ」


    「言っても仕方ないか」


    　燦さん々さんとした陽ひ射ざしを浴びながら、ふたりは急ぎ駅へと向かう。


    「ところで咲月、希に友だちだってよ」


    「そうね。そこが一番驚いたわ。昔は親しい人以外は怖がってたのに……」


    　クラスの中でもずっと塞ふさぎ込んで、読書に耽ふけっていた。


    　話しかけるとビクビクして、誰かに話しかける時もオドオドして、まるでライオンの群れの中で怯おびえる兎うさぎのようだった。


    「あの子、掃除を手伝ったのを切っ掛けに、旭姫あさひが遊びに誘ったんだったわね」


    「めちゃくちゃ強引だったよな。『今日、これから暇ひま!?』とか『いつもいろんな本、読んでるよね？』とか言って、最終的には本当に遊ぶことになったんだから」


    「希のぞみに友だちがいるって話を聞いたら、旭姫は寂しがるかな。それとも喜ぶかしら？」


    「たぶん、『あたしも希の友だちに会いたい！　友だちになる！』って言うんじゃないか」


    「しっくりきたわ」


    　旭姫は陽はる翔とたちと遊ぶことがほとんどだったが、クラスの中に友だちが少ないわけではなかった。いろんな人と仲よくなっていたし、クラスの中でも中心にいた。


    　だから、旭姫が死んだ時、彼女の死を惜しむように教室は沈み込むように暗くなったのだ。


    「にしても、ドラッグストアと言っても、どこのドラッグストアだよ」


    　駅に到着して、陽翔がうんざりとした表情で漏もらす。相変わらず人通りが多いことも陽翔の気力を萎なえさせた。陽ひが高くなればなるほど気温も高くなってしまうので、早めに出会いたいところだ。


    「近い方から行けばいいわ」


    　咲さ月つきの言葉に従い、駅から最も近い店へと早足で歩く。


    　到着してすぐに店内に入ると、陽射しに熱された身体からだが一気に冷えていった。


    「さて。手早く希を捜さないと」


    「その前に顔の汗を拭ふきなさいよ。だらしないわよ」


    　陽翔は億おつ劫くうな手つきで汗を拭ぬぐい、手をズボンに擦こすりつける。


    「ああ、もうみっともない」


    　咲月がハンカチを取り出し、陽翔の顔に当てた。


    「お、おい。咲月」


    「いいからじっとしてなさい」


    　少し気恥ずかしくなりつつも、されるがままにされる。


    「よし。これでいいでしょ」


    　陽翔は恥ずかしくなったように頬ほおを染めて、咲月から顔を逸そらした。


    「ほ、ほら。希を捜すぞ」


    「何でそんな焦あせってるのよ……」


    　咲月の視線から逃のがれるように陽翔は店内を見渡す。下へ手たなスーパーよりも広々としていた。医薬品を中心に、化粧品や生活用品、菓子類等の食品も置いてある。


    　お客は年上っぽい女性が多く、同世代の女子はあまりいない。高校生は、三人か四人ぐらいだ。


    「……あの子じゃね？」


    　その中でも前髪が長く、少し暗めの雰囲気を持った女子がいた。


    　同世代の女子の中では、最も希のぞみらしい印象を持っている。


    「あの服装、フェミニンかしら……？　そう見えないこともないけど」


    「俺も正直自信ない。せめてこっちを向いてくれれば、表情がまともに見えるんだが」


    「昔の記憶と照らし合わせれば、似てる……かしら」


    　ここでうだうだ考えてもいても仕方ない。


    　声を掛けようと、その少女に近づき、


    



    「もしかして、陽はる翔とくんと咲さ月つきちゃん？」


    



    　突如、背後から声を掛けられた。


    　口調や声色こそ違うものの、明らかに彼女の声。あれだけ何度も聞いてきたのだ。忘れるはずもない。


    　ふたりで同時に振り返る。


    　そこには──大人の女性がいた。


    　いや、よくよく見れば同世代だとわかる。


    　流れるような腰まで伸びた長髪は、まるで絹糸のようであり、それを一房だけ編み込んで後ろで結んでいる。前髪は昔と違って長く垂らしておらず、芸術のように整った小さな顔がはっきりと見えた。黒曜石のように艶つややかな瞳ひとみは店内だというのにキラキラと輝いている。子猫を思わせる小ぶりな鼻。その下では、桜色の色彩が唇くちびるを芸術的に染めている。


    　すらりとした身体からだを包むのは、薄い桜色のノースリーブブラウスに、裾すそがふんわりと広がる少し濃いめなピンク色のひざ丈フレアスカート。首に提さげられたシルバーのネックレスもいいアクセントになっている。


    「……の、希？」


    「やっぱり、咲月ちゃんだ！　よかった！」


    　嬉うれしそうに、ふんわりとした笑みを浮かべる希。


    　希の母が言っていたようにフェミニンな服で、それが大人っぽさを演出していた。そこから覗のぞく肌はとても健康的で、昔と同じ華きや奢しやな少女のものとは思えない。


    「お母さんから聞いてたけど、本当に会いに来てくれたんだね。すっごく嬉しいなぁ」


    　咲月の手を取って、ギュッと握る。


    　当の咲月は希の行動に、目を点にしていた。
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    　陽翔も信じられない面おも持もちで彼女を見ている。目の前にいる女子が、昔の希と繋つながらない。


    　あの内気でつっかえ気味に喋しやべる希のぞみはどこへ行ってしまったのか。はきはきと滑舌よく喋るため、同一人物とは思えない。


    　しかし──顔には僅わずかに面影が残っている。小ぶりの鼻や、形のいい唇くちびる、そのバランスは思い出せば思い出すほど、シンクロしていった。


    「希ー！　どうかしたのー？」


    　棚の奥側から、三人の女子が出てきた。こちらも希に負けず劣らず大人っぽく、可か愛わいらしい。大学生のようにも見える。


    「へへー。ちょっと懐かしい友だちが会いに来てくれてね」


    「おー。そうなんだ。男もいるじゃん！」


    「ふたりとも幼なじみなんだ。六年ぶりなの」


    「おー。六年はすごいね。小学校卒業しちゃうじゃん！」


    　楽しそうに会話している希たちだったが、陽はる翔とと咲さ月つきは状況が飲み込めないように呆ほうけている。希の変わり様についていけない。


    「なに。じゃあ、今日の予定はキャンセルすんの？」


    「ううん。十一時にはちゃんと行くから。日焼け止めはもう買ったし。それで三人とも、悪いんだけど……」


    「オーケーオーケー。せっかくの再会なんだし、仲良くしてきなさいって。うちらはどっかで適当にアイスでも食べてるから」


    　希のぞみの友人であろう三人が店内から出て行くのを希が見送ってから、改まるように希が陽はる翔とたちに向き直る。


    　とても嬉うれしそうな表情を浮かべていた。


    「ね。ね。話したいこともあるし、そこのカフェで話さない？　十一時から友だちとの予定があるから、そこまでになっちゃうけど。ごめんね」


    　あれよあれよという間に、希に主導権を取られてしまう。


    　ふたりは呆ぼう然ぜんとしたまま、希についていくしかなかった。


    



    　チェーン店の中でも高い金額が設定されている喫茶店に三人で入る。


    　それぞれ注文したドリンクを受け取ってから、こぢんまりとした席に座った。テーブルの上にそれぞれのコップとトレイが載っている。


    「改めて。久しぶりだねー。懐かしいな」


    　プラスチックのコップを持ち上げて、乾杯の仕草を取る希。陽翔と咲さ月つきもつられたように慌あわててコップを持ち上げた。


    　そして、希がアイスカフェオレを一口啜すする。


    　その姿は一枚の絵画のようで、ＣＭに使えそうなほど様になっている。


    「そ、そうだな」


    「本当に久しぶりね」


    　ふたりは未いまだに目の前の希と、昔の希が繋つながっていなかった。


    　雰囲気、口調、髪型、服装、あらゆるものが違っている。


    　声質や顔付きで希だということはわかるのに。


    　ゲーム内でクライヴが変幻させていた大人の姿とは完全に別人だ。当時、変幻させていた姿は図書館の司書というイメージで大人しい印象だったが、今目の前にいる少女はモデルと言っても差し支えない。


    「へへー。もしかして、わたしが変わったことに驚いてる？」


    「お、おう……」


    　大人っぽい仕草から一転、小悪魔のような笑みを浮かべる。陽翔に視線を合わせて、からかっているかのようだ。


    「色々と一いち念ねん発ほつ起きして、小学生の頃の自分とはおさらばしたのですよ」


    「いや、最初は希だとはわからなかったよ。今も混乱してる」


    「褒ほめ言葉として受け取っておきますね。えっへっへー」


    　朗ほがらかに笑う希。昔はこんな薔ば薇らのように、綺き麗れいな笑顔を浮かべる子ではなかった。むしろ、たんぽぽのようなささやかな笑顔をふんわりと浮かべていたのに。


    　咲さ月つきの変わり様にも驚いたが、希のぞみはそれ以上だった。


    「それにしてもよかったの？　友だちと一緒だったみたいだけど」


    「いいのいいの。さっきも言ったけど本当の予定は十一時からだから。さっきの三人とは、それまでちょっとお店でも冷やかそうかって話になってね。また合流して遊ぶし、今はふたりと話したかったから」


    　希に自分たち以外の友だちがいることを、違和感があるというのは傲ごう慢まんだろう。


    　ただ、それでも気になることがあった。


    「希ってこっちに越してきて間もないんだろ？　友だちってどういう関係なんだ？」


    「あれ。なんで引っ越してきてすぐって知ってるの？」


    「俺たちも貴たか法のりに聞いて知ったからな」


    　ぴくりと希の眉まゆが動く。


    　目ま蓋ぶたに落ち着きがなくなったように、瞬まばたきが多くなった。


    「そっかー。さすが貴法くん、お金持ちだー。いろんな情報を持ってるんだねぇ」


    　希は腕を組んでうんうんと感心している。


    　ひとしきり頷うなずいたところで、彼女は鞄かばんから雑誌を取り出した。お洒落な女性が表紙を飾り、洋服関連の用語が躍っている。ファッション誌のようだ。


    「今さっき友だちがもらってきた見本誌なんだけどね。ほら、ここ見て」


    　雑誌の一ページに四人の読者モデルが載っている。そのうちのひとりが──。


    「こ、これ、希よね？」


    「うん。そうなの。わたし、今、読者モデルやっててね。その兼ね合いで結構前からこっちに出てきてたんだ。だから、さっきの友だちもモデル仲間なの」


    　六年前との差にクラクラしてくる。


    　モデルのようだと思ったが、まさか本当にモデルをやっているとは思わなかった。


    　もし仮に小学生の希に『将来、読者モデルやってるよ』と言ったら、彼女は信じるだろうか。絶対に首を振って否定しそうだ。「……む、無理！　絶対無理！」と。容易に想像できてしまう。


    「でも、咲月ちゃんも何だか雰囲気変わったね。昔に比べると落ち着いたよね」


    「そ、そう？」


    「うん。お嬢様みたいになったかな。高校はどこ行ってるの？」


    「聖せい信しん女じよ子しよ」


    「おー。お嬢様学校だー」


    「陽はる翔とと似たようなこと言うわね……」


    「わたしの偏差値だとギリギリで入れなかったんだよねー。制服可か愛わいいからそこに行きたかったなぁ」


    「私が入ったのも、制服が理由だしね」


    　希のぞみが咲さ月つきと楽しそうに会話に興じている。


    　咲月も最初こそ戸惑っていたものの、少しずつ慣れてきたようだった。こういう時の女子特有の順応性は陽はる翔とにとってありがたい。


    「本当に会いに来てくれて嬉うれしいな。こっちから会いに行く暇ひまもなくてね。それに連絡取ってなかったから気まずくって」


    「お互い様だわ。ごめんね、希。私たちも……色々とあったから」


    「そっか……。一番大変だった時にいられなくてごめんなさいね」


    　希はカップを両手で持ちながら、忙しく指を動かして、躊躇ためらいながらも問う。


    「そう言えば……貴たか法のりくんはいないの？」


    「あ、あいつはちょっと忙しくてね」


    「そうなんだ。残念。今のわたしを見せたかったんだけどな」


    　少しだけ寂しそうな表情を作る希。


    「……やっぱり、あいつが来た方が絶対によかったわよ」


    　と、咲月は誰にも聞こえないようにぶつぶつと不機嫌そうに囁ささやいた。


    「陽翔くんはどうなの？」


    　水を向けられて、陽翔は腕を組む。


    「希が転校する前と大して変わってないよ」


    「あ……」


    　ふと顔に影が差す。旭姫あさひの葬式を思い出したのかもしれない。


    「中学なんか本当に記憶がない。ただ、学校に通って家に帰って、それをｂｏｔみたいに繰り返してた。高校に入ってからも似たようなもんだったな」


    「……でも、あの頃に比べると鬱うつ々うつした印象はないよ？」


    「そうだな。自分を取り戻したって言えるのは……この一週間ぐらいだ」


    　希が理解できていなさそうに首を傾かしげる。


    「何かあったの？」


    「あの中に──《リユニオン》に入ったんだよ。まあ、そこで色々とあってな」


    　その単語を聞くと、希が目をぱちくりさせる。


    「《リユニオン》？　《ユニオン》じゃなくて？　というか、あのゲームって終わったんじゃなかったっけ？」


    「再開したんだ。それで俺たちはまた中に入ってる」


    「わ、そうなんだ。そっちは全然調べてなかったなぁ」


    　寝耳に水と言ったように、希は口に両手を当てて驚いた。


    　そもそも《リユニオン》を知らないということは、インターネットのニュースにもさほど触れていないのかもしれない。


    《リユニオン》の再開は、ＳＮＳや各種掲示板のトップニュースになるほど、かなり大きな話題になったのだ。


    「クライヴとも、《リユニオン》で最近、再会したよ」


    「そうなんだ。それはいいことだね。あの頃は引っ込み思案だったせいで、クライヴくんとはなかなか向き合って話せなかったけど……」


    　しかし、楽しそうな表情をしていたのもここまでだった。


    「でも、そっか、《ユニオン》か……」


    　どこか陰のある顔になる。


    　「……正直なところ、あんなことがあったから、少し避けてたかもしれない。あの手のゲームを……」


    　希のぞみの表情が昔を思い出したかのように憂うれいに染まる。手を胸に当てて、きゅっと握った。


    「わたしたちが悪いわけじゃないはずなのに、やっぱり実際に旭姫あさひちゃんを失っちゃったから、どうしてもね」


    　いくら希が変わったといっても、やはり旭姫については心の傷としてしっかりと残っているようだった。


    　ただ、ゲーム内で旭姫は生きている。


    　それをどう伝えるべきか少し迷いながら、陽はる翔とは躊躇ためらいつつも本題を切り出す。


    「あのさ。実は俺たちが希に会いに来たのは……《リユニオン》に入って欲しいからなんだ」


    　希は意外なことを言われたとばかりに、目を見開いた。


    　そして、すぐに微かすかに俯うつむいて暗い顔になる。


    「む、無理だよ。わたしも今の生活があるし……。こうして皆みんなと喫茶店で話せるのは嬉うれしいよ。でも、あの世界はちょっと……」


    「少しだけでもいいから……じゃ、ダメ？」


    　咲さ月つきも誘うものの、誰がどう見ても気乗りしていない様子だった。


    「昔と、同じようにはちょっと……」


    　だが、これで諦あきらめては何のために来たのかわからない。


    　陽翔は手をつき、希を真正面から見据える。


    「思うところは色々とあると思うが……頼む。どうしても希が必要なんだ」


    「は、陽翔くん？」


    「一緒に冒険しろとは言わない。まずは入ってくれるだけでもいい。六人で、あの時と同じように一緒にやりたいんだ」


    　希は戸惑ったように黙り込む。


    　入りたくはないが、旧友を無む碍げにもできない。そんな困った表情だ。


    　ただ、先ほどから希のぞみは、《ユニオン》の話題になると口をギュッと引き締めている。


    　旭姫あさひが死んだ時のことを思い出しているのか。


    　あるいは、昔の自分を悔いているのか。


    　様々な想いが眠っているだけに、昔を思い出したくないのかもしれない。


    



    「希。あの世界では、旭姫が生きてるのよ」


    



    　希の表情が強こわ張ばったように固まった。


    「お、おい。咲さ月つき？　それは……」


    「これ、言った方が早いわよ。事実なんだから」


    　しかし、希の表情が変わったのも一瞬。


    　彼女は小さく笑った。


    「あははは！　な～んだ。咲月ちゃんってば冗談なんて言うんだ」


    「い、いや。冗談じゃなくて」


    　陽はる翔とがフォローするものの希はまるで信用していなかった。


    「わたしはもう、あの頃のわたしじゃないから騙だまされませんよ～？」


    　不敵な笑みを浮かべて、少し得意げだ。


    　そんな仕草も可か愛わいらしいのだが、結果的に説得には失敗してしまっている。


    　子供の頃、サンタクロースはいる、動物とはわかり合えると夢見がちだった希はもうどこにもいなかった。


    「それに亡くなった人を使うのは、ちょっと感心しないな。旭姫ちゃんは、そういうの喜んじゃいそうだけど」


    「い、いや。違う、希。そうじゃないんだ。あいつは本当にいるんだよ。俺だって最初見た時は信じられなかった。洞どう窟くつの宝箱から死んだやつが出てくるなんて幽霊かバグだと思ってた」


    　咲月だって旭姫の名前を出して怒ったが、実際に見て考えを改めた。


    「は、陽翔くんって、そういう冗談を言うようなキャラじゃなかったような」


    　記憶にない陽翔の慌あわてた早口な様子に、希が僅わずかに戸惑っていた。


    「俺は本気で言ってる。あいつも希に会いたがってるんだ。〝スバル〟を復活させたいって願ってるんだ。あとは希だけなんだよ」


    「………」


    「信じてくれ……！　ログインしてほしい……！」


    　しかし、希の反応は芳かんばしくない。


    　だが、ここで引き下がるわけにもいかなかった。


    「頼む！　一回だけでいいんだ！」


    　テーブルに頭を擦こすりつけんばかりに頭を下げ、声を張る。


    「だ、ダメだよ。陽はる翔とくん、顔を上げてよ。それに、その台詞せりふは……」


    「ちょっと馬ば鹿か、陽翔！　誤解されるから！」


    　咲さ月つきにまで警告され、陽翔は姿勢を戻した。


    　周囲の客たちが引きながら、趨すう勢せいを見守っている。相当注目を集めてしまったらしい。


    「あはは……。陽翔くん、そういう言葉は場所を弁わきまえた方がいいからね？」


    　ちょっと冗談っぽく怒って陽翔を指さす。


    「あ。もうこんな時間だ」


    　希のぞみが腕時計を見た。


    　陽翔も慌あわてて時間を確認すると、すでに十一時十分前になっている。彼女の約束まで、もう時間がない。


    「それじゃゴメンね。あと、これ」


    　希がＷｉｔｈウイズを持って、陽翔と咲月に向けて振る。


    　すると、ふたりのＷｉｔｈには希のＩＤが表示された。位置情報を介した登録サービスで、近距離のＷｉｔｈに端末ＩＤを送ったのだ。


    「今の私のＩＤだから登録しておいて。そうすればもっと話ができるでしょ？」


    　希が席を立つ。


    「会いに来てくれて嬉うれしかった。こっちから連絡するから時間を作ってまた会いましょ。今度は……貴たか法のりくんとも話したいな」


    　トレイを返却口に返すと、柔にゆう和わな笑みを浮かべながら店から去っていった。


    　あとには呆ぼう然ぜんとした陽翔と咲月だけが残される。


    　陽翔と咲月は大きく肩を落として、脱力したように溜ため息いきを吐ついた。


    「本当に……六年ってのは長いな」


    「まったくね。人が変わるには充分な時間だわ」


    　変わり様にも驚いたし、会話の主導権を握られっぱなしだった。


    　向こうがＩＤを渡してくれなかったら、連絡手段すら覚おぼ束つかなかっただろう。まだ彼女が登校する学校すら聞けていない。


    　しかし、また縁は繋つながった。


    　陽翔はＷｉｔｈを操作し、彼女から送られてきたＩＤを登録する。


    「今日は失敗しちまったけど、また説得のチャンスはあるだろ。希も戻ってきたんだからな」


    「そうね……。でもあの子、昔の話にいい顔はしなかったわね」


    「やっぱり、そうだよな……」


    《ユニオン》について話している時は特に顕著だった。あの牙が城じようを突き崩すのは容易ではない。


    「でも、今日は会えただけでも充分だな」


    　陽はる翔との言葉に頷うなずきつつ、咲さ月つきは憂ゆう鬱うつそうに俯うつむいた。


    「でも旭姫あさひにはどう言おうかしら」


    　きっと落胆するだろう。


    　残ったカフェオレを啜すすると、甘いはずなのにどこか苦い味がした。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    「えーっ。だめだったのー!?」


    　アジトに旭姫の驚きと悲しみの混ざった声が木こ霊だまする。


    「まったく興味がなさそうだったからな」


    　ログインして結果を伝えると、旭姫は口を引き結んで残念そうな表情を浮かべた。


    　なんとなく予想していただけに、陽翔の胸がちくりと痛む。


    「希のぞみってば、あたしに会いたくないのかな……」


    「違うわよ。一応、希には旭姫のことは伝えたわ。でも、旭姫が生きてることを信じてもらえなかったのよ」


    　咲月がそう言うと、旭姫は「うう……」と、がっくり肩を落とした。


    「まあ、普通は信じないよね。オレも実際に旭姫を見るまでは半信半疑だったし」


    　クライヴは仕方なさそうに、希をフォローする。


    「クライヴは半信半疑だったのか。俺は全部疑っててもおかしくないって思うんだが」


    「オレ自身、旭姫が死んだことを聞いたのは人からの伝聞やニュースだけで、葬式にも出てないしな。旭姫が死んだことに納得がいってなかったというか。実際に目で見ないことには信じられない性質なのさ」


    「実際に目の当たりにしているか、していないかの違い……か」


    　葬式に参列している陽翔たちにとって、旭姫の死は否いや応おうなく受け入れざるを得ないものだった。


    　顔を見させてもらっていないとはいえ、遺体を見た両親の嘆き悲しむ声を聞き、子供ながらに雰囲気でそれらを味わった。


    　それはここにいない希も同じはずだ。だからこそ、実際に会わなければ信じることは難しいだろう。だが、その会わせること自体が難題だった。


    「でも、会えたんだったら説得すればいいんだよ！」


    　旭姫がめげずに気持ちを切り替え、期待するような眼まな差ざしで陽翔と咲月を交互に見た。


    　咲月がなんとはなしに尋ねる。


    「どうやって？」


    「うーん……。今の希にとっても楽しい世界なんだよ、とか」


    「騙だます形になりかねないわ。そもそも楽しさに具体性がないとどうにもならないわよ」


    　うーんうーんと腕を組みながら、アジトの中を歩き回る旭姫あさひ。


    　じゃあ、とクライヴが話し出す。


    「今の《リユニオン》は、人生覆くつがえるぐらいすげー楽しいってアピールするとか？」


    「確かに《ユニオン》と比べて、エンタメ性も向上してるとは思うけど……」


    「オレたちの感覚はどうでもいいのさ。ただ、楽しいってことを伝えれば、向こうも興味は出るんじゃない？　日本にはそういう話があったろう？　アマノイワトだっけ？」


    「天あまの岩いわ戸とね。天照大神あまてらすおおみかみが洞どう窟くつに隠れて、外で皆みんなが楽しそうにして、つい出てきちゃう。よく知ってたわね」


    　咲さ月つきが補足すると、クライヴは満足そうに頷うなずいた。


    「そうそう。それそれ。昔、希のぞみから聞いたことがあって、ちょっと調べたことがあるんだ」


    「天岩戸作戦ねぇ。そんなんで上う手まくいくのかしら……」


    「貴たか法のりの話じゃ、希は《ユニオン》にログインする時も最初は渋ってたんだろう？」


    「そうだけど。あの時は希に、この世界なら自由に振る舞えるって教えたからよ。今の希は、リアルで自由を手に入れてるみたいだから……」


    　ゲームに興味がない、旭姫のことを欠か片けらも信じてもらえないとなると、ログインさせる手段は限られてくる。


    「希ってば、そんなにすっごく変わっちゃったってこと？」


    「昔とは全然違かったな。ありゃ、別人だよ。主導権握られて、こっちが気後れしちまった」


    「むう。今の希はなかなか手強そうだね」


    　旭姫がさらにうんうん唸うなり始める。


    「でも、元気みたいでよかった！　元気じゃなかったら、会えないもん」


    「旭姫らしいわね」


    　咲月が苦笑する。


    　言う通り、再会できただけでも御の字なのかもしれない。


    　再会が叶かなわないということにはならなかったのだから。


    「そうだよな。希が元気でやってて本当によかった。まずはそのことを喜ぼう」


    　陽はる翔とと咲月は気け圧おされたということもあるが、彼女との再会を喜ぶよりも先に希にゲームの中に入ってほしいという要求だけ突きつけてしまった。


    　向こうも旧交を温めるよりも先に、そんなことを言われてしまっては戸惑うだろう。


    「なんにせよ、さ」


    　クライヴが小さく息を吐き、また語り出した。


    「一度でいいから入ってくれって、とことん頼むしかないんじゃないの？　もう少し向こうの話も聞きつつ、事情を話してさ」


    　旭姫あさひの話を信じてもらえなかったのは、陽はる翔とと咲さ月つきの信用が足りなかったからと言える。


    　そう考えれば、まずはやはり話をしていくしかない。


    「そうだな。もうちょっと、ゆっくりとやってみるよ」


    「そうそう。一回でも入れば旭姫に会えるんだからさ。見れば信じないわけにはいかないだろう？」


    　陽翔と咲月はお互いに顔を見合わせて頷うなずく。


    　最初から上う手まくやろうとしなくていい。


    「まずは今の希のぞみを知ることから始めないとね」


    「ああ、少しずつ六年間の溝みぞを埋めていこう」


    　お互いに了解し合ったところで、旭姫がジッと不服そうにふたりを見た。


    「どうかしたのか、旭姫」


    「ううん。ちょっと、ね。ふたりがなんか楽しそうだな、って」


    　空そら惚とぼけるように言う。明らかに不満そうな口調であるが、口を引き結んだため、言うつもりはないというということだろう。


    「あ……」


    　咲月は意味を察したのか、気まずそうな表情を浮かべる。


    　理解のできない陽翔は首を傾かしげるばかりだった。


    



    　一旦、希への対応については、タイミングを見計らって行くと決めて、それから四人は首都アルトガーデンへ向かった。


    　フェスティバルはここでも盛況で勢いは止とどまるところを知らず、昨日のハリスガーデンよりもさらに騒がしくなっている。昨日ログインしていなかったプレイヤーまでもが入ってきているようだった。


    「昨日はちょっと失敗しちゃったけど、またお金を稼がないとね！」


    　今日も旭姫はやる気満々だ。昨日、はしゃぎ回った疲れなど、まるで知らないように振る舞っている。


    「咲月。今、貯まってるのって二千五百万ユロだったよな？」


    「そうね。相場的にはこの倍はないと厳しいと思う。安物なら三千万で買えるけど、転送装置の接続数一個とか嫌いやでしょ？　そこにしか行けないし」


    　転送装置は、他の転送装置に繋つなげられる数が決まっている。面倒な手順を踏めば繋ぎ直すことはいくらでもできるが、同時に接続できる数は変更が利かない。


    「接続数、二十は欲しいよな。他の大陸にもアジトから行けるようになればなおいいし」


    　接続数が多ければ多いほど、色々な場所に行けるようになる。接続数一個でも使い道はあるが、それは任意の場所を長期に亘わたって攻略する時に限られる。


    　公式ではなく個人で経営されている転送屋は、接続する場所を決めるのに苦労しているのだ。人気どころは押さえておきたいし、痒かゆいところに手の届くような場所にもニーズがある。需要がなければ客も呼べない。


    「一日経たったから、闘技場また参加できないかな？」


    　旭姫あさひが銃を構えてわくわくした様子で言う。


    　だが、陽はる翔とは仕方なさそうに首を振った。


    「達成者参加不可だろ。時間の問題じゃねぇよ」


    「あ。じゃあ、クライヴに変幻で姿を変えてもらおうか？」


    「いやー。あの手の受付はアカウントで見てるだろうから無理じゃないかな。アカウント自体の変幻はさすがのオレも自分ぐらいしか難しいね。皆みんなの分までは無理」


    「そっかー。いいアイディアだと思ったんだけどな」


    「他にもお金を稼ぐことのできる催もよおし物はたくさんあるんだから、闘技場にこだわらなくてもいいんじゃないかなって、オレは思うよ」


    「うん、そうだね、クライヴ！　もっといろんなことをやろう！　パレードもあるんだし！」


    　そして、陽翔たちは早速パレードの受付がある建物まで行き、そこのＮＰＣに出場を申し込む。


    　ところが──。


    「えーっ!?　八時間後!?」


    　パレードの受付に行って登録を済ませると、混み合っているのか、〝スバル〟が回るのはかなり遅い時間となった。


    　旭姫が勢いを削そがれたように肩を落とす。


    「うーん、近場に何か面白いものないかなぁ」


    「一回アジトに戻るか？」


    　人混みを歩き回りたくない陽翔が言うと、旭姫はふるふると首を振った。


    「時間は限られてるんだよ！　だから、一秒でも楽しまなきゃ！」


    「ま、その通りだね。時間は有限のリソースだし、有効的に使わなきゃ」


    「だよね！　クライヴは話がわかるー！」


    　旭姫は周辺を見渡しながら、何か面白いものでも探すように混み合う街路をちょろちょろと動き回った。


    　陽翔たちはそれを懸命になって追い掛ける。この人混みでは見失ったらいつまた合流できるかわからなくなりそうだった。


    　せかせかと動き回っていた旭姫だったが、ふと足を止める。


    　陽翔が店側に視線を向けると、そこには他の屋台とは一線を画す怪しげな店があった。


    　遮光の垂れ幕を家屋の軒先から吊つり下げており、天幕の中はかなり暗い。店内を覗のぞき込むと水晶玉がテーブルに置かれ、その奥にはローブを纏まとった怪しげなプレイヤーがいた。


    　入り口の横の立て看板には〝占い〟とある。


    　見る見るうちに旭姫あさひの瞳ひとみが「これだ！」と、期待に満ちたものに変わっていった。


    「ほら！　陽はる翔と、これやろ！」


    　陽翔は腕を引っ張られるが、意味がわからない。


    「は!?　占い？　何を占うんだよ。金運か」


    「そういうのはいいから！　ほらほら！」


    　旭姫に腕を掴つかまれ、強引に中へと連れ込まれる。すぐ外は人で騒がしいはずなのに、内部は外の喧けん噪そうが嘘うそのように静かだった。周囲を無音にするアイテムか、あるいはセンスを使っているのかもしれない。


    「ちょ、ちょっと旭姫！」


    　咲さ月つきとクライヴもふたりに続けて中に入ろうとすると、


    「お客様。困ります。ここでの占いはふたりまででございます。申し訳ないですが、最初に入ってきたおふたり以外の方は外でお待ち下さいませ」


    　占い師から発せられた声は女性のものだった。若いかどうかで言えば、とても難しく判断がつかない。低く落ち着いている声に聞こえる。


    「ほらほら、邪魔しちゃ悪いよ」


    「くう……。クライヴに言われてなくてもわかってるから！　外で待ってるからね！」


    　クライヴに引き連れられて、少々怒り気味に咲月は垂れ幕から出ていった。


    「ほらほら、やろうよ！　陽翔！」


    「俺は別に……はぁ、わかったよ」


    　もう中に入ってしまったのだ。ここまで来たら駄々をこねても仕方がない。


    　旭姫と陽翔はテーブルの前に用意されていた丸椅い子すに座り、占い師と向き合う。


    　占い師はフードを目深に被かぶっており、鼻と唇くちびるもメッシュ状の生き地じで覆おおっていた。


    「私の占いは心奏を用います……。おふたりの相性を占いましょう」


    「お願いします！」


    「では少々、お気を楽にして下さいませ……………………………」


    　占い師が水晶玉に両手をかざす。


    　水晶玉がきらりと光り、少し胸の中をなぞられる感覚に身体からだが小さく震ふるえた。


    　これは心奏特有の現象だ。心の表層を見られているのだろう。


    　こちらの身体を操作しようとしたり、心の奥底まで読むようなことがあったりすれば、陽翔の闘気は反射的に反応するが、そういったこともなかった。敵意がない証左だ。


    　少しして水晶の中に、ふたつの光が現れる。黄金色と銀色の光だ。


    　その光がそれぞれスパークしながら色を変え、大きくなったり小さくなったりと落ち着かない。時折、離れたり大きく近づいたりと動きは様々だ。


    　陽はる翔とは何をしてるのかさっぱりわからないが、横の旭姫あさひは真剣な表情で、かつ興味深そうに水晶玉を見つめていた。


    「出ました」


    　光が吸い込まれるように消えていく。


    「どんな感じ!?」


    「相性は最高と言っていいでしょう」


    「やった！　コンビネーションばっちり！」


    　旭姫が満面の笑みを浮かべ、ガッツポーズを取る。


    　この場合はコンビネーションでいいのだろうか、と陽翔が思案していると、まだ続きがあるようだった。


    「ですが、おふたりが結ばれるのには大変な困難が立ち塞ふさがると見えています。正直言いまして、この困難は私が今までに見たこともないようなものです。ここを乗り越えられるか、どう乗り切るかが、お二人の将来を決定づけることになるでしょう」


    　不安になりそうな言葉を占い師が紡つむぐが、旭姫の表情はまったく翳かげらない。


    「ふふん！　大丈夫だよ！　あたしと陽翔だったら、何でもできちゃうし！」


    「そうお祈りしております」


    　メッシュの奥にうっすらと見える口元を小さく綻ほころばせ、占い師はぺこりと頭を下げた。


    「心奏って、そういうこともわかるもんなのか？」


    　陽翔が問うと、占い師はクスリと笑う。


    「疑っておいでですか？」


    「そういうわけじゃないが……俺は心奏って使えないし」


    　占い師ではなく、旭姫が不機嫌な表情になった。


    「えーっ。いい結果なのに、陽翔疑うのー？」


    「あ、相性がいいならいいで、どういう意味で相性がいいのかは納得したいだろ」


    　占い師は気を悪くした様子もなく口を開く。


    「そうですね……。センスによるものかもしれませんが、私は心の色が見えるのです。その人の性質や性格……そういったものを総合したもの、と言えばいいでしょうか」


    「色、ねぇ。もしかして水晶玉に見えてた光が？」


    「ええ。お客様は黄金色で、女性の方が銀色ですね。あの光は大きさや形も、人それぞれ違います。その光は言わば歯車……。歯車が噛かみ合い回ることで、開く門がある。その門の先に未来として見えてくる、というものです」


    「未来予知、みたいな？」


    「そこまでのものではありません。何にせよ、私の占いはぼんやりとしたものです。そもそも未来というのは絶対ではありません。おふたりのどちらかが、どこかで選択を変えるだけで、何もかもが変化する脆もろいものかと存じます」


    「だとしたら、占いの意味って……」


    「心持ちの問題ですよ。悪いことが起こるかもしれないと思えば、警戒するでしょう？　私程度のセンスでは、どのようなトラブルが起こるのか、はっきりとは見えません。だからご忠言を申し上げるのです。これも、センスを生かすためですね」


    　自分で最大限、やるべきことをやる、ということか。


    「私の感覚を説明するのは難しいので、ご理解いただけるかどうかわかりませんが……」


    「占い師さんが自分の仕事に誇りを持ってることはわかったよ」


    「ありがとうございます。では、また。普段は大通り南の外縁付近で道具屋兼占い屋を営んでおりますので、今後ともご贔ひい屓きに」


    　占い師は手を振って陽はる翔とたちを見送った。


    「えへへー。相性最高だって」


    　と、旭姫あさひが天幕から出て嬉うれしそうに言う。


    　咲さ月つきがそれにムッとして、陽翔の腕を掴つかみ、天幕側へとＵターンさせた。陽翔は「えっ」と虚を衝つかれた顔になる。


    「行ってらっしゃい、おふたりさん」


    　クライヴが笑いながら見送った。実に楽しそうな顔を見せている。


    「お、おい。咲月！」


    「私とはできないっていうの!?」


    　咲月が胸ぐらを掴んで揺さぶってきた。なぜそんなにムキになっているのか。陽翔には理由も意味もわからないが、逆らってはいけないような気がした。


    「い、いや。そういうわけじゃ……」


    「じゃあ、やるわよ！　やるから！　いいわね!?」


    　もはや断れるような空気ではなく、陽翔は諦あきらめたように目を伏せて咲月に付き従う。


    　小さな天幕の中に入り、陽翔は再び占い師と相あい見まみえた。占い師は再び入ってきた陽翔に苦笑している。


    「私の占いは心奏……。おふたりの相性を占います」


    「はい」


    「では少々、お気を楽にして下さいませ……………………………」


    　先ほどと同じ口上を述べて、再び心奏による現象が胸をなぞる。


    　水晶玉に再びふたつの光が灯ともった。黄金色の光と、赤い光だ。


    　だが、先ほどの光に比べると赤い光はとても弱々しい。


    　そして、あまり色も変わらず、大きさも変わらず、震ふるえるだけで大きな移動もしなかった。


    　そんな水晶を咲さ月つきは不安そうに見守っている。差が出るなぁ……と咲月を見ながら陽はる翔とは小さく笑った。


    「………」


    　すると、水晶の光が突然、大きく光り出す。


    　一瞬だけ強く輝き、そして吸い込まれるように消えていった。


    「出ました」


    「ど、どうですか？」


    「率直に申し上げて……相性はよいとは言えません」


    　咲月ががっくりと肩を落とす。


    「何でそんなに気を落としてるんだよ。占いだろ」


    「う、うるさいわね。なんとなくよ……」


    　なんとなくにしては表情が冴さえなさすぎて、心配になってしまうほどだ。


    「ですが、相性というものは絶対ではありません」


    　占い師はなおも続けた。


    「占いではおふたりの相性がよくないと出ましたが、その困難を乗り越え、一度結ばれればその絆きずなは永遠と出ています。これはかなり希少な結果ですね」


    「え、永遠……ですか？」


    「ええ。結ばれれば」


    　少しずつ咲月の頬ほおが緩ゆるみ、表情に嬉うれしさが見えてくる。


    「そ、そっかぁ。えへへ。そうなんだ」


    「……そちらの男性は少々、気が多そうではありますので困難かとは思いますが」


    「そうなんですよね」


    「いや、どういうことだよ。それは……」


    「頑張って下さい」


    　占い師に同情的な言葉をかけられて、咲月が小さく頷うなずく。


    　そんなやり取りに陽翔が首を傾かしげるが、咲月と占い師は静かに笑うだけだ。


    　そして、陽翔と咲月が外に出る。


    「どうだった？」


    「絆は永遠だって」


    「えーっ！　いいなぁ……」


    　ふたりで女子らしく話している。咲月も昔のような活発な雰囲気になっていた。


    　あの占い師の話を総合すれば、占いはあやふやなものでしかない。本気にするなよ……と言いたくなった陽翔だったが、すんでのところで空気を読んだ。


    「女子は占いが好きだよねぇ」


    「ホントにな。お前も占えばよかったのに」


    「遠慮しておくよ。オレが占ってどうするのさ」


    「俺だけ二回とか、不公平だろ」


    「陽はる翔とはもう少し、ふたりの言いたいことに気付いた方がいいと思うぜ？　刺される前にね」


    　クライヴの楽しそうな言葉に、陽翔が疲れたようにうなだれた。


    



    　占いを終えた陽翔たちは、街から少し離れようとフィールドへ出る。


    　そこで目に付いたのは、周囲一帯を闇やみ色に覆おおうドームだった。


    　アルトガーデンへ流れる川を覆っている大きさだ。


    「魔導の闇ね。何してるのかしら？」


    「お天てん道とう様さまの下じゃできない、いかがわしいことかもね」


    　クライヴのそんな答えに、疑問を発した咲さ月つきが赤くなる。


    「何言ってるのよ！　あるわけないでしょ！」


    「まあまあ。行ってみればわかるよ」


    　近づくにつれて、少しずつ夜になっていくような、そんな空間。


    　そこで──。


    「おおおお───っ！」


    　という何重にも重なった人々の歓声が聞こえる。


    　まるで夜空となった天空に向かって、光の芸術──色とりどりの光線で編み上げられた塔が聳そびえ立っていた。


    「わーっ！　綺き麗れい！」


    　旭姫あさひが瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせてうっとりと眺めていた。


    「なんだ、これ？　魔導で作ってるのはわかるけど、何か妙だぞ……？」


    「魔導そのものじゃないからね。精霊と、その使用者って、薄い光で繋つながってるんだけど、その光を使ったアートってところかしら」


    　塔を作り上げた少女の前には、もうひとりのプレイヤーがいた。


    　その青年はその光を引き継いだように、別のものを編み上げる。


    　塔から、巨木に変化した。葉っぱすらもひとつひとつ光で縁取られた新緑の木が、そこにあるかのようだ。


    　再び観客たちから感嘆の声が漏もれる。


    「なるほど。これはつまり、魔導の線を使ったあやとりのようなものなのね」


    　少女が木に手を入れて、再び編み上げようとするが、維持が叶かなわず光の線がすうっと散るように消えていく。


    「あ────……」


    　残念そうな声が観客席から漏もれた。青年の勝利が宣言される。


    　そんな中、受付では頻しきりに参加者を募っていた。


    「賞金も出るらしいぞ。一番高評価なものを作ったプレイヤーには一千万だってよ。すげぇ額だけど、さすがにこれは難しそうだな」


    　咲さ月つきの眉まゆがぴくりと動いた。


    　そして、口端が吊つり上がる。


    「いいじゃない。ちょっと参加してくる」


    「いいね！　頑張って、咲月！」


    　腕まくりをして、意気揚々と人混みの中へと入っていった。


    　横でクライヴが小さく笑っている。


    「乗せられやすいねぇ、咲月は」


    「そう言うなよ。なんだかんだで〝スバル〟のための資金集めに頑張ってるってことだろ」


    「陽はる翔とは相変わらずズレてるねぇ。ま、そういうところが、咲月もいいのかもね」


    　陽翔たちは咲月を遠目で見守った。


    　先ほど木を編み上げた青年と対たい峙じする。


    　彼女の周囲で何十もの光が舞った。


    　何体かの精霊が召喚されていく。それだけで小さな歓声が上がった。【精霊の女王イノセンシア】の真骨頂はここからである。


    　手を天に掲げ──夜空に光の線が残像を伴って上がっていった。


    　それらが複雑な挙動を見せながら、ひとつのものを編み上げていく。


    　天に向かって伸びる構造物──塔。


    　先ほど少女が作ったものと同じカテゴリに属するものだ。しかし、精密さが違いすぎる。


    　無骨な鉄塔ではなく、建築の美とも言える五重塔を作り上げたのだ。


    　屋根は上に向かって等間隔に少しずつ小さくしてあり、様式も完かん璧ぺき。鬼おに瓦がわらや本瓦等の細かい部分もしっかりと再現している。


    　光の塔を見上げて、青年は途方に暮れていた。


    「すごい！　さすが【精霊の女王】！」「あっさり決まったな」「手を入れただけで壊れそう」


    　一斉に叫声じみた歓声があがる。


    　陽翔たちからしても見事で、褒ほめ言葉しか見つからない。


    「魔導のセンスは当然として、咲月は美的センスもなかなかのものだね」


    　クライヴが口笛を吹いて、咲月を讃たたえていた。


    　陽翔も呆あつ気けに取られてしまった。拍手しかできない。


    「すっげー綺き麗れいなもの作るんだな、あいつ」


    　青年がギブアップしようとしたところ、


    「あれ、他の人たちが……」


    　他の参加者たちが青年の下へ集まっていく。どうも様子がおかしい。


    　陽はる翔とたちも、そのざわつきに気付く。


    「なんか咲さ月つき以外の人が集まってるね」


    「何か相談してるっぽいな」


    　相談が終わったようで咲月以外のプレイヤーたちが一斉に咲月の五重塔に手を入れた。


    「なるほど。つまり結託したってわけだね」


    　数十人が結託し、光の線を弄いじる。


    　以前、〝サザンクロス〟〝ブリルソサエティ〟〝イルミナティ〟で特殊な霧を作り出したのと似たようなものである。共同魔導と同じだ。


    　それがギルドや立場の垣根を越えて、ただただ咲月の魔導による芸術を超えるために力を結集している。


    　危ういバランスで光線の挙動は頼りない。しかし、五重塔はどうにか竜へと変へん貌ぼうを遂げた。


    　しかも、この竜は吠ほえる動作をするなど、まるで生きているようだった。美しさで敵かなわなくても、動くことで咲月に対抗する気らしい。


    　観客たちからこれ以上ないほどの歓声が上がる。


    「……上等じゃないの！」


    　闘志に火がついたらしい。咲月が本気になったようで目付きが変わった。


    　数体しか召喚していなかった精霊が、周囲に二十体以上増えていく。


    　動く竜に近づき、二本の手を入れ、光こう芒ぼうをしっかりと手繰るように操っていった。


    　幾多の光が空に舞い踊るように上がっていく。


    　天に上がった竜は三匹に分かたれ、複雑に絡み合う。それぞれの竜に個性があり、フレイムドラゴンやスカイドラゴン、フリージングドラゴンと一目で分かる出来映えになっている。それらが己が得意とするブレスを色彩豊かに吐いているのも。


    　一体の竜では決して出せない、絢けん爛らんとした迫力が醸かもし出されている。


    　観客たちは度肝を抜かれたようにそれを眺め、感動を表すように激しく拍手をしていた。


    「ど、どうする？」「もっと他にあるはずだ！」「とにかく何か考えよう！」


    　他のプレイヤーたちも負けじと、夜空を別の芸術へと変えていく。


    　それに対抗して咲月もまた光のアートを編み上げていった。


    「やれやれ。ホントに負けず嫌いだな、あいつも」


    　陽翔は仕方なさそうに小さく笑う。


    「そうじゃなきゃ咲月じゃないよ」


    「旭姫あさひの言う通りだ。それに……彼女の魔導のエフェクトはとても素直で、綺き麗れいだと思うぜ」


    「まあ、な」


    　陽はる翔とも空から目を離すことができない。


    　すべてを破壊するような彼女の魔導には、こういう使い方もあるのだと、センスの奥深さを思い知った。


    「咲さ月つき自身も、この魔導と同じぐらい素直ならいいのにな」


    「いや、咲月を怒らせているのはクライヴだと思うんだが」


    　そう指摘すると、クライヴは苦笑した。


    「陽翔の方が怒らせてると思うぜ」


    「そうかぁ？　俺は別にからかってないぞ」


    「いやぁ。咲月も苦労するね」


    「……何を言ってんだか」


    　そんなことを言い合っているうちに、また咲月が生み出した光が空に舞う。


    　この日、暗くら闇やみの中は芸術で満たされていた。


    



    　先ほどの魔導芸術大会で優勝を果たし、咲月はほくほく顔だ。


    　少しずつ陽ひが落ち始めて気持ちいい風が吹く中を、四人は街に戻る街道を歩いている。


    「結局、相手は何人集まったんだ」


    「百人ぐらいだったんじゃないかしら？」


    　最初は三十人程度だったのが、連絡でもされたのか次々と魔導センスの持ち主が集まって、咲月の光に対抗していた。かなり有名なプレイヤーも集まったらしく、野次馬から漏もれ聞こえてきた話では、二つ名持ちのバーゲンセール状態だったらしい。


    　しかし、咲月は完全に一いつ蹴しゆうした。鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとはまさにこのことだ。


    「威力ならともかく、芸術なら百人集まっても負ける気がしないわ」


    「お前はすげーな……」


    　陽翔は感心するよりも、咲月の美的センスすら伴った魔導の凄すさまじさに呆あきれてしまう。


    「賞金一千万ユロだったから、これで三千五百万ユロ集まったわ。あと千五百万ね」


    「でも、高額の賞金イベントなんてそうそうないぞ。闘技場も終わったし、さっきみたいな大会ももうないし」


    「あとは残りの日程で新しいイベントがあればいいんだけどね。何かいいお金儲もうけの方法ってないかしら？」


    　旭姫あさひはクライヴに、何かを期待する目を向けていた。


    「またクライヴに競けい竜りゆうやってもらおうよ」


    「だ、ダメよ。ギャンブルは危険すぎるわ。また一億とか使われちゃたまらないし」


    　咲月は強く首を振る。ただ、一瞬とはいえ二億も貯まっただけに、後ろ髪を引かれていそうだ。


    「えーっ。でも、百万ぐらいだったらいいじゃーん。あたし、もう賭かけたりしないから！」


    「百万でもダメなものはダメ！」


    　クライヴは笑いながら肩を竦すくめる。


    「ま、前回みたいな幸運はなかなかないから無理だな。今日のレースプログラムも一応見てみたけど、どれも難解さ。審判員も冴さえてる人たちばっかりだから、イカサマも骨が折れる」


    「俺にはどれも難解に見えるけどな……」


    「あと大金を持っていれば、順当に稼ぐ方法もあるぜ」


    　旭姫あさひと咲さ月つきが耳みみ聡ざとく聞いており、クライヴの言葉を待つ。


    「ルーレットとか勝ったら二倍になるようなものに、外れたら、その倍を賭けていけばいいのさ。百、二百、四百と負けていても、次の八百で勝てれば千六百返ってくるだろう？　フィフティフィフティなら、いつかは当たる」


    「で、でも万が一、外し続けたら……」


    　不安そうに咲月が問うと、クライヴは白い歯を見せながら爽さわやかに笑う。


    「一文無しになるね」


    「やっぱりギャンブルはダメね。人の心を惑まどわせるわ」


    　陽はる翔とたちが金策について講じながら街に戻ると、フェスティバルはまだまだ最高潮でパレードもひっきりなしに回っている。


    　屋台や出店も昨日より増加していた。ただでさえ狭い土地が人と屋台とで、足の踏み場がないのではないかと思うぐらいにぎゅうぎゅう詰めだ。


    　ただ、ここまで混んでいる原因はそれだけではないらしい。


    「〝イルミナティ〟の提案する新しいスポーツ、四対四フオアーズに参加しませんか！」


    　と、そんな呼びかけが聞こえてくる。


    　どうやらアルトガーデンまで、〝イルミナティ〟がわざわざやってきているらしい。


    　四人は顔を見合わせ、受付に向かう。


    　すると、そこでは〝イルミナティ〟の装備をつけたメンバーたちが忙しく動き回っていた。


    　簡易のテーブルではプレイヤーたちに、スポーツの説明をしているが、なかなか要領を得ないようで苦戦している。


    　すぐ近くには貴たか法のりがいて、何事かメンバーたちに指示を出していた。


    「参ったな……。実践ができれば、すぐに理解してもらえると思うんだが」


    　そんな悩みを漏もらしている貴法とふと目が合う。


    「旭姫？　それに陽翔たちも。すまないが、今、忙……いや、待て。四人とも、今時間はあるか？」


    　出し抜けにそんなことを聞いてきた。


    「まだパレードまでには時間があるけど、どうしたのよ。そもそもなんでアルトガーデンにいるわけ？」


    　咲さ月つきがそう尋ねると、貴たか法のりはばつの悪い顔をする。


    「この機会に《リユニオン》での新しいスポーツを提案しようとここに来ている。ハリスガーデンはすでに布教が終わったのでな。だが、なかなか説明が難しい。実践をすればいいんだが、盛り上がる試合にできるほどセンスに長たけるメンバーは限られている。そこで君らに手伝ってほしいというわけだ」


    「私は別にいいけど……」


    　咲月がそう言うと、旭姫あさひやクライヴもオーケーした。こうなれば当然、陽はる翔とも承知する。


    「まずは説明してもらってどんなスポーツかを聞かないとね」


    　クライヴがそう尋ねると、貴法は問題ないとばかりに頷うなずいた。


    「《ユニオン》の頃にはできなかったが、こんなスポーツはどうだ？　と提案したことがあっただろう。あれだ」


    　貴法にそう言われると、全員がピンと来たらしい。陽翔自身も妙に熱心になって語っていた貴法を思い出した。


    「上空にステージも用意してある。道具はこっちだ」


    　そして、陽翔たちは〝イルミナティ〟の出し物に参加することとなった。


    



    　上空に浮いたキューブの中に、ラケットを持った〝スバル〟の四人と〝イルミナティ〟のメンバー四人が入った。キューブの中は特殊な空間となっているのか、まるで水の中のように身体からだが浮き、動き方もそれに倣ならうものだ。といって水の中のように重いわけではなく、軽快に動くことができる。


    　キューブの壁はほぼ透明でプレイヤーの身体を遮さえぎるものではないが、ガラスのように光を反射している。


    　入った四人組はチームとなって、左側と右側に分かれた。


    　キューブに入った八人を見上げるようにして、ギャラリーたちが興味が出てきたように見守っている。


    「このスポーツは基本的にはテニスやエアホッケーに近いものだ。それぞれの陣にある奥の面部分がすべてゴールとなっていて、このボールをそこに当てれば得点だ。底や天井、横の側面は全部壁で、ボールは跳ね返る。ゴールさせないように自陣に入ってきたボールを打ち返して相手ゴールを狙ねらえ。自陣内にあるボールは、何度ラケットで打っても構わない」


    　貴法が説明しながら、手の平大の白いボールをキューブの中に投げ入れる。


    　投げ入れられたボールはキューブの中に入ると外に出なくなり、面の部分で跳ね返った。


    「ゴールはダーツのように、当てた場所によって得点が変わる」


    　ゴールの面は中心が半透明の赤となっており、外に広がるにつれて色が薄くなっている。中心が十点、外側に行くにつれ、二点ずつ減っていく。


    　他のルールとしては、相手プレイヤーにボールをぶつけるとぶつけられたプレイヤーのＨＰが減り、半分以上減らしたら脱落させることができる。全員を脱落させれば勝利だ。ただし、ボールを介しない直接攻撃は禁止となっている。


    　制限時間は三十分。五十点差がついたらコールド勝利である。


    「得点をガンガン取っていくか、相手を脱落させるか、そこの選択によって戦術が大きく変わる。では、各員配置につけ」


    〝スバル〟の面々が配置につく。


    　陽はる翔とが一番前、中盤に旭姫あさひと咲さ月つき、ゴールを守るのがクライヴだ。


    〝イルミナティ〟側は前衛と後衛で、ふたりずつという布陣となっている。前衛が女子で、後衛が男子と分かれていた。


    「皆みんな。楽しんで見てくれたまえ」


    　ホイッスルが鳴り響いて、ゲームスタート。


    〝イルミナティ〟側のサーブだ。


    　前衛の小さな少女がラケットを思いっきり振って、ボールに当てる。ところが、ボールは凄すさまじいスピードで真下へ突き進んだ。


    　どこに打ってんだ？　と思ったのも束つかの間、底に当たって天井へ、天井に当たって底へ、角度がついているのか、少しずつこちらのゴールに向かってくる。


    　咲月と旭姫はボールのスピードに対応できず、あっさりと侵入を許してしまう。


    　あっという間にゴール前だ。


    「残念だったね。ここは通さないよ」


    　そこには最終防衛ラインを守るクライヴがいる。


    　だが、ボールは遠く、クライヴでも届きそうにない。


    「っと！」


    　クライヴが変幻を使ってラケットを伸ばし、ボールをかろうじて拾い、相手陣内へと打ち返す。


    　しかし、前衛にいたもうひとりの少女が、すぐに打ち返した。


    「ボールが消えた!?」


    　旭姫が一瞬のことに混乱する。


    　ボールはあっという間に〝スバル〟のゴールへと吸い込まれてしまった。中心の赤に当たって十点である。


    「うあー、やられちゃったー」


    「何よ、今の消える球は」


    　旭姫と咲月が溜ため息いきを吐ついて項うな垂だれる。


    「あれは変幻だね。周囲の色に合わせてできる限り見えないようにしてた。消えてたわけじゃない」


    　クライヴがどこかお株を取られたように呟つぶやいた。


    「空気の流れは感じ取っていたんだが、反応できなかった。すまん」


    　陽はる翔とが謝ってからふよふよと浮いたボールに向かう。


    　そのままゲーム再開だ。


    「お礼をしなきゃな！」


    　陽翔がラケットに闘気を込めて、ボールを打ち出す。


    　闘気がボールにも伝わって黄金色に輝き、相手のゴールへと向かっていった。


    　ボールとラケットはできる限り壊れないよう、相当強固にしているらしい。陽翔の闘気にも耐えた。


    　だが、闘気の籠こもったボールは真正面から打ち返されることこそなかったものの、後衛の男子ふたりがかりで逸そらされた。


    　ゴールに向かうことはなく、相手陣内で天井と底を行ったり来たりしている。


    　そこを後衛の男子が立ち直り、〝スバル〟の陣内へと打ち返した。


    　打ち返されたボールが五つに分裂する。〝スバル〟の四人は驚きつつそれぞれ打ち返すものの、それらはすべてダミー。最後のひとつがゴールに突き刺さってしまう。


    　これで二十得点だ。


    「今の分裂は天理か？」


    「素材の反射面を弄いじったみたいだな。光の反射を分散して、分裂したように見せたのさ。上う手まいことやるね」


    　クライヴが感心したように頷うなずく。


    「戦闘では勝てなくても、このゲームでなら負けないわ」「特訓積んできたもの！」


    〝イルミナティ〟のメンバーも自信満々だ。その表情には余裕が見える。


    　とはいえ、やられっぱなしでは面白くない。


    「そろそろ本気で行こう」


    　クライヴがラケットを軽く振る。


    　その瞬間──本人ごとボールが消えた。


    「どこ──!?」


    　捜していてももう遅い。


    　すでにボールは〝イルミナティ〟のゴールに突き刺さっていた。十得点の赤い部分に。


    　クライヴは先ほどとはまったく別の場所にいる。


    「え──」「た、球が消えた？」


    「言うなれば消える魔球さ。ボールに向かう可視光が突き抜けてるからね。目で知覚できるはずもない」


    　少し慣れたこともあってか、そこから〝スバル〟の反撃が始まった。


    　このスポーツにおけるセンスの使い方を覚えた〝スバル〟は圧倒的だった。


    「火の玉ストレート！」


    　咲さ月つきが炎の弾を撃ち出し、相手をラケットごと燃やし尽くし、


    「そこっ！」


    　旭姫あさひの狙ねらい澄すましたかのような、狙そ撃げき手しゆの如ごときスナイプがゴールを襲おそい、


    「これならどうだっ！」


    　陽はる翔とがボールに黄金色の闘気を纏まとわせ、四人をまとめて薙なぎ倒す。


    　クライヴも変幻によって、ラケットを巨大化させてゴールを守り、攻撃でもまた消える魔球だけではなく、あの手この手で敵陣を混乱させる。


    　あっという間に形勢は逆転した。


    〝スバル〟が四十四点。〝イルミナティ〟が二十点である。


    「ええい、情けない！　選手交代だ！」


    「す、すいません……貴たか法のり様」


    　貴法が見ていられないというように、キューブの中に入ってくる。代わりに後衛の男子がひとりキューブから出ていった。


    「この僕の天理で、このゲームを支配する！」


    　こうして貴法を加えて、ゲームは再開。


    　本番前のプレ試合とはいえ、貴法の天理も派手にキューブ内を彩いろどる。


    　しばらくの間、参加者たちは童心に返った。


    　観客たちも大盛り上がりで、どちらを応援するでもなく、センスの応酬を楽しんでいる。


    　そして、興奮も冷めやらぬなか試合終了のブザーが鳴った。


    



    「まさか同点にされて、そのままゲーム終了にされるなんてね」


    「うーん。惜しかったなー」


    　咲月と旭姫がお互い悔しそうに漏もらす。


    「ど、どうだ……。発案者として最低限の働きはしたぞ」


    「お疲れ様です。貴法様」


    「あとはお前たちだけで回してくれ……」


    　貴法は椅い子すに座りながら秘書に扇子であおがれ、疲れを癒いやしていた。


    　ゲームの方はすでに一般のプレイヤーたちに解放され、四対四フオアーズの試合が上空で展開されている。ルールを飲み込ませることができれば、あとは早い。


    〝イルミナティ〟のメンバーたちがてきぱきと動き、プレイヤーたちを流れるように案内していた。


    　すでに夕方から夜となる時間帯となっているが照明が灯ともされ、明るいキューブの中でボールが行き来している。


    「感謝する。これでアルトガーデンにも流は行やらせることができるといいんだが」


    　貴たか法のりが回復して椅い子すから立ち上がり、旭姫あさひたちに向き直った。


    「いいよ。貴法の頼みだもん」


    「この礼は必ずしよう」


    　すると、すかさず咲さ月つきが悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべて口を出す。


    「じゃあ、千五百万ユロ、都合してよ」


    「ば、馬ば鹿かを言うな！　僕のポケットマネーからはそんなに出せんぞ！」


    「じゃ、いくらなら出せるのよ」


    「十万も出せん」


    　咲月は不満げな顔をする。貴法は若干、不本意そうだった。


    「そんな顔をされても、今は色々と入り用なんだ。金は都合できん。こっちもやりくりに必死だしな。メンバーの装備も新調しなければならないし」


    「あはは。いいよ、お礼なんて。久々に貴法と遊べて楽しかったし」


    「旭姫……。うん、ありがとう」


    　貴法は優しげな笑みを湛たたえて、旭姫を見み遣やる。陽はる翔とや咲月の前ではしない顔だ。


    　そのまま見つめ合い、旭姫が不思議そうに首を傾かしげたところで、不意に旭姫のプレイヤーリングが光り出す。通信が入っていた。


    　その通信を見た旭姫の顔がパッと花開く。


    「あたしたち、もう少しでパレードだって！　待機場所に来てくれって書いてある！」


    「ああ、もうそんな時間か」


    　すでに十九時を過ぎたところだ。指定されていた時間よりも早い。どうもキャンセルがあったらしい。


    「よーし、皆みんな！　早く行こう」


    「おう」


    「貴法も！」


    　そして、旭姫はごく自然に貴法の腕を取る。


    「えっ」


    　戸惑う貴法をよそに、旭姫はそのまま貴法の腕を引っ張った。


    「〝スバル〟のパレードなんだから！　貴法も参加しなきゃ！」


    「ま、待ってくれ！　パレード？　いきなりそんなこと言われてもだな──」


    　貴法の意見を無視して、指定された場所へと走って行ってしまう。


    　陽はる翔とたちは仕方なさそうに小さく息を吐いて、旭姫あさひと貴たか法のりを追い掛けた。


    



    「こちらで少々お待ち下さい」と案内の人に言われ、貴法を含む〝スバル〟の面々は馬車の待合所で待機していた。まだ〝スバル〟の乗る馬車が戻ってきていないらしい。


    「旭姫は強引すぎる。物事には段取りというものがあってだな」


    　待っている間、貴法は旭姫に向かって厳しい口調で諭さとすように言う。


    　しかし、


    「そんなにやけた顔で言っても説得力ないわよ」


    　と咲さ月つきが呆あきれた口調で指摘した。


    「にやけてなどいない！」


    「まあ、むきになっちゃって……。でも、どうせやることなかったんでしょ」


    「……確かにあとはイベントを見守るだけだったが。それにしたって……」


    　納得いかない様子の貴法だったが、


    「じゃあ、戻るかい？　一時間程度、女の子のお願いも聞けずに」


    　とクライヴに挑発されると、貴法は苦虫を噛かみつぶしたような顔をする。


    「戻るとは言っていない。旭姫たっての願いなら、その程度造作もない」


    「それでこそ、貴法だぜ」


    　まんまと乗せられて、貴法はプレイヤーリングを通して一通りの通達を行ってどうにか落ち着いた。


    「あと、希のぞみがいれば全員が集合か……」


    　全員を眺めながら、陽翔がぽつりと漏もらす。


    「そう言えば希の話を聞いていなかったな。彼女とは会ってきたのだろう？」


    　貴法が陽翔と咲月を交互に見て尋ねた。


    　咲月が何かを思いついたように、


    「貴法さ。希が読者モデルやってるって言ったら信じる？」


    「何を馬ば鹿かなことを。天地がひっくり返ってもあり得ない」


    「じゃあ、天地ひっくり返るわ」


    　貴法がまさかという顔付きになる。


    　咲月がホログラフィーを表示し、指を動かして操作していった。


    「ここからネット情報にアクセスすれば……あった。ほら、これよ」


    　ネット販売のサイトに繋つながり、雑誌のサムネイルが表示される。そこからページを開いていくと、希が少しポーズを決めている写真が載っていた。


    「わー、希だ！　すっごく変わってるけど、この顔は間違いないよ！」


    「へえ。オレの変幻と全然違うね。これは恐れ入った」


    　旭姫あさひとクライヴが覗のぞき込んで反応する。


    「これはまた……随分と変わったな。飛躍的に美しくなってるじゃないか」


    「本人に言ってあげなさいよ。泣いて喜ぶわよ」


    「大おお袈げ裟さ過ぎる。だが、意外だったな。あの彼女が……。それで、ログインはしてくれるのか？」


    「断られたわよ。でも、貴たか法のりに会いたがってたから、あんたが言えばログインしてくれるはずよ」


    　すると貴法は呆あきれたように、やれやれと肩を竦すくめた。


    「何を根拠に言ってるんだ。咲さ月つきが言って無理なら、僕が言ってもどうにもならないだろう」


    「……ダメね、これは」


    　咲月の顔が一瞬、引き攣つり、諦あきらめたように深々と溜ため息いきを吐ついた。


    　そんな中、〝スバル〟が乗るのであろう馬車が待合所に入ってくる。


    「来た！」


    　御者台に乗った青年が陽はる翔とたちに一礼し、馬車は前に止まった。


    　一頭の馬に、屋根もついてない木の小さな荷台と、恐ろしいぐらいにシンプルだ。


    「スタート地点までは私が動かします」


    　それを聞いて、「乗り込むよー！」と旭姫が真っ先に荷台へ乗り込む。


    　貴法や咲月、クライヴもそれに続いた。


    　最後に、陽翔も乗り込もうとしたところ、


    



    「少々待ちたまえ」


    



    　と突然、背後から声を掛けられた。


    　振り返ると、そこにはひとりの少女が立っている。


    「え、エリシア？」


    　いつもながらの神出鬼没ぶりに、陽翔は目を見開いた。


    　突然の事態に陽翔は慌あわててしまう。他の面々はまだエリシアに気付いていない。御者が早く乗ってくれと目で急せかしてくる。しかし、彼女には聞きたいこともあるのだ。


    「急いでいるところすまないが、渡したいものがある」


    　陽翔はどうしたものか、考えに考えて──。


    「悪い！」


    「きゃっ」


    　エリシアの口から可か愛わいらしい悲鳴が漏もれる。


    　陽翔が有無を言わさずエリシアの腕を握り、一緒に荷台へと乗り込んだのだ。


    〝スバル〟のメンバーたちもエリシアの存在に気付き、突然の闖ちん入にゆう者しやに目を丸くしている。


    「な、何をするんだい」


    「皆みんなを待たせたくなかったからな。話だったら荷台の上でもできるだろう？」


    　すると、エリシアは珍しく感情を表に出したように呆あきれた顔になった。


    　言葉の代わりに小さく溜ため息いきを吐つく。


    「これはまた。意外なお客さんだ」


    　クライヴが歓迎するように腕を開く。


    「やあ、クライヴ。無事に〝スバル〟と合流できたようだね」


    「おかげさまでな。それで今日は何の用なんだい？　オレに用事ってわけじゃないようだけど」


    「ああ。今日は君じゃない。陽はる翔とに届けものがあるんだ」


    　エリシアは道具袋から何かを取り出した。


    　出てきたのは、渦を巻いた紋様が刻まれた鞘さやだ。


    「これは──」


    「そう。七星剣プレアデスの鞘さ。すっかり忘れていたようだね。剣のすぐ近くに落ちていたのに」


    　陽翔が受け取り、七星剣を手に取った。


    　昔を思い出すように、流れるような動作で納刀する。七星剣はぴったりと吸い付くように中に収まった。


    　鞘に特別、凄すさまじい性能が込められているわけではない。


    　ただ、幾つかの便利な機能を持った、希のぞみが七星剣のために夢境で作り出してくれた大切なものだ。


    「サンキューな、エリシア」


    「どういたしましてだよ。用件はこれだけだ」


    　そう言って去ろうとするエリシア。


    　しかし──。


    「待って！　エリシア！」


    　旭姫あさひが強い口調で呼び止めた。


    「……なんだい？」


    「ありがとう！」


    　いきなりの感謝の言葉に、エリシアが虚を衝つかれたように目を見張る。


    「あたしのこと、助けてくれたんだよね？」


    「あ、ああ。そのことか。見たんだね。あの時の映像を……」


    「なんなのかはわからないけど……。でも、助けてくれてありがとう！」


    　何の迷いもなく、エリシアに近づいてギュッと手を握る。その真っ直ぐな笑顔に、さしものエリシアも微かすかに狼狽うろたえた様子だった。


    「……本当に、君は、変わらないな」


    「え？」


    「旭姫あさひから離れろ」


    　手を握り合うふたりの横から、貴たか法のりがエリシアを睨にらみつける。


    「やあ、初めまして……と言っておこうか。御み門かど貴法」


    「貴様がエリシアか」


    　貴法は咲さ月つきに目配せする。


    　咲月は意を汲くんだように、一体の精霊を出した。すると周囲の音がぴたりと遮断される。


    　外に音が漏もれないように、見えない壁を張ったのだ。


    「そんな敵意を向けないでくれ。わたしは君たちに危害を加える気はないのだから」


    「信用しろ、というのか？　何者かもわからない貴様に……。ならば、もっと情報を渡すべきだ。こっちは貴様の手の平の上で動かされているようで気に食わない」


    　すると、エリシアは小さく首を振る。


    「しかし、君はわたしが真実を告げて信じるのかい？」


    「辻つじ褄つまや論理に問題がなければ、それは事実たり得るはずだ」


    「ならば、もう陽はる翔とやクライヴから聞いただろうけど、その話を信じてもらうしかない」


    「だが、あんな荒こう唐とう無む稽けいな話──」


    「如い何かに荒唐無稽だろうと、旭姫が狙ねらわれているのは事実だ。それは覆くつがえしようがない。そして、真実を語っても、何も覆らないんだよ」


    　貴法は煙に巻かれたようで納得がいかないように口を引き結ぶ。


    　すると、今度は咲月がエリシアに近づいた。


    「ねえ。あなたが言うには、私は覚かく醒せいしてるって話よね？　なら、私は現実で魔導が使えるってこと？」


    「その取っかかりはすでに掴つかんでいるはずだよ。ただ……そうだね。ほとんど使ったことのない部位を動かすに等しい行為だ。それなりの訓練を積まないと無理だろう。そして、その訓練の仕方は誰にもわからない」


    「……本当なの？」


    「嘘うそを言っても仕方ない。わたしは現実で心奏が使える。けれど、そのやり方を言葉で説明することはできない。君も同様のはずさ。それこそが、センスなのだから」


    　それでも言われただけで納得ができるわけもなく、咲月は訝いぶかしげな顔のままだ。


    「もう！　今はそんなことどうでもいいよ！」


    　そして、話の腰を折るように旭姫が不満そうに声をあげた。


    　陽翔は旭姫のマイペースさに小さく笑ってしまう。


    「どうでもいい話じゃないんだが……」


    「今はどうでもいいんだよ、パレードなんだから！　ほら、咲月。寂しいから音の壁を解いて」


    　咲さ月つきが小さく溜ため息いきを吐ついて、精霊を消した。外の喧けん噪そうが戻ってくる。


    「スタート地点ですよ、お客さん」


    　そこは建物と建物の間で薄暗く、スタッフや関係者だけしかいない場所だった。


    　しかし、奥の出口を見ればそこに大量の観客たちが立っている姿が見える。歓声も聞こえていた。


    　御者の人は、陽はる翔とたちに一礼してから去っていく。


    「さて。あとちょっとでスタートか。オレが御者台に乗ろう」


    　クライヴが代わりに御者として手た綱づなを握った。


    「さて。では、今度こそ、私は──」


    「ダメだよ！」


    「え……」


    「エリシアも参加しよう！」


    「何を言ってるんだい」


    「クライヴ！　出して！」


    「アイサー」


    　有無を言わさないように、馬車はゆるゆると出発する。


    「わたしも参加、って……正気かい？」


    「当たり前だよ！　エリシアは友だちだからね！」


    　いつの間にか、そんな間柄になっていたらしい。


    　エリシアの表情にいつにない動揺の色が見える。


    　さすがに貴たか法のりも見ていられなくなったらしい。


    「あ、旭姫あさひ。待ちたまえ。それは──」


    「諦あきらめなさい、貴法。こうなったら旭姫は止まらないわ」


    　陽翔も咲月に同意見だ。


    　あとはエリシアの意思ひとつだが、陽翔も流れに便乗する。


    「旭姫から逃げるのは至難の業わざだぞ。俺も昔、〈未来視プロフエアータ〉で追いかけ回されたからな」


    「陽翔。君まで……」


    　そう言って、エリシアは小さく溜息を吐いた。


    　こうしている間にも馬車は観客たちの前に出ようとしている。


    「……そうと決めた君たち相手じゃ、分が悪いみたいだね。申し訳ないが、参加させてもらおう。いいかい？　クライヴ、咲月、そして貴法も」


    「歓迎するよ」とクライヴ。


    「もう決まっちゃったようなもんだし」と咲月。


    　そして、貴法もまた溜ために溜めて「仕方ない」と、不満げに頷うなずいた。


    「認めたわけではないことを肝に銘じておけ。旭姫あさひの頼みだから許すんだ」


    　エリシアが貴たか法のりの言葉に首しゆ肯こうする。ただ、その表情は、どことなく嬉うれしそうに見えた。


    　旭姫は満足そうにうんうん頷うなずいている。


    「それじゃ、クライヴ。レッツゴー！」


    「え？　このままで行くのかい？」


    　問い返されて、旭姫は思い出したようにポンと手を叩たたく。


    「よくよく思ったのだが、このみすぼらしい馬車で街を回るのか？」


    「それは失笑を買うだろうね」


    　貴法とエリシアの意見が合致していた。


    「他のギルドはやっぱり自分たちで買った馬車だったしな。レンタルなのうちぐらいだぞ」


    「デコレーションも派手にしてたしね」


    　陽はる翔とと咲さ月つきが不安そうにしていると、旭姫が問題ないとばかりにクライヴに目を向けた。


    「大丈夫、大丈夫！　ね、クライヴ！」


    「そんなに頼られても困るけど……ま、どうにかしようか」


    　クライヴがパチンと指を鳴らすと、馬車の形が変幻する。


    　色が変わり、形が変わり、陽翔たちは上へと押し上げられた。


    　荷台の側面は若干、青めの真っ黒になっている。


    「えーっ、クライヴ。これじゃ真っ黒になっただけというか、地味だよう」


    　旭姫が心配そうに見ると、クライヴは不敵に笑った。


    「慌あわてなさんなって。咲月、ちょっとこっちきて。頼みたいことがあるんだけど」


    「何よ。……まあ、それぐらいなら」


    　クライヴが耳打ちをすると、


    「──照らせ、カイツール。並びに──闇やみに誘え、アンプロディアス」


    　咲月は二体の精霊を出現させた。


    　光の精霊と闇の精霊が、クライヴの近くでふわふわ漂ただよっている。


    「ちょいと借りるよ」


    　その二体の精霊にそれぞれ手で触れると、すぐに消えた。


    　旭姫が首を傾かしげながら待っていると、


    「さあ。完成だ」


    　側面の暗闇の中に小さな光が灯ともっていく。どうやら光を変幻させたらしい。


    　それはまるで壁に描かれたプラネタリウムだ。


    　ゆっくりと動いており、回っていることがわかる。


    　御丁てい寧ねいに大きな星が七つも描かれていた。七星剣プレアデスの模様と同じものだ。


    「わっ、星だ」


    「気に入ってもらえたかな？」


    「んー。これは綺き麗れいだけど……でも、まだ陽ひはあるし、こういうのって夜じゃないと──」


    　そう旭姫あさひが漏もらした瞬間──。


    〝スバル〟の乗った馬車の周囲が少しずつ暗くなっていく。まるで、この周辺だけ夜になったかのように。


    「あれっ？　これって」


    「ちょいと咲さ月つきの魔導にも手伝ってもらってね。この周囲一帯を暗くしてるんだよ。暗くしてるだけじゃなくて、空を見れば夜になっているようにも見えるだろう？」


    「あっ、ホントだ！」


    　いつの間にか太陽が消えて、月へと変わっている。


    「ま、いつもの可視光変幻だけどね。周囲一帯だけだけど。この馬車のエリア内に入ったプレイヤーだけに見える特権さ」


    　クライヴは軽く言うが、これは変幻センスの大盤振る舞いだ。


    「さすがクライヴ。いつもながら冴さえてるね」


    「エリシアからお褒ほめの言葉をもらえるのは嬉うれしいね」


    　そして旭姫に向き直り、得意げな顔を見せるクライヴ。


    「これでどうだい、旭姫？」


    「うん！　さすがクライヴ！　咲月もありがとう！」


    　馬車から落ちないか心配になるぐらい、旭姫が喜んで飛び跳ねる。


    　ふと咲月が荷台から側面を覗のぞき込んで思案顔を見せた。


    「それにしても前々から思ってたんだけど、スバル昴って六む連つら星ぼしよね？　なんで七星剣プレアデスの模様、星を七つにしたんだっけ、私たち？」


    「日本ではそれが有名かもしれないが、元々スバル昴はプレアデス七姉妹が元になったものだ、咲月。だから七つ星にしたはずだが」


    　貴たか法のりが腕を組みながら答える。


    「剣、作ったのってかなり昔だから覚えてないわ」


    　すると、今度はエリシアが補足した。


    「星々が人の目に六つ見えたか、七つ見えたかの違いでしかないよ。それが場所によって変わったりしたんだ。プレアデス七姉妹のうちの一人エーレクトラーは、彗すい星せいとなって姿を消したって話もある。六つでも間違ってはいないし、七つでも意味は通じるんだよ」


    「あなた、よく知ってるわね。エリシアって名前からして日本人ではなさそうだけど」


    「〝スバル〟の語源を調べれば、嫌いやでもわかるものさ。消えた星はメロペー、あるいはアステロペーという話もある。そこは太古のロマンなのではないかな」


    「ロマン、か。あなたって超然としてるけど、結構人間味のあることを言うわね……」


    　そうこうしているうちに、ゆっくりと進んでいた馬車が、ついに観客の前に出る。


    　パレードが巡回する大通りに出ると、凄すさまじい歓声が沸き上がった。


    「〝スバル〟が来た！」「まさかパレード参加するなんて！」「変幻のクライヴまでいるぞ！」「なんで〝イルミナティ〟の貴たか法のりが!?」「知らない女の子もいるわよ！　誰かしら、あれ……」「なんかよくわかんねーけど、夜になってるぞ!?」「星が綺き麗れい」「何か流れ星まで見えるわ！」


    　観客たちの注目を一身に集めまくっている。他のギルドよりも一ひと際きわ音量が大きい。


    「いえーい！」


    　旭姫あさひが調子に乗って手を振り始めると、観衆たちも一層盛り上がる。


    「ほらほら、咲さ月つきも！　陽はる翔とも！」


    「私はいいわ……。何か晒さらし者になってるみたいだし」


    「同じく。俺、しゃがんでいいか？」


    　しかし、そんなことを言われて尻しり込ごみする旭姫ではない。


    「そんなこと言ったら、もったいないよ！」


    　旭姫が有無を言わさず、咲月と陽翔の腕を取って万歳した。


    「ちょ、ちょっと旭姫！」


    「……諦あきらめよう、咲月。こうなった旭姫は止まらんぞ」


    　咲月と陽翔に挟まれた状態で満面の笑みを浮かべる旭姫。


    「そうそう！　楽しまなきゃね！　ほら、貴法とエリシアも！」


    　今度の標的は貴法とエリシアだ。


    　旭姫は貴法の手とエリシアの手を取って、荷台の上で踊り出す。


    「こ、こういうのは僕の役目じゃないと思うんだが……！」


    「はは。もうどうにでもなってくれ」


    　貴法が慌あわてたように旭姫の手に振り回されたと思えば、エリシアがなんとも言えない顔をして旭姫に付き合って舞っていた。


    　そんな旭姫のワンマンショーに大盛り上がりの観客たち。


    　咲月が軽く手を振るだけでも大きな拍手が巻き起こった。


    「街を守ってくれてありがとー！」「〝ブリルソサエティ〟と〝サザンクロス〟、倒してくれて感謝するよー！」「いつかぜってー挑戦してやるからな！」「首を洗って待っててねー！」


    　感謝の言葉と物騒な言葉を、構うことなく併せ呑のみながら馬車は進んだ。


    「ここまで感謝されると、やっぱり気持ちがいいな」


    　陽翔がぽつりと呟つぶやく。


    「だったら、もっと嬉うれしさを前面に出さなきゃ！」


    　そう言われても……と思いつつ、陽翔は柄つかに手をかけた。鞘さやから七星剣プレアデスを抜いて天に掲げると喝かつ采さいが湧わき起こる。


    「あれが、夜空の星々すら斬きり裂くと言われた七星剣プレアデス！」「私もあんな武器欲しいですね」「お前に扱いきれる代物じゃねーだろ」


    　なんとなく仲間との証あかしを見せびらかしたい気持ちに駆られてきた。


    「皆みんな、ちょっと端っこに寄っててくれ」


    　陽はる翔とが剣を構えると、他の面々は言われた通り、端に寄る。


    「はっ！」


    　上段斬り、一いつ閃せん。そこから横薙なぎ一閃、さらに袈け裟さ斬り──次々と剣筋を繰り出していく。


    　剣の演舞だ。習ったものではないが、モンスターたちとの戦いで洗練された、陽翔の力強い剣技に観客たちが一挙手一投足を注視していた。


    　跳躍して空中に繰り出すと、剣に光が集まっていく。剣につけられた月の装飾に、流星群が向かっているように。


    「行くぜッ！　〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　空に向かって一閃と共に闘気の光が放たれ、夜空を塗り替えるほどの輝きを放った。


    　太陽のように周囲を照らした黄金の闘気は花火のように儚はかなく消えていく。


    　地上に着地した陽翔は、自然な動作で剣を鞘さやに収めた。


    「おおーっ！　さすが陽翔！」


    　旭姫あさひは力強い拍手を陽翔に向ける。


    　そして、観客からは絶叫のような歓呼の嵐あらしだ。


    「〈獅子なる流星の一撃〉って見たの初めて」「昔、遠目から見たことあって死ぬかと思った」


    　注目を浴びて、悪い気分ではなかった。


    「……ふん、剣舞など味な真似まねをする」


    　貴たか法のりが面白くなさそうに呟つぶやく。


    「ならば、僕も見せてやろう」


    「おっ！　今度は貴法？　やっちゃえやっちゃえ」


    　旭姫が煽あおり立てると、貴法がより一層やる気を出す。咲さ月つきは「わかりやす……」と呟くが、その声は聞こえなかったらしい。


    　貴法が右手にガントレットを装備し、それを前に出した。


    「〈神樹世界セフイロト〉」


    　貴法がセンスを発動。すると世界が塗り替えられたように、馬車の周囲に水晶でできたような幾つもの樹が現れる。樹氷のようなそれが星々の淡い光を反射させ、周囲を優しく照らしていた。


    「わーっ！　綺き麗れい！」


    　旭姫が大多数の観客たちの声を代弁する。


    　幻想の世界に迷い込んだような風景だ。


    「天理で今いる空間から僅わずかにずれた位相空間を作り出した。〈第弐世界ソリチユード〉の応用だな」


    「すごいよ、貴たか法のり！」


    　旭姫あさひは貴法の手を取って大はしゃぎだ。


    　そして、観客たちもうっとりと〈神樹世界セフイロト〉が作り出した光景を眺めている。


    「君は何かしないのかい？」


    「何かって……」


    　エリシアに言われ、今度は咲さ月つきが考え込む。


    　すると、何か思いついたかのように数体の精霊を出現させた。


    「──渡れ、ディオネ。及びカイツール、ニュクス。〈天を貫く川ミルキーウエイ〉」


    　精霊が光り輝き、夜空に吸い込まれていく。


    　それがフッと消えた瞬間──イルミネーションのように、闇やみ夜よに星の川が流れた。


    　樹氷と合わさって、ロマンチックな世界が展開されている。


    　皆みんな、夢中になって空を眺めていた。


    「陽はる翔と。ちょっと御者台、変わってくれるかい？」


    　途中、御者台を陽翔と交代し、クライヴが荷台に上るとまた別の黄色い歓声が上がった。


    「大サービスで行くぜっ！」


    　クライヴがナイフを変幻させて星空からの流星群を見せると、空気が震ふるえそうなほどの黄色い声が響き渡る。


    　パレードは大いに盛り上がり、この日一番の歓声は間違いなく〝スバル〟がもたらしたものだろう。


    



    　パレードが終わり、馬車の返却を終わらせて陽翔たちは一息吐つく。


    　馬車の通り道とは真逆の区画までやってきていた。


    「報奨金五百万ユロ手に入ったけど……なんかネットで晒さらし者にされそうだよな」


    　陽翔がぽつりと呟つぶやくと、クライヴがバンバン背中を叩たたく。


    「はは。オレは楽しかったけど。貴法も咲月も大盤振る舞いだったじゃないか」


    「僕は別にやりたくてやったわけじゃない！」


    「クライヴだってノリノリだったじゃないの」


    　各々、そんなことを言い合っていると、


    「でも、すっごく楽しかったよね！　こういうイベントって今までなかったから新鮮！」


    　と、旭姫が嬉うれしさを全身いっぱい表すように腕を広げた。


    《ユニオン》の頃は、センスを磨みがくための戦闘ばかりで、祭りのようなイベントは存在しなかった。


    　道具作りも武器作りも店の経営も転送屋の運営も、すべてはセンスを強化するためのものであり、それは等しく戦いへと繋つながっていた。


    　だから、こんなセンスを無駄遣いさせるようなお祭り騒ぎは初めてである。


    　未知の経験が、とても楽しかった。


    「あれ？　エリシアは？」


    　旭姫あさひが喜びを分かちあおうと、エリシアの姿を捜す。


    　だが、彼女は忽こつ然ぜんと姿を消していた。


    「むー。残念だなぁ。もっと話したいことあったのに」


    　唇くちびるを尖とがらせて、旭姫は不満そうだ。


    「まあ、またひょっこりと姿を現すだろ。あいつはそういうやつだしな」


    　陽はる翔とがどこか気楽そうな口調で言う。


    　やはり彼女は悪いやつではないのだろう。


    　まるで昔から仲間だったように、彼女は〝スバル〟に溶け込んでいた。


    「ねえ。それよりも、なんか街の様子がおかしくない？」


    　そう言われて、全員が周囲を見み遣やる。


    　咲さ月つきの言う通り、妙な様子だ。喧けん噪そうの中にどこか落ち着かない雰囲気があった。


    　見れば皆がホログラフィーを表示して、中空にテキストを表示していた。


    　次々とプレイヤーたちのリングが光る。


    　それは〝スバル〟の面々も例外ではなかった。


    「運営からのお知らせ？」


    　陽翔がいつもの癖でプレイヤーリングをフィンガージェスチャーしてお知らせのテキストを表示する。


    　そこに書かれていたのは、フェスティバルのチラシと同じだ。


    　ハートマークの中に、シークレットイベントと書かれている。


    　その文字が少しずつ変わっていった。


    『スイートナイトダンス』


    　という、文字に。


    　ホログラフィーの中で大量のハートマークが舞い踊った。


    「ダンスパーティだと？」


    　貴たか法のりが目を眇すがめる。


    　どうやら最終日にはダンスパーティをやるらしい。皆が浮き足立っていた原因はこれだろう。


    「ふむ。しかも、これは普通のダンスパーティじゃないね」


    　クライヴが何とも楽しそうな顔でそう言った。


    「ダンスパーティはダンスパーティだろ。何か違うのか？」


    「プロムのようなものだよ。洋画とかで見たことがないかい？　高校卒業で催もよおされるダンスパーティをさ」


    「ああ。私、それ知ってるかも。確か……」


    　そこまで言って、咲さ月つきは何かを思い出したかのように頬ほおを赤くした。


    「原則として男女のペア。そして、男子が女子を誘う。当日にプロムで踊る相手──要は恋人を誘わなきゃいけないってことだね」


    　クライヴがまるで参加したことがあるかのように、すらすらと説明する。


    「で、でも。これがそういうものとは限らないんじゃ……」


    「その通りだ。もっと軽いものじゃないのか、これは。祭りの締めにキャンプファイアーで踊るのと同じだ」


    　咲月と貴たか法のりの視線を受けて、クライヴは首を振った。


    「ところがね。……ま、最後までスクロールするといいよ」


    　咲月たちが言われた通り、お知らせをスクロールしていく。


    　すぐにこのダンスパーティのキャッチコピーが見えた。


    



    『神の祝福する聖なる夜に、久く遠おんの愛が育はぐくまれる』


    



    　それがデカデカとハートマークの中に書かれている。


    　ハートの中には男女の動画もあり、男性が女性を抱き寄せながら踊っていた。


    「……ねー、久遠って何？」


    　旭姫あさひが緊張感のない声でそんなことを言うと、咲月ががくりと肩を落とす。


    「久遠っていうのは、永遠と似たようなものよ」


    「へー。ってことは、永遠の愛ってことなんだ」


    　旭姫は何とも思ってなさそうに、そう告げた。


    「ってことは」


    　旭姫は陽はる翔とを見て、それから咲月を見る。少々意味深な瞳ひとみで。


    「そういうことなのかな？　咲月」


    「……そういうことね」


    　すると、ふたりが示し合わせたようにお互いを真正面から見た。


    「えへへ。負けないよっ？」


    「こっちもね」


    　ふたりが小さな火花を散らし始める。


    　貴法もまたその視線を鋭くした。


    　そして、旭姫をじっと見つめて、グッと拳こぶしを握りしめる。


    　陽翔が不思議そうに首を傾かしげた。


    「どうしたってんだよ、皆みんな」


    「さあねえ。オレにはとんと見当もつかないな」


    　クライヴは呆あきれたような表情を浮かべて、棒読み気味に言ったのだった。

  


  
    ［間章　追憶 ～reminiscence act.2～］


    



    　貴たか法のりと希のぞみは、暗い洞どう窟くつの中にいた。


    　貴法は視線を巡らせるが、周囲は光もなく、すぐ傍そばにいるはずの希の姿すら覚おぼ束つかない。手を握り合うことで、どうにかお互いの存在を確認できている。


    　手をついて壁伝いに進んでいるが、足下も整地などされておらず歩きづらいため、不安で仕方がない。


    　貴法も希も小さく躓つまずいてしまう。


    「……た、貴法くん……。ご、ごめんなさい」


    　希はこうなってから謝り通しだった。


    　ことの経緯は単純で、いつもの六人が探険のために入った鍾しよう乳にゆう洞どうでモンスターに強襲されたのだ。


    　普段なら難なく対処できるモンスターだったが、希だけが対応に遅れ、地下川に落ちてしまった。傍にいた貴法がそれを助けようとして、巻き込まれたのだ。


    〝スバル〟と呼ばれるようになる前の話で、まだセンスも成熟しておらず、やれることには限りがあった。


    　急流に流され、命からがら陸に上がったものの、どこにいるのかすらわからない。情報屋から購入したダンジョン内の地図は順路のみを描いており、地下川に落ちた場合の行き先など書かれていなかった。


    　希のぞみが普段通りに動いていれば、こんなことにはならなかっただろう。


    　だから、巻き込んでしまったことを希は悔いるように謝罪していた。涙目になっているのが、見なくともわかる。


    「泣くな、希」


    「……で、でも」


    「なんとかするから。自分を責めるな」


    　貴たか法のりが慰めても、希はまったく泣き止む気配を見せない。


    「……なんで、わたしってこうなんだろう。いつもいつも、皆みんなの足を引っ張って」


    　メンバーは誰も気にしてはいないだろうが、傍はたから見ればそれは明らかだった。


    　希は戦闘の際、常に後ろに回り、自分から積極的に動くことはない。


    　よく言えば慎重、悪く言えば臆おく病びよう。それが希だった。


    「……わたし、全然変われないよ。この世界に入っても……！」


    『この世界なら希は何をするのも自由なんだよ』


    　それが、旭姫あさひが希を《ユニオン》に誘った時の口説き文句だった。


    　希自身にも臆病な自分や内気な自分に、常々思うところはあったのだろう。嫌いやがっていた彼女も、その言葉で《ユニオン》へと登録することになった。


    　だけど、《ユニオン》でも彼女は何も変わっていない。そのことが少しずつ彼女の負担になっていた。


    「希は、変わりたいのか？」


    「……変わりたい、よ。皆に迷惑をかけたくないし、もっと皆と楽しく遊びたい」


    　珍しい希の本音を聞いて、貴法は少しだけギュッと強く希の手を握る。


    　そして、彼女がいる方に顔を向けた。


    「自分から殻からを破らない限り、成長はない。殻の中に閉じこもってばかりじゃ、どんな自分に変わるべきかの世界も見えない。だから、今の自分を不満だと思うなら殻を破る以外に方法はないぞ」


    「……殻を？」


    「君は世界を閉じている。無意識で今のままでいいと思っているんだ。だから、殻を破って外の世界を見るんだ。きっと変わるべき自分が見えてくる……と思う」


    　その言葉を希がどう捉とらえたのか、顔が見えないため、貴法からは判断のしようがない。


    　それでも彼女にとって、きっかけとなってくれればいい。


    「今は外に出ることだけを考えよう」


    　そう言った直後──通路の奥から小さな光が見えた。


    「旭姫あさひか!?」


    　仲間がやってきたと、歓喜の声をあげる貴たか法のり。


    　しかし、それが絶望の悲鳴に変わるのに時間はかからなかった。


    　それは淡く発光する巨大な甲虫。獲物を見つけた群れが浮いているのだ。数匹だったのが、いつの間にか五十に近い数に増えていた。不愉快な羽音が徐々に大きくなっていく。


    「こ、こんな広い空間だったのか」


    　虫のおかげで周囲が照らされており、今いる場所の光景が露あらわになった。貴法たちがいたのは、とてつもなく大きな吹き抜けだった。


    　どこに逃げるべきか視線を巡らせていると、甲虫たちの腹部末端が電気を帯びる。


    　こんな多くのモンスターから攻撃を喰くらってはひとたまりもない。しかし、モンスターたちに包囲され、空にすら逃げ場はなかった。


    　貴法は打開する術すべを考えるものの、すでに甲虫たちの攻撃準備は整っている。


    　一斉に電撃球が放たれた。


    　──こんなところで、終わるのか。いや、せめて希のぞみだけでも。


    　希を守るように彼女を抱きしめる。


    　迫る電撃に抗あらがう術もなく、貴法はその眩まぶしい光景を眺めていることしかできなかった。


    「──貴法────ッ！　希──────ッ！」


    　連続した発砲音が響くと同時──全方位から迫っていた電撃球が、弾丸によって霧散していく。放たれた弾丸は凄すさまじい速度で跳弾し、攻撃を無効化していったのだ。


    　そして、貴法の前にひとりの少女が軽やかに着地する。


    「……旭姫ちゃん」


    「お待たせっ！　あたしが来たからもう大丈夫！」


    　安心させるような笑みを浮かべて、あとは任せろと言わんばかりに。


    　未いまだ甲虫たちは大量にいるというのに、不安などまるで見せない。


    　後光が差している気すらした。


    　絶望から希望への反転。


    　それが今まさに女神によって起こったのだと錯覚したほどだ。


    　──彼女はいつもこうだ。


    　自身を教師の暴言から救ってくれた時だってそうだ。


    　どんな絶望だろうと、どんな状況だろうと。


    　さり気なく、困難なことをやってのける。


    　そして、この程度のこと、どうってことはないというように、笑顔を見せてくれるのだ。


    　ここで意地を見せずして、何が男か。


    「旭姫あさひ。背中は任せてくれ」


    　精神的な疲労は大きい。決して満足に戦える状態ではない。


    　それでも彼女と共に戦いたかった。


    「オッケー、貴たか法のり！　あいつらの光耐性を崩して！　羽だけでもいいから！」


    　旭姫からの指示が飛ぶ。


    　貴法は残り少ない力を振り絞って、甲虫たちに向き直った。


    　天理を発動させる。


    「〈抵抗転解レジストシフト〉！」


    　触れたものを解析し、理ことわりを意のままに操るセンス、天理。素早い動作で次々と虫たちの羽に触れる。光の耐性を破壊するだけでなく光が弱点となるよう切り替えた。


    　旭姫が銃を構え、狙ねらいを定める。


    「いっけ────────────────────っ！」


    　銃口から放たれた弾丸が光の一いつ閃せんとなって、甲虫の羽を貫通し、大地に落とす。貫通した弾は跳ね返って別の個体に命中する。それもまた羽に当たった。連続して次々と甲虫たちの飛行能力を奪っていく。


    　甲虫たちの攻勢が止まったところで──仲間たちが次々と降ってきた。


    　陽はる翔とと咲さ月つき、そしてクライヴが貴法たちの傍そばに駆け寄る。


    「大丈夫か、貴法！　希のぞみ！」「というか旭姫は先行しすぎ！」「止める間もなかったからなぁ」


    　いつものパーティが集まれば、もはやこの甲虫など敵ではない。


    　あっという間に駆逐されていく。


    　窮地を脱して、全員の顔が弛し緩かんした。


    「やったね、貴法！　ありがと！」


    　満面の笑顔を貴法に向ける旭姫。


    　──ああ、この笑顔だ。


    　どんな時であろうと、この笑顔を見るだけで疲れなど吹き飛ぶ。


    　彼女が喜んでいるだけで、自分まで楽しくなる。


    　彼女のおかげで、心の奥底に巣くっていた屈くつ辱じよく感を和やわらげることができた。


    　もし、彼女がいなければもっと拗こじらせて、ろくでもない人間になっていたことは想像に難くない。自覚ができてしまうほど、あの頃を思い出すと恥ずかしかった。


    　そう、いつしか。


    　彼女を守ろうと密ひそかに誓っていた。


    　彼女がいつも笑っていられるように、強くなろうと──。

  


  
    ［第三章　揺れる気持ち］


    



    　翌日。


    　早い時間から、陽はる翔とと咲さ月つきは再び、希のぞみの家に向かっていた。


    　すでに咲月が希との約束を取り付けているという。


    「……貴たか法のりのやつ、無理の一言で断りやがって」


    「貴法がいれば説得がしやすかったんだけどね」


    　貴法が無理となると、どうしても咲月とふたりでの行動が多くなる。


    　そのことを旭姫あさひに伝えると、彼女は複雑そうな顔をしていた。


    「旭姫も貴法が行かないって知ると、ヘコんでたしな」


    「そう、ね」


    　咲月もなぜか申し訳なさそうな顔をする。


    「……また現実で陽翔とふたりきりとか、抜け駆けしてる気分だわ」


    「ぶつぶつと何を言ってるんだ？」


    「なーんにも。希が待ってるから早く行きましょ。今回はちゃんとお土産みやげも持ったしね」


    「お、おう」


    　到着すると、希はホースを持って庭の花や野菜に水を撒まいていた。


    「あ、咲月ちゃん、陽翔くん。おはようございます」


    　ふたりに気付き、にこやかに挨あい拶さつしてくる希。


    　昔も挨拶はしたがぼそぼそとだったのに、本当に人は変わるものだ。ただ、こうして水を撒いている姿は昔を彷ほう彿ふつとさせる。


    「おはよう」


    　希は水を止めて、ふたりを家の中へと招き入れた。


    　家の中は新築特有の真新しい木の香りで満ちている。埃ほこりひとつなく、掃除が行き届いているのが窺うかがえた。


    「おばさんは？」


    「今日は何か昔の友だちと会合があるんだって。きっとカラオケか何かだろうけど」


    　リビングに案内されると、革張りのソファーに座る。


    　そして、咲月が白い紙の箱を差し出した。


    「これ。お土産よ。ご家族で食べて」


    「わー。ありがとう。何かな？」


    「何の変哲もなくて悪いけどケーキよ」


    「嬉うれしい！　六個も入ってるんだったら、わたしたちも食べていいよねー。これに合う紅茶を淹いれてこなきゃ」


    　てきぱきと軽やかに動く希のぞみ。


    「……動きからして全然違うわね」


    「鈍くささも解消されてるってことだよな」


    　ここまで変わるのに、どれだけの努力を費やしたのであろうか。


    　努力を努力と思っていないのかもしれないが、それでも最初に踏み出した一歩には勇気が必要だっただろう。


    　だが、その一歩は大きく彼女を変えるに至ったのだ。


    「お待たせー」


    　希が持ってきたトレイには、アイスティーとケーキ、そして、可か愛わいらしくデコレートされたクッキーが載っている。


    　それを咲さ月つきや陽はる翔との前に置いた。


    「このクッキー、もしかして自家製？」


    「えへへー。ふたりが来るっていうから、ちょっと張り切ったんですよ？　引っ越しの時に、パパにオーブンねだってね」


    「女子力高いわねぇ」


    「レベルアップしましたから」


    　嬉うれしそうに胸を張る希。その表情には強い自信が垣かい間ま見みえる。


    　そして、三人はそれぞれデザートに手を付けた。


    「昔からデザートとかお菓子作りは上う手まかったよな。クッキーは旭姫あさひのも咲月のも食ったことがあるけど、半生か黒焦げかだったし」


    「わ、私だって今ならちゃんとできるわよ！　……レシピ見ながらなら」


    「えへへ。慣れちゃえば簡単だよ。それに咲月ちゃんの持ってきてくれたケーキも美お味いしいよ？　さすがセンスいいよね」


    「そ、そう？　あ、ありがと」


    　咲月は慎つつましやかにケーキを食べている。さすがに遠慮しているのか、よく見せる大食をしようとはしなかった。


    「希は《リユニオン》での料理も上手かったよな」


    「う、うん……」


    　ゲームの方の話題を振ると、途端に希の歯切れが悪くなる。陽翔は失敗したかと思ったが、今いま更さら止やめるのも不自然だったため、そのまま続けた。


    「料理に必要なものの中に《狼おおかみの胆きも》があって、顔を青くしてたわよね」


    「そんなことも、あったね。結局、貴たか法のりくんに取ってきてもらったんだったよ」


    「結局、一回も剥はぎ取りには参加しなかったよな」


    　やはり希のぞみの表情は冴さえない。


    　昔の話、すべてがダメというわけではなさそうだが、ゲームに関する話題はどうも興が乗らないようだった。


    「そういや、読モやってるんだったよな。どういう経緯だったんだ？　やっぱりスカウトとか」


    「違う違う。スカウトなんてそんなんじゃないよ。友だちと一緒に雑誌に応募しただけ。それで幸運なことに呼ばれることになったんだ」


    　希の表情が明るくなる。やはり今の話をしたいという気持ちが強く伝わった。


    「赤文字系の雑誌だったんだけどね。まあ、最初は色々と失敗しちゃってさ。目を瞑つむっちゃったりとかね。でも、眩まぶしいんだから仕方ないって思うんだよね」


    　きっと、今が一番楽しいのだろう。そんな顔をしていた。


    「本当に変わったな、希」


    　しみじみ言うと、希は小さく首を振る。


    「陽はる翔とくんや旭姫あさひちゃんのおかげでもあるよ」


    「旭姫はともかく、なんで俺？」


    「陽翔くんも旭姫ちゃんも、すっごく元気で、俺が俺がってタイプだったじゃない？　でも皆みんな、文句を言いながらもついていった。それってなんでかなぁって思ってたの」


    　俺が俺が、というタイプだったという自覚はないが、率先していたようには思う。


    「それって、ふたりとも一生懸命だったから、だと思ったんだ。だから私も転校を機に気持ちを入れ替えたの。このままじゃダメだって。内気な自分を変える努力をしようって。友だちに話しかけて、それから相談をして服装を変えたり、髪型を変えたり……一生懸命頑張ろうって。そしたら、いつの間にかこうなってたんだ。周囲の見る目も変わったしね」


    　希はこの六年間で、少しずつ今の自分を作っている。


    　彼女に自信があるのは当然だろう。努力で身につけた確固たる自分というものを持っている。


    「転校してから、すぐにそう決意したのか？」


    「うん。転校生だったから、向こうでまた独りになっちゃってね……。でも、その時に貴たか法のりくんの言葉を思い出したの」


    「貴法の？」


    　咲さ月つきが興味を持ったように尋ねる。


    「うん。自分から殻からを破らない限り、成長はないって。今の自分を不満だと思うなら殻を破る以外に方法はないぞ、って」


    「あの頃の貴法なら言いそうね」


    　希がはにかむように小さく笑う。


    「そう言えば、《リユニオン》の中で雑誌の中身を貴法に見せたんだけど……」


    　咲月の言葉に希が食い気味に身を乗り出した。


    「なんて、言ってた？」


    「飛躍的に美しくなった、って言ってたわ」


    　すると、希のぞみはまんざらでもないようにはにかむ。


    「そっかぁ」


    　どこか満足げに、艶つややかな声で呟つぶやいた。


    「……悪かったわね。貴たか法のりを連れて来られなくて」


    「……やっぱり、貴法くんに会うには、そっちに行かなきゃ無理なのかな？」


    「そうね。今のあいつ、《リユニオン》の中でも重鎮だけど、リアルではもっと忙しそうだしね」


    「今、大きなギルドのリーダーをやってるんだってね。さすがだよ」


    　突然、振られた《リユニオン》の話題に、陽はる翔とと咲さ月つきが目を瞬またたかせる。その情報は言ってなかったはずだ。


    「希。なんでそれを」


    　陽翔が戸惑い気味に尋ねると、希はすぐに種明かしをしてくれた。


    「この前、ふたりに話を聞いてから《リユニオン》のポータルサイトを少し覗のぞいたんだ。すごく様変わりしてるみたいだね」


    「ああ、相変わらず中は楽しいよ」


    「……だから、旭姫あさひちゃんがいる、っていう噂うわさも一応、見たよ」


    　そこまで見てるのなら話は早い。


    　そう思って、咲月はテーブルに身体からだを乗り出すように希へ顔を近づける。


    「じゃあ……！」


    　しかし、希は複雑そうな表情を見せる。


    　嬉うれしさと、不安と、寂しさと、どう捉とらえていいか。感情を探ろうとしても、するりと手の内から零こぼれ落ちるようで、読み取ることができない。


    「気を悪くしないで聞いてほしいんだけど……ううん、これは甘えかな。多分気を悪くすると思う」


    　希がふと見せた表情は、怯おびえに近かった。これは昔、よく見せていた顔だ。


    「咲月ちゃんや陽翔くんと会うのは嫌いやじゃないんだけど……正直なところね、もやもやとするものがあるの」


    「もやもや？」


    　躊躇ためらいがちに頷うなずきながら希は続けた。


    「友だちもたくさんできたし、自分の意見も言うことができるようになった。もう昔の私とは違う」


    「それは見ていればわかるよ。希は本当に変わった。でも、それがもやもやとどう繋つながるんだ？　俺たちと付き合ってたことを後悔してるとか？」


    　否定するように強く首を振る。


    「まさか。そうじゃないよ。後悔なんてしてない。だって、あの時貴たか法のりくんが掃除を手伝ってくれなかったら……。そして、旭姫あさひちゃんが誘ってくれなかったら、わたしはずっと独りのままだったもの」


    　陽はる翔とたちは彼女を気にも留めていなかった。


    　貴法がたまたまひとりで掃除している彼女を見かけて、それを手伝って。


    　その縁から何の躊ちゆう躇ちよもなしに遊びに誘ったのが旭姫だ。


    「皆みんなとの日々はすごく楽しかった。でも、ふたりと一緒にいるとね。当時の自分を思い出して少し辛つらくなるんだ。あの頃の私は……恥ずかしい人間だったから」


    「気にしすぎよ。別に私は希のぞみのことを恥ずかしいなんて思ったことはないわ」


    「うん。皆、優しいからそんなこと絶対に思ってないってわかってる」


    「だったら」


    　希は首を振る。


    「あの頃の自分を、今の自分が許せないから……」


    　そして、ギュッと膝ひざの上の拳こぶしを握った。


    　そんな彼女の気持ちに、陽翔は少しだけシンパシーを感じる。


    「……過去を切り捨てたいのか」


    　陽翔の言葉に、希は一切の反応を返さなかった。


    　うんともいいえとも言わない。切り捨てたい、でも捨てられない。


    　そんな微妙な均衡にある心の天てん秤びんを揺らしている。


    「わからなくもないよ。希の、気持ち……」


    「え？　陽翔くんが？」


    　希だけでなく、咲さ月つきまでもが驚いた顔をしていた。


    「俺も今の《リユニオン》に入ったのは、咲月や貴法に誘われたからじゃない。クラスメイトの人数合わせってだけだったからな。《ユニオン》のアカウントを持ってるやつは優先的に入ることができるって特例があるんだよ」


    「クラスメイトの人数合わせって……陽翔くんのイメージにそぐわないな。いつも皆を引っ張っていたのに」


    「昔からすれば信じられないだろうな。でも、そういう人間になってたんだよ、俺は」


    　陽翔が目ま蓋ぶたを伏せて、思い出すような口調で続ける。


    「そもそも《リユニオン》にだって、旭姫のことを思い出すから入りたくはなかった。でも、《リユニオン》にはアカウントを持ってたせいで、いつでも入れる。だから迷うんだって思って、俺は最初で最後のログインをしようとしたんだよ。入ってすぐにでもゲームオーバーになるつもりだった」


    「初耳だわ」


    　咲さ月つきが訝いぶかしげな表情で、責めるように言う。


    「あんまり言うべきような話でもないからな。今はゲーム内で死ぬ気があるわけじゃないし」


    「陽はる翔とくんは過去を切り捨てたかったってこと？」


    「そうだな。卒業以来、皆みんなとも会ってなかったから……。色々と吹っ切るのにはいい頃合いだと思ってたし」


    　そこで希のぞみが不思議そうな顔をした。


    「でも、陽翔くんはまだプレイしてるんだよね？　それは……」


    「そこで旭姫あさひと会っちまったからな」


    　希は呆あきれたように小さく溜ため息いきを吐つく。


    「でも……それは本物の旭姫ちゃんじゃないでしょ？　信じられないよ。わたしも旭姫ちゃんの、お葬式に行って……骨上げまでして」


    「今のお前からしたら荒こう唐とう無む稽けいな話なのはわかってる。でも事実なんだよ、旭姫が《リユニオン》の中にいるのは……」


    「………」


    「ずっと疑ってたけど、あいつと行動を共にしてるうちに、本物だってやっとわかったんだ。確かに生きてるんだって」


    　だから、守りたかった。


    「ログアウトできないって悲しんでる。俺はそれを助けたい」


    　だけど、今の自分では守ることができなくて。


    〈無垢なる闇プルガトリオ〉に打ち勝つには、昔の自分を超えるぐらいでなければ駄目だった。


    「そして、あいつに付き合っているうちになんとなくわかったことがある。過去を切り捨てるだけでは、強くなれないって」


    　希が意外なことを言われたように目を瞬しばたたかせる。


    「昔を切り捨てるのは、過去の自分を否定することだ。それは自身の腕や足を切るようなもので……上う手まく言えないけど、本当の強さっていうのは、どんな過去でも飲み込んで、前に進むことだと思う」


    　希は目を大きく見開く。


    　彼女にとって自覚があり、痛い言葉だったのかもしれない。


    「それは……」


    　胸に手を当てて、顔を俯うつむかせる。


    　しばらく反はん芻すうするように、口を噤つぐんだ。


    「そうね。それに人間、根元までは変わらないわ」


    　咲月が陽翔を補足するように言うと、希は少し不機嫌そうに、どちらかと言えば顰しかめっ面つらになった。


    　もしかしたらプライドを傷つけてしまったのかもしれない。


    　──余計なことを言い過ぎたか。


    　陽はる翔とが少し反省しながら、頭を深く下げる。


    「一度だけでもいい。入ってくれ。もし、俺の言ってることが嘘うそだったら、二度と入らなくていい。いくら引っぱたいてくれてもいいし、どれだけ悪あし様に罵ののしってくれても構わない」


    　懸命に頼み込むが、しかし、希のぞみの表情は変わらない。


    　疲れたような、あるいは困ったような顔になっていた。


    「……気が向いたらね」


    　気のない返事が返ってくる。


    　やはり昔のようにはいかないということを、陽翔と咲さ月つきは強く感じ取った。


    



    　希の家からの帰り道、陽翔と咲月は冴さえない表情のまま炎天下を歩く。


    　正午の陽ひが容赦なく照っているということもあるだろうが、やはり希のログインが非現実的になってしまったことが堪こたえている。


    「気が向いたらって、絶対に入らないフラグだよな」


    「希を意固地にさせちゃったかもね。あの態度じゃ望み薄だわ。結構いい具合だったのに、ごめんなさい。私、余計なこと言っちゃったわ」


    「いや、どっちにしろ、あのままじゃ無理だっただろう。一押し二押し足りなかった」


    　いらぬことを言って、態度を硬化させてしまったことをふたりは反省しながら、とぼとぼと歩く。


    「やっぱり貴たか法のりを連れてくるしかないのかしら」


    「貴法が行って何か変わるか？」


    「陽翔にはわからないと思うけど、ちゃんとあるのよ。理由が」


    「どんなだよ」


    「だから、陽翔にはわからないこと」


    「……わけがわからん」


    　何か誤ご魔ま化かされているような気がした陽翔だったが、咲月には相当な自信があるらしい。


    「どっちにしろ、今日明日で貴法を連れて行っても無駄だろうな。むしろ、微妙に拗こじれそうな気がする」


    「希の変わった性格を読み切れてなかったわ。プライド高くなったわね」


    「そりゃ読モとかやってるぐらいだからな。自信は出てきただろうし、それに応じてプライドも醸じよう成せいされるだろ」


    「それはわかるけど……やっぱり昔に比べると取っつきにくいというか……。慣れればそうでもないんでしょうけど」


    「俺たちも昔の希のぞみを引き摺ずりすぎてたところはあったからな。お前だってクライヴに昔の口調とか仕草を茶化されるのは嫌いやだろ？」


    「そりゃね。まあ、クライヴだし諦あきらめてるけど。陽はる翔とも今と昔を比べられるのは嫌よね？」


    「そうだな。でも、今は大して気にならないな。昔は昔だ。今がろくでなしって自覚があるからかもしれないけど」


    「一いつ朝ちよう一いつ夕せきにはいかないわね」


    　咲さ月つきが小さく溜ため息いきを吐つく。


    　陽翔としても暗あん礁しように乗り上げてしまったことで、気が重かった。


    　希とかなり長い時間を話していたせいか、太陽も一番上に昇ろうとしている。いつもならとっくにログインしている時間だ。


    「遅くなっちまったな。飯食ったら急いでログインしよう」


    「そうね。クライヴはログインしてるだろうけど。今日の報告もしなくちゃだし」


    　そして、分かれ道に差し掛かったところで、ふたりは立ち止まる。


    「それじゃ、またあとでな」


    「う、うん……………………」


    　咲月がもの言いたげに黙り込んだ。


    　身を僅わずかに捩よじり落ち着かない様子で、立ち竦すくんでいる。


    「咲月？」


    「え、えっと。あのね、陽翔。最終日、なん、だけ、ど……」


    　声がどんどん尻しりすぼみになっていった。


    　頬ほおを真っ赤に染めて、口をもごもごとさせている。


    「最後の方、聞こえなかったんだけど。なんて言った？」


    「フェ、フェスティバルの最終日にね」


    「あ、ああ。そういや、もうそろそろ終わるな」


    「あ、あたしと……」


    　そこで咲月は言葉を止め、


    「み、皆みんなでどうやってお金を稼ごっか!?」


    　少々早口で妙に不自然な問い掛けをしてきた。


    「めぼしいのが今あるわけでもないし、これからその都つ度ど、探すでいいんじゃねーの？」


    「そ、そうよね。うん」


    　陽翔は奇妙な質問に首を傾かしげ、咲月は疲れたように溜息を吐く。


    「ああ、もう私の馬ば鹿か……」


    　そして、咲月は背中を向けた。


    「それじゃあね、陽はる翔と」


    「あ、ああ。またあとでな」


    　ふたりは軽く挨あい拶さつをしてから、丁字路で分かれる。


    　陽翔は「咲さ月つきは結局、何が言いたかったんだ？」と歩きながら、また首を傾かしげた。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　いつものようにアジトにログインすると、クライヴはおらず、咲月もまだだった。


    　いるのは旭姫あさひひとりである。


    　その旭姫は岩肌を掘って作られた就寝スペースで、陽翔に背中を向けながら寝ていた。


    「旭姫、寝てるのか？」


    「………」


    「旭姫ー？」


    　呼び掛けると、ゆっくりと寝返りを打って横になったまま陽翔の方を向く。


    　表情は平静を装いつつも、不機嫌さがあまり隠れていなかった。少々、眉まゆ根ねを寄せて陽翔を睨にらんでいる。


    「遅かったね」


    「悪かったよ。希のぞみの家で随分と話し込んじまったからな」


    「それで希はどうなの？」


    「悪い。ダメだった」


    　陽翔は躊躇ためらいつつ、正直に話す。


    「……そう、なんだ」


    　旭姫の表情がどんよりと暗くなった。言い訳のしようもない。


    　陽翔たちに付き合ってると昔の自分を思い出すから嫌いやだと言われたなど、そのまま伝えることもできない。


    「もう少し希との会話方法を考えないといけないかもな」


    「それは皆みんなが来たら考えるとして……また咲月と行ったの？」


    　旭姫がわかりきったことを尋ねてくる。


    「ああ。そうだけど。貴たか法のりは相も変わらず無理だって言うし。次は貴法にも一緒に行ってもらうことにするよ。ただ……すぐには無理だな。希の気持ちを硬化させちまった気がするし」


    　それから旭姫はまた寝返りを打って、陽翔に背中を向けた。先ほどから妙に態度がよそよそしい。


    「……何を拗すねてるんだよ」


    「拗ねてないもん」


    「拗すねてるだろ」


    「拗ねてないったら」


    　旭姫あさひの嘘うその付き方が下へ手たなのは今に始まったことではない。


    　ただ、希のぞみのことで機嫌が悪いわけではなさそうだった。


    　さりとて、陽はる翔とには原因がわからない。


    「クライヴはどこに行ったんだ？」


    「知らない。ログインしたら買い物してくるってどっか行っちゃったし」


    「そ、そうか……」


    　口調にまで、あたし、怒ってますという感情が滲にじみ始めた。


    　陽翔が座り、旭姫は壁を向いて寝るという気まずい空間。


    　まだ貴たか法のりがいてくれた方が間が持っただろう。


    「つーか、咲さ月つきのやつ、遅いな」


    　話題に困って、そんなことを言うしかなかった。


    　もう来てもおかしくない。なのに、未いまだにログインしてこない。分かれ道から家に帰るまで、時間は陽翔とそう変わらないはずだが。


    　咲月の名前が出ると、旭姫の肩がぴくりと動く。


    「……楽しかった？」


    「何が？」


    「咲月と一緒に希の家に行って」


    「楽しいも何もないだろ。説得は失敗したし、外はクソ暑いし、散々だ」


    「……暑い、か」


    　陽翔は咄とつ嗟さに口を塞ふさぐ。


    《リユニオン》は体感温度に制限を設けている。


    　どれだけ暑くてもどれだけ寒くても、プレイヤーが強烈な不快感を抱かないように、温度の体感度を落としていた。そうでなければ炎の熱さや氷の冷たさは耐えられない。痛覚の制限と同じだ。


    「悪い……」


    　今の旭姫は現実の暑さを体感することができない。


    　徹底的に温度管理された部屋の中で、ずっと過ごしているようなものだ。


    「……しょうがないよ。ログアウトできないんだもん」


    　不機嫌さから一転、とても寂しそうに零こぼす。


    　旭姫は起き上がり、体育座りをして身体からだを丸めた。


    　思わず失言をしてしまったが、どうフォローしていいのかわからない。


    　こんな時に、しっかりと叱しかってくれる咲月は未だにやってこない。


    　気まずい時間が続き、陽はる翔とが冷や汗をかき始めた頃、


    「……咲さ月つきから連絡だ」


    　プレイヤーリングに咲月からの連絡が入る。


    「『ちょっと急用ができました。二時間ぐらいしたら入ると思う』だってさ」


    「……そう、なんだ」


    「二時間、咲月が来ないのかよ。どうすっかな」


    「陽翔もログアウトすれば？」


    　妙に冷たく、口を尖とがらせてそんなことを言った。


    「何でだよ」


    「咲月、来ないんだし」


    「別にあいつが来ようと来まいと関係ないだろ。何言ってんだ」


    　とはいえ、二時間手持ち無ぶ沙さ汰たになるのは事実だ。クライヴもいないため、やることは限られてくる。


    「じゃあ、二時間もどうするの？」


    「そうだなぁ。ふたりで街に行って、適当に回ろうぜ。何か効率のいい金稼ぎがあるかもしれないしな」


    「……え」


    　意外そうに目をぱちくりさせる。


    「どうしたんだよ、いきなり。何かおかしなこと言ったか？」


    「……ふたりで行くの？」


    　旭姫あさひは縁に腰掛けながら陽翔を見た。少々期待するような眼まな差ざしで。


    「お前が行くのが嫌いやなら、ひとりで行くけど。他に行くとしたら誰が行くんだよ。咲月もいないし、クライヴもいないなら、俺たちふたりで行くしかないだろ。貴たか法のりを誘えば『馬ば鹿かか、お前は』で終了するだろうし」


    「ふたりでいいの？」


    　旭姫がおずおずと聞いてくる。


    　先ほどから態度が本当におかしかった。


    　普段なら何の躊ちゆう躇ちよもなく「行こ行こ！」で決まるはずなのに。


    「……お前、もしかして何か遠慮してる？」


    「そ、そんなことないよ。ううん。陽翔がいいならいいの！　行こ行こ！」


    　旭姫は立ち上がって、陽翔の手を掴つかんで引っ張る。


    　先ほどまで機嫌が悪かったのに、反転したかのようにいきなりよくなった。


    　理由が全然わからない。


    　陽翔は頭にハテナマークを浮かべて、首を傾かしげるだけだった。


    



    「ふんふんふん～♪」


    　旭姫あさひが上機嫌に鼻歌を歌いながら、相も変わらず人通りの多い大通りを歩いている。


    　さっきまでの機嫌の悪さなどまったく感じさせなかった。


    「女心と秋の空ってこういうものなのか？」


    　旭姫の隣を歩きながら、陽はる翔とはぼそりと言う。


    「ねえねえ。どこに行くの？」


    「どこに行くのって言われても、特にアテはないけど……。南の区画はまだ行ってなかったし、そっちの方を見ていくか」


    「はーい」


    　とはいえ、人が多すぎてなかなか進むことができない。


    「きゃっ」


    「あっ、悪い」


    「うおっ、と」


    「気をつけろ！」


    　と、気を抜けばすぐにぶつかってしまう。イベントの高揚感のせいか、気が立っているプレイヤーも多い。


    　万が一、人の波に攫さらわれれば合流も面倒だ。


    「旭姫。手を出せ」


    「……お手？」


    　陽翔が照れくさそうに左手を差し出すと、旭姫がすっと左手を乗せてきた。まるで犬のお手のように。


    「……そういうのいらないから」


    「えへへ。でも、どうしたの。いきなり」


    「はぐれると面倒だから、手を繋つなごうって言ってんだよ」


    　すると、旭姫は嬉うれしそうに破顔した。


    「えへへ。ようやく陽翔と手が繋げた」


    　そして、すぐに右手で握り込んでくる。離さないぞとばかりにしっかりと強く。


    「陽翔の手、あったかい」


    「おかげで俺は暑く感じるけどな」


    「いいんだよ。こうして体温を間近に感じられる方が、生きてるんだって感覚あるもん」


    　大通りを南に向かい、脇道に入ると少しずつ人は少なくなっていく。


    　少なくなっているといっても、普段なら人のいない区画だ。それだけにイベントの規模を実感させられる。


    「うーん。あんまりよさげなイベントもないな。ちょっとよくても二時間待ちとか意味ねぇし」


    　どうするべきか、陽はる翔とが頭を悩ませていると旭姫あさひがちょいちょいと袖そでを引っ張った。


    「あのね。もしイベントでやれることがないなら、ちょっとやりたいことがあるんだけどいいかな」


    「やりたいこと？」


    「うん。でも、あたしと陽翔なら楽勝だよっ」


    　いつもの笑顔を浮かべて、答えを急せかすように顔を近づける。


    　せっかく機嫌がいいのだ。わざわざ機嫌を損ねることもない。


    「何する気だ」


    「あのね──」


    



    　陽翔たちはアルトガーデンに近い、初心者ルーキー用のダンジョンである奈な落らくの洞どう窟くつへと潜っていた。


    　ここへ来るのは旭姫と再会した時以来である。


    「陽翔、お願いッ！」


    「おうよっ」


    　ふたりの前に何十匹もの狼おおかみ型のモンスターが道を塞ふさぐように隊列を組んでいた。綺き麗れいな銀色の毛並みとは裏腹に、大きく開けた口からは鋭い牙きばが覗のぞき、見るからに獰どう猛もうだ。餌えさに飢えているのかとても息が荒く、黒い瞳ひとみは幾多の初心者のプレイヤーを射い竦すくめてきた。


    　シルバーウルフ。初心者が戦うに相応ふさわしいモンスターで、四つ足モンスターの基本を教えてくれる。恐怖への打ち勝ち方、距離の取り方や防御の仕方など、初めて戦うモンスターの筆頭だ。巷ちまたではシルバーウルフ先生とも呼ばれている。


    　陽翔は一気に距離を詰め、手に持った市販の剣で五匹をまとめて引き裂いた。


    「あれー。七星剣プレアデスはー？」


    「こんな雑ざ魚こ相手に振るっても仕方ないだろ。鈍器になるだけだ」


    　七星剣は敵が強ければ強いほど切れ味を増すが、逆に弱いとただの鈍器と化す。だから闘気を抑えて、一山いくらの剣を振るっているのだ。


    「よーしっ。あたしもっ！」


    　旭姫が銃を五連射させると、弾丸が五発放射状に突き進んでいく。


    　その弾丸はすべて狼を貫つらぬき、そのまた先の狼にまで突き刺さった。まとめて八匹ほどの狼が地に倒れ伏す。


    　ほとんど仲間を倒された狼はすぐに背中を向けて逃亡するが、


    「悪いな。全滅させろって姫様のお達しでね」


    　陽翔が足に闘気を込めて一足跳び。逃げる狼の先に立つ。追い抜き様に二匹斬きり裂き、残りは四匹。


    「いっけー！」


    　その四匹も背後から旭姫あさひの弾丸を喰くらって、頭の上のＨＰバーが一気にゼロになった。


    「これで全滅させたな」


    「うんっ。ここから剥はぎ取りタイムだよ。最初に倒したモンスターから急いで取らないと」


    「目当ては銀色の狼ろう毛もうだろ。大した金にはならんと思うが」


    「チッチッチッ。別に売ったって意味ないよ。これは服の材料にするんだから」


    　てきぱきとナイフを使って狼おおかみから銀色の毛皮を剥ぎ、アイテム袋の中に入れていく。


    「この毛の中に強度の高い銀色の毛が数十本だけあるみたいでね。その数十本の毛だけを使った服が作れるんだって」


    「へー」


    「だから、あたしはそのドレスを着てみたいの！」


    　話は理解した。そのドレスを何に使うのかはわからないが、そこまで面倒なことでもないし、旭姫が着たいというのならやぶさかではない。


    「何匹ぐらい狩るんだ」


    「三百匹ぐらいだったかな？」


    　面倒じゃないを訂正。うんざりする数である。


    　しかし、モンスターを引き寄せる香を使えば、五分に一回は先ほどのように群れと出くわす。ましてや陽はる翔とは闘気でモンスターのいる位置を把握できるのだ。


    　数自体は問題ない。なんとか咲さ月つきが来るまでの時間をフルに使って、ギリギリ達成できるだろう。


    「しっかし、そんなもん、よく知ってたな」


    「この前行った店のお姉さんに教えてもらったんだ。まだメジャーな手法じゃないらしいけど、ちょっとだけ生き地じを見せてもらったらすごかったんだよ。あれは流は行やるね！」


    「メジャーになったら、ここの狼が乱獲されそうだな」


    　初心者ルーキーダンジョンに出てくるようなモンスターからのドロップアイテム。その価値が上がるとなると、市場が大きく動くだろう。


    「あたし、絶対に流行を先取りするんだ」


    　ニッコリとした顔で言う。


    　その表情の可か憐れんさに、陽翔は思わずドキリとする。


    「……まあ、頑張るか」


    　旭姫が何のために、そんなドレスを作ろうとしているのか。見当がつかない。


    「～～♪」


    　ただ、こうして一緒に素材を剥いでいると、昔と、つい最近を思い出す。


    「お前と再会したのもここだったな」


    　そう呟つぶやくように言うと、旭姫あさひが口を尖とがらせた。


    「陽はる翔とにとっては再会かもだけど、あたしにとってはすぐなんだからね」


    「そうだったな。悪かったよ」


    「えへへ。許してあげる！」


    　ふと、旭姫の手が止まった。


    　陽翔が怪け訝げんな顔でそれを見守る。


    「おい、サボるなよ。……どうかしたのか？」


    「……陽翔さ。そのぐらいの時に家族に会いたいかって聞いたよね？」


    「あ、ああ。聞いたな」


    　旭姫がログアウトできないのに、楽観的に見えて聞いてしまったことだ。


    「お母さんやお父さんには会いたいよ。それは変わらない」


    　でもね、と続けて旭姫は陽翔と目を合わせる。


    「陽翔がログアウトさせてやるって言ってくれたから。それに咲さ月つきにも貴たか法のりにも会えたし、クライヴにも会えたから。あの時はすっごく寂しかったけど、今はそうでもないよ」


    「……強がらなくてもいいぞ」


    「強がってるわけじゃないよ。ただ、焦あせってないだけ」


    　そして、旭姫がニコッと笑った。


    「皆みんなが力を貸してくれるから。だから大丈夫だって思えるんだ。だから、きっとログアウトできて、お母さんやお父さんに会えるって信じてるから」


    　そう言って笑う瞳ひとみはとても輝いている。それは本当に信用している光。


    　旭姫を助けるのに何の疑問もないが、やはり早くなんとかしてやりたくなる。


    「ああ。絶対にログアウトさせてやるからな。だから、待ってろ」


    「うんっ！」


    「でも、寂しくないなら、もう前みたいに頭撫なでたりとか抱きしめなくてもいいかな。旭姫は、寂しくないんだろ？」


    　冗談めかして言うと、旭姫は首をぶるぶる振るった。


    「それは時々、やって！」


    「……なんでだよ」


    「なんでも！」


    　そんなことを言って、旭姫は陽翔を苦笑させた。


    



    　目標数の狼おおかみを仕留め、狼ろう毛もうを服屋に納品したところで、咲月がログインしたという知らせがあった。


    　陽翔たちはアルトガーデンで待っている旨むねを伝え、合流に指定した場所へと向かう。


    　中心部に来れば来るほど、街中は太鼓を叩たたいていたり、リュートを奏かなでていたりと、とても賑にぎやかだ。


    　しかし、以前に比べると騒がしさに陰りが出始めている。


    　熱狂していたプレイヤーたちは少しずつ落ち着きつつあった。


    「皆みんな、少し寂しそうな感じだね」


    「そりゃフェスティバルの最終日も近いからな。もう明日には終わるわけだし」


    「もう終わりかー。毎日イベントがあってもいいのになー」


    「疲れるだろ、そんなの」


    「そんなことないよ！　その方が楽しいよ！　毎日、こうしていっぱいの人で溢あふれて、面白く遊んでた方が絶対に！　疲れなんて感じないし！」


    　そんな風に旭姫あさひが興奮していると、不意にダンスパーティのお知らせのチラシが家々の壁に貼られていることに気付く。


    「ダンスパーティも明日ってことだよね」


    「そうだな。イベント最終日にやるわけだし」


    「にしても、チラシがどんどんすごいことになっていくね」


    「あー……」


    『星空の下、愛は永遠に輝く』だの。


    『ふたりの愛を確かめ、その絆きずなを強く結ぶ大チャンス！』だの。


    『愛は無限大！』だの。


    　日増しに煽あおり方が露骨になっているようだ。


    　参加自体がもはや公認の恋人みたいなものだ。


    　このチラシに対して、擦すれ違うプレイヤーたちの悲ひ喜き交こも々ごもが聞こえてくる。


    「会場に隕いん石せき落ちて、全員ゲームオーバーにならねぇかなー」「あー、くそー。彼女欲しい」


    　といった嫉しつ妬とやら。


    「ね、絶対に参加するんだからね？」「わかってるよ。そのために服を買いに来たんだろ」


    　という、すでに参加することが確定しているカップルやら。


    「なんで男女じゃないと駄目なのよ」「女の子同士でもいいじゃない」「ねー」


    　といった愚ぐ痴ちもあった。


    　概おおむね、すでに参加か不参加かが決まっているプレイヤーが多いようで、それによって態度は違う。どうにか参加しようと藻も掻がいている者もいるが少数だ。


    　こんなところでも勝者と敗者が分かれているようだった。


    「陽はる翔とはどうするの？」


    「どうするのって……面倒だろ。ダンスなんか踊ったことないし」


    「誰かと行ったりしないの？」


    「誰とだよ」


    　金銭が入る当てがあるなら別だが、そうでないなら陽はる翔ととしては特に行くメリットを見み出いだせない。


    　だから、最初から不参加のつもりでいた。


    「ふーん……。そうなんだ」


    「お前、もしかして参加したいの？」


    「うーん。参加したいかな。でも、誰とでもってわけじゃないよ」


    　そう言って、ちらちらと恥ずかしそうに陽翔を見る。


    　しかし、陽翔にはその意図を察することができず、旭姫あさひは少しだけ口を尖とがらせた。


    



    　途中、咲さ月つきと合流。陽ひが落ちたところで、クライヴも戻ってきた。


    「どこに行ってたんだよ」


    「んー。ま、ちょっとな。色々と手て筈はずを整えてきたっていうか？」


    　四人揃そろってから、再びお金稼ぎに精を出す。


    　この日はクライヴの提案で、名うてのプレイヤーたちと賭かけ試合をやることとなった。


    　賭試合という単語に、当初咲月は難色を示したが、


    「あれ？　咲月はオレらが負けるって思ってるの？　自信がないとか？」


    「そ、そうじゃないわよ！　賭ってのが問題って言ってるの」


    「勝利の決まってる試合なんだから、賭なんて成立しないよ。賭っていうのは、言わば皆みんなを釣つるための方便さ。言わばこれは指南ってこと。オレたちは皆に教えるんだよ」


    　と、詭き弁べんに言いくるめられて承諾している。


    　これまでに集まった四千万を餌えさに、一回十万ユロから〝スバル〟の内、ひとりへの挑戦権を得ることができるというシステムである。


    　勝てば大元の四千万ユロと、これまで賭かけられてきた金銭も総取り。いわゆるプログレッシブジャックポットと呼ばれる積み立て式の賞金だ。


    「……クライヴ、こんなの成立するのか？」


    　陽翔が不安そうに問うが、クライヴは自信ありげだ。


    「まあ見てなって」


    　アルトガーデンの外、その静かな森で四人が待っていると、静寂を破るように次々とプレイヤーたちがやってきた。


    「マジかよ……」


    「名声ってのはこういう時に使うもんだよ。ちょっとフェスティバルの大元に、イベントの告知をしたからね」


    　しかし、咲月は不思議そうにしている。


    「これだけ、よく集まったものね。そんなに自信があるのかしら……」


    「全員が全員、そうじゃないよ。冷やかしもいるだろうし。ただ力試しとか、記念受験的な意味もあるのさ。十万ユロは上級者エキスパートなら『まあ、払ってもいいかな？』ってギリギリの額だ」


    　クライヴは集まったプレイヤーたちに向けて、芝居がかった動きで一礼する。


    「ようこそこの森にお集まりくださいました、皆々様。今こ宵よい、お見せするのはセンスの極致。伝説と称されたパーティ〝スバル〟の力です。それを打ち破る方、あるいは味わってみたい方は、ここに順番にお並び下さい」


    　クライヴの指示に従い、プレイヤーたちはそれぞれ騒ぎながら列を形成する。並んでいる彼らの話は、すべてが〝スバル〟に対しての興味や、打倒のための話し合いだ。


    　クライヴが先頭の客から十万ユロを受け取る。


    「受け取りました。では、誰に挑戦しますか？」


    「陽はる翔とだ！　【獅子心王クールドリオン】！」


    　陽翔と同世代ぐらいか、少し上ぐらいの青年だ。同じ軽装の闘気使いのようである。


    「何か希望は？」


    「とにかく真っ向勝負だ！　闘気と闘気の全力のぶつかり合い！」


    　希望を聞き入れて、陽翔は森の中に作られた広場で青年と対たい峙じした。


    　スタートと言われる前から、相手は闘気を極限にまで高めていく。その強さが陽翔の肌にもしっかりと伝わっていった。


    「へえ……」


    　陽翔もまた闘気を放出。金色の闘気に包まれ、【獅子心王】としての姿を見せる。


    　その放出量は桁けた外れで、青年の闘気とは比べものにならない。陽翔の闘気を目の当たりにした彼は冷や汗をかきながら、しかし、ニヤリと笑みを浮かべる。


    「そうだ。俺はこういうヒリヒリ感を求めていたんだ！　行くぜ！」


    　構え、闘気の弾を手から射出した。


    　同じく陽翔も闘気を撃ち出す。まるでレーザーのような闘気を。


    　陽翔の闘気が、青年の闘気を一息に飲み込む。


    　青年の身体からだが吹き飛び、次々と木々を薙なぎ倒していく。


    「……ゲームオーバーにしない程度には加減したけど」


    　しかし、青年は気絶していた。


    　今の戦いを見た幾人かが、すっと列から抜けていく。


    「……やべ。やりすぎない方がよかったかな」


    「いや、大丈夫。それでいいんだ。今ので逆に列に並んだ奴もいる。陽翔と全力で戦えるって」


    　遅れてやってきたプレイヤーもいて、森の中は盛況になっていた。


    「さあ！　次の挑戦者は!?」


    　当然、〝スバル〟の面々が一般のプレイヤーに後れを取ることなどなく、お金の方は順調に貯まっていった。


    　全力を申し出てこられれば全力で相手をし、記念としてやってきた相手には軽めに、長い戦いをこなす。


    　前回のリベンジとばかりに魔導の芸術勝負を挑んできた者もいれば、旭姫あさひに射撃勝負を挑んできた者、クライヴに陶芸勝負を挑んできた者もいる。


    　ただただ、〝スバル〟と遊びたいがために集まったような節があった。その証拠に勝負した者たちは一様に満ち足りた顔をしている。


    「さて、百人目の挑戦者！　あなたが最後！　誰に挑みますか」


    「【獅子心王クールドリオン】とガチの剣を交わしたい！　ゲームオーバーになっても悔いはないぜ！」


    　最後は勇ましい闘気使いの少年だった。


    　ここまで一いつ蹴しゆうされていた陽はる翔とへの挑戦者が、最後の最後に気き骨こつを見せる。


    　相手の少年もまた強者であった。


    　陽翔の剣を身体からだのごく一部に闘気を集中させて弾はじく、攻撃を闘気でいなすなど、紛れもなく闘気使いとして一流である。


    　少年も陽翔の剣を見て感動していた。その瞳ひとみはキラキラとこれ以上ないほど楽しそうだった。次の攻撃を期待している節ふしがある。


    　凄すさまじい剣技の応酬で、いつしか観客たちは戦いを真剣に見入っていた。


    　陽翔としても、興が乗ってきた。


    「特別サービスで見せてやる──〈獅子なる流星の一撃レオニダス〉！」


    　剣に連なる光の流星群──その一いつ閃せんが放たれる。


    　周辺一帯を更地にするほどの威力。


    　観客たちは少年がゲームオーバーになったと確信しただろう。悲ひ愴そうな表情を浮かべていた。


    　しかし、少年は立っていた。


    　装備はボロボロで、ＨＰもほんの僅わずか。


    　それでも幼い戦士はギリギリで、闘気による超硬化で耐えきったのである。


    「マジかよ……」


    　さすがに戦闘の継続はできずギブアップとなったが、少年の名は間違いなく上がっただろう。


    　こうして〝スバル〟主催の賭かけ試合は終了した。


    「陽翔、手加減したのかい？」


    　クライヴが楽しそうに尋ねてくる。


    「今の俺に放てる全力だったよ、一応な」


    　陽翔の真価は追い詰められてこそ発揮される。


    　そういう意味では本当の威力ではないのかもしれない。


    　だが、多数のモンスターを屠ほふってきた必殺技を少年が耐えきったことは確かだった。


    「《ユニオン》時代の俺らだって、実際の年はあのぐらいだったんだ。《リユニオン》で新生の強者が出てきてもおかしくないってことだな」


    「そうだね。じきに追いつかれるかもしれないぜ」


    「その時は返り討ちにするだけだ」


    　この日、もっとも熱かったのは、きっとこの森の中だっただろう。


    　そして、〝スバル〟は、ついに目標額である五千万ユロを達成したのだった。


    



    　転送装置の購入だけしてしまおうと決めて、陽はる翔とたちがほくほく顔で街に戻ると、プレイヤーたちが色めき立っていた。


    「あ、あのさ。明日なんですけど……」「うん。わかってるよ」


    「明日、ダンスパーティ行こうぜ！」「ごめんね、もう行く人が決まってて」


    「明日、何あるか知ってるよね」「知らない！」


    　人で溢あふれているのは変わらないのだが、そこら中で勧誘が展開されている。


    　フェスティバルの締めくくりが迫っているせいか、街では何組もの男女が向かい合っていた。明日のダンスパーティに備えて、約束をしている者たちだ。


    　皆が熱に浮かされたように、キャッチコピーの煽あおりに乗せられている。


    　ただ、今の〝スバル〟には関係のないこと──陽翔はそう思っていた。


    「おい。旭姫あさひ！　そんなずんずん先行くなって！」


    「陽翔が遅いんだってば！　転送装置のお店、閉まるかもしれないでしょ」


    「閉まらねぇよ……」


    　陽翔の忠告も虚むなしく、旭姫は先へ先へと人を押しのけて行ってしまう。


    　周囲では勧誘しているプレイヤーたちもいるのに、まったく気にしていなかった。


    「旭姫は元気だねぇ」


    　クライヴがそう言っている横でも、女性プレイヤーが誘われている。


    「絶対に楽しませますから私と一緒に──」「嬉うれしい……。喜んでお受けします」


    　ここが愛を告げる定番スポットなのではないかと錯覚するほどだ。


    　いい加減、慣れない雰囲気にうんざりし始めた時、袖そでを強く引っ張られた。


    「なんだ、咲さ月つきか……。どうしたんだよ」


    　咲月は少し顔を俯うつむかせていたが、頬ほおを真っ赤に染めている。


    　陽翔が訝いぶかしげな顔をしても、何も言わない。


    「……クライヴ、行っちまうぞ」


    　旭姫に続いて、クライヴも先へ行ってしまう。


    　陽翔と咲月は完全に置いていかれた。


    「どうしたんだよ。熱でも出したのか？」


    「ち、ちが……。そうじゃ、なくて……」


    　ようやく返答をしたと思ったら、恥ずかしがるように俯うつむき、両手の指を胸の前で弄いじっている。


    　まるで何か伝えたいことがあるかのように。


    　心を落ち着けるように深呼吸をしている。


    「は、陽はる翔と」


    　彼女は暗がりの中でもわかるほど頬ほおを赤く染めていた。


    　その表情からは並々ならぬ覚悟が伝わってくる。


    　今までになく、咲さ月つきの瞳ひとみは真剣なものだった。


    　そして、一世一代の大勝負を仕掛けるように、


    



    「明日。一緒にダンスパーティに行こうって誘って」
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    　陽翔は一瞬、何を言われたのか理解できなかった。


    「冗談って受け取ったら怒るから。私、本気だから」


    「本気って……」


    　ダンスパーティは周知の通り、カップルたちのためのものだ。


    　ちょっと仲のいい友人同士が気軽に行くようなものではない。


    　だから、これは。


    　実質的な告白に等しかった。


    「………」


    　突然のことに、陽はる翔とは呆ほうけてしまう。


    　何も答えることができない。


    「陽翔は気付いてなかったと思うけど、私は小学生の頃から……ずっとずっと、想ってたから」


    　咲さ月つきは陽翔から目を逸そらしながら、これまでの想いを訴えるように優しく語る。


    「ずっとずっと、中学生の頃も見守ってきたつもりだけど……高校生になって、陽翔の家に行くの、勇気を出したんだからね」


    　気持ちを少しずつ少しずつ吐と露ろしていった。


    　想像すらしていなかった陽翔は、はいも、いいえも、選択できるような精神状態ではなかった。ただただ、咲月の言葉が頭の中をぐるぐると回っている。


    「え、えっと……」


    　だが、答えなくてはならない。


    　咲月は目を瞑つむって怖がるように待っているのだから。


    　しかし、選択することができない。


    　あまりにも突然すぎて、まるで考えが纏まとまらない。


    「……明日、返事をさせてくれ」


    　情けないと思いつつも、そう返すのが精一杯だった。


    　咲月はこくんと頷うなずき、


    「よかった……。見込みはあるんだ……」


    　陽翔に聞こえないよう、小さく小さく呟つぶやいた。

  


  
    ［間章　追憶 ～reminiscence act.3～］


    



    「うわああああああああああああああああああああああああああああああん!!」


    　川の前で幼い少女──咲さ月つきが周囲を憚はばかることなく、大声で泣いていた。


    「もう泣くなよ、咲月」


    「……そ、そうだよ。ま、また作ればいいんだよ」


    　貴たか法のりと希のぞみが慰めても、彼女の悲しみは癒いえないらしい。希までつられて涙目になっていた。


    「だ、だって……！　ゆっ、指輪っ、がっ……」


    　しゃくり上げながら咲月が、なおも悔やむように繰り返す。


    　幼なじみ五人は、親と一緒に旅行中だった。


    　そこで川遊びに興じていたのだが、ふとした拍子に咲月が〝スバル〟のリングを模した指輪を川の中に落としてしまったのだ。


    　必死に捜したものの、見つかることはなく、皆が諦あきらめかけていた。


    　その上、咲月は転んでしまいびしょ濡ぬれになっている。それもあって、咲月はこの世の終わりのように泣き叫んでいた。


    「希。また作ればいいようなものじゃないんだ、これは」


    「……そ、そうだよね。ごめんなさい」


    　貴法の言葉に、希は素直に頭を下げる。


    　貴法には咲月の気持ちが痛いほどよくわかった。


    　皆みんなで作った友情の証あかし──それを簡単に諦めきれるわけがない。もし、指輪を落としてしまったら自分自身、泣きはしなくても、しばらくは立ち直れないだろう。


    　だが、もう空は暗くなっており、ここで遊ぶのは危なくなってきている。あと十分もしないうちに、真っ暗くら闇やみになってしまうだろう。


    「一旦帰ろうぜ。もう帰って来いって言われてる時間を過ぎてるしさ」


    　最後まで川を捜していた陽はる翔とが、ようやく上がってくる。


    「もう一回捜すもん！」


    　意固地になって川に向かう咲月の身体からだを旭姫あさひが押さえた。


    「咲月。一旦、帰ろ？　このままじゃ風邪引いちゃうよ」


    「でも、でも……！」


    　しかし、いくら頑張っても終わりはやってくる。


    　戻ってこない子供たちに業ごうを煮やしたのか、両親たちがやってきて、むずかる咲月を無理矢理連れて行ってしまった。


    　捜索は強制的に終了させられたのだ。


    



    　その日の夜、八時半頃。


    「あれー。陽はる翔と、どこ行っちゃったんだろ？」


    　旭姫あさひが部屋の中でキョロキョロと周囲を見渡すが、いつの間にか陽翔がいなくなっていた。


    　今、子供たちに割り当てられた部屋には五人の内、陽翔を除いた四人しかいない。


    　ただ、咲さ月つきは隅の方ですでに布ふ団とんの中に入っており、ずっとすんすん泣いている。


    　さすがに貴たか法のりとしても気が滅め入いってきて、どうにかしてやりたいところだったが、どうにもならない。


    「……ば、晩御飯が終わったら、いなくなってたよ」


    　希のぞみが隅で布団に潜る咲月に配慮しながら、小さい声で喋しやべる。


    「トイレじゃないのか？」


    　と貴法は言ったものの、晩御飯が終わってからとなると、結構な時間が経たっているはずだ。


    　料理の片付けなどを手伝っていたり、親と話していたりしたこともあり、大して気に掛けていなかった。


    　三人で陽翔の行方に首を傾かしげていると、部屋の外からドタドタと喧やかましい音が響いてくる。


    　少しずつ近づいてくるそれは、貴法たちの部屋の前で止まった。


    　次いで勢いよく障子が開くと、そこにいたのは陽翔だった。全身びしょ濡ぬれで、廊下にボタボタと水滴が落ちている。


    　それにも構わず、部屋に入ってきた。


    「咲月！　見つけたぞ！」


    　その声に、咲月がゆっくりと起き上がる。


    　陽翔の手の平に載っているのは──紛れもなく〝スバル〟の指輪だった。


    　咲月が陽翔に近づき、ゆっくりと手に取って確認する。


    　悲哀に染まっていた瞳ひとみは、見る見るうちに輝いていった。


    「私の指輪だ！　内側に私の名前もある！」


    「おうよ。父さんに川を車のライトで照らしてもらって捜してたんだぜ」


    　他人が聞けば、夜に子供を川に入らせるなどとんでもない、と思うだろうが、陽翔の父は変わっていた。その豪快さが、陽翔にも受け継がれているのかもしれない。


    「あ、ありがとう……。ありがとう、陽翔ぉ！」


    　咲月が目に涙を浮かべて、陽翔に抱き付いた。


    　せっかく着替えたのに、またびしょ濡れになるのも構わず。


    「見つかったんだから、泣くなって」


    「だって……だって……」


    　そんなふたりを見て、旭姫も安あん堵どしたように笑っていた。


    「さすが陽はる翔とだよねー」


    「まったく、無茶をする」


    　この向こう見ずな行動力が、陽翔の長所であり、短所でもある。


    「でも、咲さ月つきの指輪が見つかって本当によかった。あたしたちの大事な絆きずなだもんね」


    　そう言って、旭姫あさひは優しい瞳ひとみで自らの左手に嵌はめた指輪を見た。


    　そして、指輪を外し手に摘つまんで、腕を上げる。


    「ほら、皆みんな！　戻ったんだからさ、あれやろうよ！」


    　初めて買った時にもやった儀式だ。


    　貴たか法のりがすぐに腕を上げて、旭姫の指輪にくっつける。


    　希のぞみもまた貴法に倣ならい、指輪を外して手を伸ばした。


    　陽翔と咲月もそれに続く。


    　全員の指輪を円になるようくっつけあって、五つの輪が繋つなぎ合わされた。


    「ここにいないクライヴも含めて！　この指輪にかけて、皆ずっと一緒だよ！」


    　旭姫の言葉に、全員が力強く「うん！」と首しゆ肯こうする。


    　そして、貴法は旭姫と繋がっている指輪を見上げて、「絶対だ」と続けた。

  


  
    ［第四章　それぞれの夜］


    



    　あれから旭姫たちと合流できたものの、陽翔の思考はＣＰＵがショートした時のように焦げついたままだった。


    　熱暴走を抑えることもできずに落ち着かずにいる。


    　どうにか仲間に別れを告げてログアウトしてきたが、


    「陽翔。どうかしたの？　何か変じゃない？」


    　落ちる直前、旭姫にまで心配されてしまった。訝いぶかしげな表情で咲月と陽翔を見ていたのが目に焼き付いている。


    　咲月の様子も陽翔ほどではないにせよ、落ち着かなかっただけに、旭姫は何かがあったことを察したのかもしれない。


    　クライヴはこういう時に限って、茶化してこなかった。


    「ふう……」


    　寝る段になって、ベッドに潜ると自然と深い息が出た。普段、考えていないようなことを考えるだけで、脳が疲れてくる。使わない部位を急に動かすと、悲鳴をあげる身体からだのように。


    　一字一句、鮮明に思い出せてしまう。


    



    『明日。一緒にダンスパーティに行こうって誘って』


    



    　咲さ月つきの、決意を込めた声。


    　頬ほおを染めつつも、いつもなら絶対にしないような、決意に満ちた顔をしていた。


    『原則として男女のペア。そして、男子が女子を誘う。当日までにプロムの相手──要は恋人を誘わなきゃいけないってことだね』


    　クライヴの言葉が脳裏を過よぎる。


    　言葉にはっきりと出したわけではないからこそ、わかる。


    　──つまり、それは咲月が俺のことを好きだってことだよな。


    　まったく想定していなかったことだった。


    　それを踏まえて幾つかのことを思い出していくと、今まで咲月が何度か怒ってきたことに納得がいく。


    　今まで理不尽に怒っていたように思っていたが、彼女が怒っていたのは旭姫あさひが関わっている時や他の女子と絡んでいる時が多かった。


    　やきもちを焼いていたのだとわかると、指輪を作った時や、その他諸もろ々もろ、心当たりがあり過ぎる。


    　咲月は思っていたのかもしれない。なぜ気付かないのか、いつわかってくれるのか、と。


    　直接、口に出していなかったとはいえ、思い返せばとてもわかりやすかった。


    　しかし──。


    「どうして、俺なんだよ……」


    　咲月は自分に比べて、しっかりとした道を歩んできた。


    　旭姫が死んだショックに負けることなく、いい学校に行き、いい成績を残し、非の打ち所のない人生を歩んでいる。


    　旭姫に再会するまで死んでいたも同然の男を、なぜ好きになったのか。……いや。


    『私は小学生の頃から……ずっとずっと、想ってたから』


    　じゃあ、あの事件よりもずっと前から、想ってくれていたのだろうか。


    　旭姫と再会した時に、陽はる翔とを見つけてくれて。


    　その次の日、自宅にまで来てくれて。


    　何度も何度も助けてもらった。


    　咲月がいてくれなければ、うだうだと無駄なことを考え、ただただ無為に時間を浪費して、ログインをしていなかったかもしれない。


    「俺は、咲月のことが……」


    　好きなのだろうか？


    　少なくとも嫌いではない。


    　彼女と一緒にいることは不快には思わないし、むしろ楽しいことの方が多い。


    　大切な存在であり、仲間だ。感謝もしている。彼女に救われたことも多い。


    　彼女に叱しかられることも笑顔を向けられることも、ひとつひとつが大切な思い出になっている。


    　ならば、なぜ。


    「俺は『はい』って、どうして言えないんだろうな……」


    　返事を躊躇ためらったのは、いきなりだったというのもある。


    　だが、それ以上に正体不明の何かが、陽はる翔との口から答えを出すことを思い留とどまらせていた。


    　咲さ月つきは六年前に比べ、信じられないくらい美しく成長した。


    　以前も大学生にナンパをされていたし、日常茶飯事とは言わないまでも、何度か告白を受けていてもおかしくないほどだ。


    　自分とでは月とすっぽん、という気すらしている。


    　まだ貴たか法のりに告白する方が納得がいった。


    「どうして、俺なんだ……」


    　言葉も思考も堂々巡りしてしまう。


    　咲月の気持ちがわからない以上、どうしたって答えなど見つかるはずもないのだが、それでも何かがわかるのではないかと底なし沼のような深みにはまって藻も掻がいてしまう。


    「……結局は、俺が咲月を誘うか、誘わないかって話なのに」


    　仮に。


    『はい』と答え、陽翔が咲月の想いに応えたら、どうなるか。


    　もはや恋人作りのためのイベントと言っても過言ではないダンスパーティで一緒に踊り、周囲にはカップルとして認定されることになるだろう。


    　ＶＲのネットゲームでの関係は、そのままリアルの関係にも反映されるのが現代の習わし。


    　現実でも咲月が、恋人となるのだ。


    　陽翔は彼女とふたりで歩いている姿を少し想像する。


    　駅前で待ち合わせをして、遅れてきた陽翔に怒る咲月。


    　遊園地や動物園で、年相応にはしゃぐ咲月。


    　昼御飯にスイーツをたくさん食べる咲月。


    　どれも容易に想像が可能だが、いかんせん今までと大差がないように思う。


    　だからこそ、今までの延長のように『はい』と答えてしまいそうで。


    　それでいて、簡単に『はい』と答えたらマズいような気がして。


    　結局、『はい』か『いいえ』か、それを考えるだけで睡眠時間がどんどん減っていく。


    　すでに時刻は日付を通り越し、新しい日へと変わっていた。


    「とはいえ、今日には答えを出さないといけないんだよな」


    　ダンスパーティはもう目前なのだ。


    　正直なところ、ダンスパーティ自体に興味はない。中止になってしまえばいいのに、と思う。


    　あるいは今からログインできないほどの病気になればいいとも思う。


    　ただ、そんな願いはあまりにも不誠実だ。


    　咲さ月つきだって酔狂であんなことを言ってきたのではない。


    　勇気だって、覚悟だって必要だったはずだ。


    「でもな……」


    　答えを出すことが、怖い自分がいる。


    　何かしら答えを出すことで、自分たちの関係性が大きく変わってしまいそうな気がして。


    「このままってわけにはいかない」


    　陽はる翔とたちは、もう小学生ではない。


    　高校生となって、大人になりつつある時期である。


    　男女の関係も、大きく動く。足あ掻がいたところで意味はない。


    　だからせめて、誠実であらねばならないのだ。


    「絶対、眠れねぇよ、これ……」


    　不意に枕まくら元に置いたＷｉｔｈウイズがメッセージ着信の音を鳴らす。


    　──まさか咲月からの催促か？


    　と、陽翔は落ち着かない仕草で深呼吸をしながら、ディスプレイを覗のぞき込んだ。


    　相手は咲月ではなかった。一瞬胸を撫なで下ろしたものの、相手の名前に戸惑う。


    「貴たか法のり……？」


    　そのメッセージ内容は、


    『今から旭姫あさひの墓まで来い』


    　と、簡素なものだ。


    　挨あい拶さつも何もない。理由も書いていない。しかも有無を言わさぬ命令形だ。


    　そもそも向こうから連絡をしてくることが意外だった。


    「あいつが挨拶抜きに連絡してくるのは……なんだか懐かしいな」


    　小学生の頃も同じだった。


    　別段、それを気にしたこともない。


    　陽翔が〝スバル〟の面々に送ったメッセージも似たり寄ったりだった。よく貴法や咲月に文章が変だと指摘されたこともある。


    「だけど、なんで旭姫の墓なんだよ……」


    　場所が場所だけに、不穏なイメージが強い。夜に好んで行きたいようなところではなかった。


    　しかし、こんな時間に呼ばれたからこそ、行かなければならない。


    　貴法だって意味もなく呼び出したわけじゃないだろう。


    　若干の薄ら寒さを覚えつつも、陽はる翔とはベッドから起き上がり、普段着に着替える。


    『わかった。今から行く』


    　とだけ返信し、玄関で靴くつを履いた。すでに家族は寝静まっているため、音を立てないように家を出る。


    「理由は……行けばわかるよな」


    　陽翔は先の見えない夜の世界へと、足を踏み入れた。


    



    　二十分ほど歩いて、旭姫あさひの墓がある寺に辿たどり着く。


    　山道に入って細い石段を登り、ほどなくして見えてきた寺。境けい内だいのさらに奥へ向かう。深夜だが、入り口を封鎖もしていない。


    　明かりがないわけではないが、まるで別世界へと迷い込んだような気味の悪さがあった。


    　高台にあるためか、夏だというのに湿気も少なく、過ごしやすい気温だが、それがまた住宅街との違いを際立たせている。


    《リユニオン》にも、こういう場所は幾つもある。空気が淀よどみ、薄暗く、闇やみの支配下にあるような空間が。


    　Ｗｉｔｈウイズのディスプレイを明かり代わりに使いながら旭姫の墓に向かうと、墓前に見知った先客がいた。


    「貴たか法のり……」


    「来たか」


    　闇夜に挑むように、白をベースにしたシャツとスウェットパンツを着ている。闇夜の下で強く目立っていた。


    　貴法はずっと墓を見続けて、陽翔に目をやらない。


    　その視線を追って墓に目を移すと、花が添えられていた。旭姫の好きだった桃色のガーベラだ。周囲を明るくするような大輪となっている。


    「このガーベラ、貴法か」


    「僕が自宅で育てているものだ。花を咲かせたらここに来て供えている。……旭姫が少しでも喜んでくれるようにと思ってな。彼女が生きているとわかっていても、この六年間、習慣のようになっていたから」


    「そうなのか。そう言えば、このガーベラ、前にも……」


    　旭姫の墓を掘り起こしに来た時にも備えられていた。


    「そう。お前がいきなり墓荒らしを始めた日だ」


    「な……お前、見てたのか」


    　顔が引き攣つってしまった。


    　決して恥ずかしいわけではないが、咲さ月つき以外に見られていたのだと思うともやもやした気持ちが湧わき上がる。


    「見たくて見たわけじゃない」


    　そう言って貴たか法のりはようやく陽はる翔との方を向いた。


    



    「僕は旭姫あさひが好きだ」


    



    　その言葉を聞いた瞬間、心臓がドクンと跳ねる。


    　もやもやとした不快感が心に纏まとわり付いた。


    「ずっと好きだった。小学生の頃から。彼女の笑顔に何度も何度も救われた。だから、今度は僕が彼女を救う番だと思っていた」


    　貴法の旭姫への想い。


    　それはそういうことに疎うとい陽翔でもなんとなく察していた。


    　特に《リユニオン》からの貴法の旭姫への言動は友人という域を超えている。


    「だけど、彼女はゲームオーバーになり、この世界からも姿を消してしまった」


    　陽翔は貴法の言葉を、黙ったまま聞き入った。


    「本当にお前が許せなかった。《ユニオン》で旭姫を守れなかったお前が！」


    「……昔からずっとわかってたよ。じゃあ聞くが、お前には守れたっていうのか？」


    「今の僕なら守れる！」


    「何を根拠に言ってるんだよ！」


    「彼女の存在が僕のすべてだからだ」


    　真顔で言い切った。


    「僕なら彼女のために、いくらでもこの身を犠牲にできる。お前に覚悟があれば……旭姫の前に立つことだってできたはずだ」


    　陽翔の心が少しずつささくれ立っていく。


    　小学生の頃に言われたことを、蒸し返されたからではない。


    　だけど、この心の苛いら立だちの発生源を見つけることができなかった。


    「なのに、旭姫は……！」


    　言葉の続きを貴法は噤つぐむ。


    　そして、瞳ひとみは怒りに燃えていた。


    「そんな愚ぐ痴ちを言いに、俺を呼び出したのか？」


    「違う。ただ僕はお前に宣言をするだけだ」


    　一呼吸を置く貴法。


    　静かな空間には、虫の声すら聞こえない。


    



    「僕は旭姫あさひをダンスパーティに誘う」


    



    　ハッと息を呑のむ。


    　それはつまり、旭姫に告白すると言うことだ。


    「……なんで、それをわざわざ俺に」


    「わからなければそれでいい。僕はお前に許可を取っているつもりもない。だが、お前にだけは言わなければならなかった。僕の誇りにかけて」


    　ここに来ても、まだ貴たか法のりの意図が見えない。胸のもやもやの原因すらも。


    「好きにすればいいだろ」


    　陽はる翔とが吐き捨てるように言うと、貴法は陽翔に詰め寄った。そして、その胸ぐらを強く掴つかむ。


    　自身の手が傷付くのではないかというほどの力。


    　陽翔のシャツのボタンがあっさりと弾はじけ飛んだ。


    「僕は……お前のその態度が気に入らないんだ」


    「昔っからだろうが」


    「違う。昔のお前ならこうして掴んだ時点で張り合ってきたはずだ。思い出せよ。今のお前に勝ったところで意味はない」


    「何を言ってるのか、俺にはわかんねぇよ」


    「なら、わからないまま、僕に殴られてればいい！」


    　貴法が右手を振り上げ、そのまま陽翔の顔に突き刺すように殴り付ける。


    　陽翔は蹈鞴たたらを踏んで、尻しり餅もちをついた。


    「つっ……！　何しやがる！」


    「立て。お前の覚悟を確かめてやる」


    「何の覚悟だ！　お前の言ってることは全然わかんねぇよ！」


    「わからなくて結構だ！　無知のまま僕の世界から消えていけ！　あとを濁すことなくな！　旭姫を守るのは、やはり僕だ！」


    「お前……ふざけるなよ！」


    　陽翔は立ち上がり、仕返しとばかりに貴法へと殴りかかる。


    　だが、あっさりと躱かわされ、頬ほおに痛烈なカウンターを喰くらった。


    　頭がぐらりとくる。


    「あがっ！」


    　すぐさま足を払われた。


    　ぐらついていたために、あっさりと倒されてしまう。また尻餅をついてしまった。


    「その程度か。六年という時間は残酷だな。こうして人としての器の差を明確にするのだから」


    「お、お前、何かやってるな……？」


    「空手と柔道の段位を持ってる。剣道もやっている。合気道も嗜たしなむ程度にはな」


    「そんなやつが暴力を率先して振るうのかよ」


    「力というのは使うべき時に使うものだ」


    　弱い者イジメに使うのかよ、という言葉を陽はる翔とは飲み込んだ。


    　弱い者。


    　それは、現時点において陽翔のことに外ほかならない。


    　だが、認めることを陽翔のなけなしのプライドが許さなかった。


    「来い。昔を思い出して、立ち上がってこい！　それで僕は初めてお前を超えたと確信できるのだから！」


    「好き勝手言ってんじゃねーぞ！」


    　陽翔は立ち上がる。膝ひざの震ふるえを抑え、痛みを堪こらえて、貴たか法のりを見据えた。


    「こうも力の差があるんだ。好き勝手言わせてもらうさ。旭姫あさひは僕が傍そばにいるべきなんだ。決してお前じゃない！」


    「お前が傍にいる謂いわれだってない！」


    　立ち向かうが、敵かなわない。


    　六年間、武道に勤いそしんできた貴法と、自堕落に過ごした陽翔ではそもそも比べることすらおこがましい。


    　如い何かに《リユニオン》で力を取り戻したといっても、それはゲーム世界での話。


    　現実には、こうして夥おびただしい差が露あらわになっている。


    〝センス〟によって、その差を埋めることの叶かなわない世界だ。


    「お前は僕には勝てないんだよ。《リユニオン》でも、現実でも！　なのに……。何でお前が！」


    「何が言いてぇんだ！」


    「なぜ、旭姫はお前の下に現れた!?　いや、そもそもなぜ旭姫はお前を庇かばったんだ！」


    「……俺が死んでりゃよかったとでも言う気かよ？」


    「ああ、今になって見ればそうだろう！　あの時、お前が死んでいた方が、すべて上う手まく回っていたはずだ！」


    　貴法の言葉が、胸に突き刺さる。


    『お前が旭姫を殺したんだ！』


    　あの時の言葉よりもさらに深く深く、奥底にまで貫つらぬかれた。


    　以前の陽翔なら大して気にも留めていなかっただろう。


    　だが、陽翔は見てしまったのだ。


    　陽翔がゲームオーバーとなった時の世界を。


    　旭姫が〝スバル〟の縁を繋つないで、陽翔が戻ってくるのを待っていた世界。


    　それは陽翔からしても理想の世界だった。


    　六年の空白など気にならないぐらいに。


    　だから、貴たか法のりの言っていることは正しい。


    　陽はる翔とが死んでいれば、今ほど世界は拗こじれていないのだ。


    　だから──突き刺さる。納得できてしまう。


    　だが──。


    「それを、認めるわけにゃいかねぇんだよ！」


    　貴法に掴つかみかかる。


    　だが、あっさりとその手は外され、そのまま横へと投げられた。


    　受け身も取れずに背中から落ちる。痺しびれるような痛みが襲おそってきた。


    「認めろよ。自分が死んだ方が良かったと！」


    　貴法が鋭い目付きで陽翔の瞳ひとみを貫つらぬく。


    「いや、認めないね」


    　陽翔があの世界を否定し、この世界に戻ってきたのは、この世界の旭姫あさひを守るためなのだ。


    　自分が死んだ方がよかったと認めるぐらいなら、この世界に戻ってきてなどいない。


    「馬ば鹿かは死ななきゃ治らないということか」


    「貴法。お前だって、相当の馬鹿だと思うけどな……」


    「馬鹿に馬鹿と言われる筋合いはない！」


    　陽翔はどうにか立ち上がる。


    　服は破れ、ところどころ擦すり傷があった。


    　それでも眼光までは死んでいない。


    「ひとつ聞かせろ、貴法。お前は旭姫のどこが好きなんだ」


    　貴法は鼻で笑う。


    「それを何でお前に聞かせなければならない」


    「いいから答えろ！」


    　眉まゆを顰ひそめ、溜ため息いきを吐つく貴法。


    「さっきも言ったぞ。僕は昔から彼女のことが好きだった。困難なことをさらりとやってのけるところも、そのあとに向けてくれる笑顔も。僕を助けてくれる時、彼女はいつだって輝いていた！　その時から僕の心は彼女のものだ。そのすべてが愛おしいと思ってる。彼女の太陽のような笑顔は、僕にとっての救いなんだ！」


    　まるで女神を奉っているような言い分だ。あるいは、本当にそう思った機会があったのかもしれない。


    　言葉に嘘うそはないのだろう。


    　表情は至極真剣で、疑いようもない。


    　だが、陽翔は彼の言葉に納得できなかった。


    「やっぱり、お前に旭姫あさひは任せられねぇ」


    「なんだと……」


    「お前、旭姫の何を見てる」


    「ずっと昔から見ていると──」


    「今の旭姫を見ろよ。だからお前は馬ば鹿かなんだよ、貴たか法のり」


    　貴法の顔が引き攣つった。


    「お前が好きなのは小学生の時の旭姫のままだ。今の旭姫を見ていない」


    「どう違うと言うんだ。彼女はあの頃から笑顔を絶やすことなく、笑いかけてくれる！」


    「それが見えてねぇって言ってんだよ。あの頃とは全然違う。年相応に、あいつは考えて、底抜けに馬鹿やってるわけじゃない。人知れず親に会いたいって、涙を流すやつなんだよ。それをお前はなんだ？　笑顔がいいだの、太陽だのと。あいつを好きだって言うのなら、あいつの望みぐらいわかってやれよ！　〝スバル〟の復活って望みをよ！」


    「〝スバル〟は復活させてみせるさ。だが、お前はもう必要ない！　すべて僕がフォローしてみせる！」


    「それが狭量だって言ってんだよ！　あいつの望みは〝スバル〟で集つどうことだ！　星がひとつでも欠けたらダメなんだよ！　さっきお前が言ったみたいに、自分を犠牲にするなんてことも旭姫にとっては間違いだ！　あいつが好きだって言うんなら、そのチンケな殻からをぶち破って嫌いな俺ごと飲み込め、このボンクラ野郎！」


    「言わせておけば……！」


    　どうして、ここまでムキになるのだろうか。


    　陽はる翔との胸に去来する想いが──一気に形を帯びていく。


    



    「俺だって、旭姫が好きなんだよ！」


    



    　すべては簡単なことだった。


    　咲さ月つきからの誘いにすぐ返答ができなかったことも。


    　勝手に旭姫を語る貴法が腹立たしかったことも。


    　すべてを懸けて彼女を守りたいと思ったことも。


    　何もかもすとんと綺き麗れいに心に落ちる。


    「だから……お前にゃ負けらんねぇんだ！」


    「ついに認めたな……。ならば、この勝負に勝った方が旭姫を誘う。それでいいな!?」


    　貴法が本気を出したように殴りかかった。


    　躊ちゆう躇ちよなく頬ほおを食い込ませるように殴り、鳩尾みぞおちを穿うがつ。


    　本気で相手を屈伏させようという拳こぶし。


    　だが──。


    「来るとわかってるもんは、耐えられるんだよ！」


    　無様に尻しり餅もちをつくことなく、耐えている。


    　決して〝センス〟が発動したわけではない。


    　未知の力が発揮されたわけでもない。


    　それでも《リユニオン》での経験は生きている。


    　どんな攻撃を見ても決して恐れない目と、どんな相手にも決して怯ひるまない度胸が、僅わずかにインパクトのタイミングをずらしていた。


    　剣や槍やり、牙きばや爪つめ、あるいは炎や氷。


    　そんなものの雨あめ霰あられの中を最前線で、皆みんなの盾たてになるよう突っ走ってきた陽はる翔とだからこそ。


    　人ひとりの拳こぶしなど、物の数ではない。


    「だからと言って、限度はある！　これで終わりだッ！」


    　渾こん身しんの力を込めた貴たか法のりの拳が、陽翔の顔面へと迫ってくる。


    　一瞬見ただけでわかる。避けることはできないと。


    　その拳が頬ほおに当たる──だが、陽翔はむしろ前のめりになった。


    　貴法の拳がクリーンヒットするのを承知で、前に一歩を踏み出す。


    「あああああああああああああああああああああああああああああああっ」


    　傍はたから見たら破れかぶれにしか見えなかっただろう。


    　常に最短の距離を走っていた貴法の拳に比べたら、何もかもが泥臭い。


    　だが、それでも貴法の拳と同時。


    　陽翔の拳が、ついに貴法に当たる。


    　丁ちよう度ど、顎あごを抉えぐるように。


    　ギリギリでカウンターとなった。


    「ぐ、はっ……！」


    　貴法が膝ひざをつく。


    　そして、陽翔もまた力を使い果たしたように倒れ込んだ。


    「どう、だ。その余裕綽しやく々しやくのツラに、一発当ててやったぜ」


    「はっ。一撃喰くらっただけだ。すぐに──」


    　貴法はすぐさま立とうとして──止やめた。


    「だったら、何発でもぶち当ててやる」


    　陽翔が上半身を起こし、再びまた立ち上がる。


    　アザと擦すり傷だらけで、通行人が見たらすぐさま通報されるようなひどい出いで立ちだ。


    　だが、目の輝きはまるで衰えていない。


    　この暗くら闇やみの中、煌こう々こうと光っているようにすら見える。


    　霊園中の微かすかな光が、陽はる翔との下もとに集つどったのだと錯覚してしまうほどだ。


    　自身の二つ名【獅子心王クールドリオン】の名を知らしめるように。


    　手負いの獅し子しの瞳ひとみには、強い意志が宿っていた。


    　決して諦あきらめようとしない、そんな眼光だ。
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    　意識を断たない限り、何度でも立ち上がる。《ユニオン》の頃から、いつだって、どんな絶望的な状況でも、必ず立ち上がってきたのだから。


    「ほら。立てよ、貴たか法のり。一撃、くれてやっただけだぞ」


    　そう強がったものの、足はふらふらだ。


    　押せば倒れるような体たらくだというのが自覚できる。


    　貴法はそんな陽翔をしばらく見つめた後、ひとつ、大きく息を吐いた。


    「やめだ」


    「……は？」


    　陽翔は怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。


    「貴様の覚悟を問うための、ただの茶番だ。これ以上は意味がない。旭姫あさひをダンスに誘うのは……お互い自由にやればいい」


    「お前、人をこんだけボコスカ殴った挙句、それかよ……」


    「このぐらいしなければ、お前は本音を見せないだろう。その意思すらなければ、僕は決して認めたりはしなかった」


    　陽はる翔とは力なく溜ため息いきを吐ついた。


    　確かに悩んだままで、一生気付かなかったかもしれない。


    　しかし、気持ちとしては複雑だ。礼を言う理由がひとつぐらいはあるかもしれないが、身体からだ中がずきずき痛いため、むしろ怨うらみ言を吐きたい気分である。


    「……そうかよ。ならもう用はないな」


    　陽翔は身体をよろつかせながら、貴たか法のりに背中を向けた。


    「陽翔」


    　貴法が声を掛けてくる。


    「なんだよ」


    「最後の一撃だけは認めてやる」


    「……一応、褒ほめ言葉として受け取っておくよ」


    　陽翔は霊園を出て、ゆっくりと歩いた。


    　未いまだに心臓はバクバクいっているし、そこら中が痛い。


    「いつつ。まったく、武道やってるなら手加減ぐらいしろよな」


    　そう言いつつも、妙に心ここ地ちよい気分だ。


    「やっぱり現実でセンスなんて嘘うそだろ、エリシア」


    　小さく笑った陽翔の背を追うように、金色の光が僅わずかに靡なびいた。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    　旭姫あさひの墓前に跪ひざまずいたまま、貴法はしばらくそのままでいた。


    「……ぐっ」


    　陽翔にはああ言ったものの、足にまるで力が入らない。


    　渾こん身しんの拳こぶしに顎あごを掠かすめられ、三半規管がやられてしまったのだろう。


    　立ち上がることすらままならない。


    　もし、あのまま続けていれば、どうなったかはわからなかった。


    「本当に気に食わないやつだ。いつもいつも、ここぞという時に力を発揮するのだからな……」


    　あんなものはラッキーパンチでしかない。


    　それでも、あの一撃には認めざるを得ない、強い意志が乗っていた。かつて、自分が認めた好敵手を思い出させる力が。


    　決して負けたわけではないのに、敗北感が心の中に滲にじんでいく。


    　貴法は無意識に、首から提さげたネックレスを手に取った。


    　手の平にあるのは、溶接された指輪だ。


    　ひとつは貴たか法のりのもの。


    　そして、もうひとつは旭姫あさひのもの。


    　旭姫の母親に頼み込んで、形見分けしてもらったものだった。


    　それを溶接し、∞の形にしたのは、少しでも旭姫と共にありたかったからだ。


    　無限に絆きずなが続いて欲しいと願ったからだ。


    　心が落ち込みそうになった時。


    　弱音を吐きそうになった時。


    『この指輪にかけて、皆みんなずっと一緒だよ！』


    　この指輪がいつも支えてくれたように思う。


    「だけど……違ったんだな」


    　ただ、依存していただけだった。過去に囚とらわれ、ずっと妄もう執しゆうしていた。


    　それは強固で、前に進む力にはなっていたはずだった。


    　しかし、正しき道を進んでいたかどうかというと、疑問符がつく。


    「気に入らないが、陽はる翔とに言われた通り、昔の旭姫にこだわっていたということか……」


    　旭姫が過去の姿のまま止とどまっていたことで、昔のままの彼女を見ていた。


    　彼女への想いは死んでからも変わらない。


    　六年経たってもなお、募るばかりだ。


    　ただ、それは昔の彼女に対してのものだった。


    　だが、陽翔は彼女と冒険をしているうちに、少しずつ昔とは変化を──いや、進化をさせていったのだろう。


    「考えれば考えるほど、腹立たしい」


    　それでも認めなければならない。


    　今の自分が、世界を閉ざしてしまっているということを。


    　──ふと。以前、希のぞみに偉そうに言ったことを思い出す。


    『自分から殻からを破らない限り、成長はない』と。


    　自身の口から出た言葉だというのに、耳に痛い言葉だった。


    「……決別、しなければな」


    　溶接された指輪を、それぞれの手で持つ。


    　あの儀式の時のように、繋つながっている貴法と旭姫の指輪。


    　力を入れて曲げると、それはあっさりと折れた。


    「もう必要ない」


    　彼女と新しい道を歩む。


    　それには必要のないものだ。持ち主に返さなければならない。


    「……僕も、陽翔のことを、墓荒らしなどと責められなくなったな」


    　旭姫あさひの墓の土を少し掘り返し、そこに旭姫の指輪を埋めた。


    　墓から離れて、少し土をはたき落とす。


    　そして、どこか晴れやかな顔で、貴たか法のりは墓石に向き合った。


    「しばらくここには来ない。今の君に、会いにいくから」


    　踵きびすを返した貴法は、もう振り返ることはなかった。


    



    　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽


    



    　イベント最終日。


    　それはダンスパーティの日だ。


    　咲さ月つきはいち早くログインし、会場へやってきていた。


    　ドレスもしっかりと決めている。この日に合わせてコーディネイトしてきたものだ。


    　純白の上に群青を重ねた上品なパーティドレスを着た咲月は、この会場にいる女子の中でも目を引いていた。エフェクトも何もついていない普通のドレスだが、むしろ落ち着いていて存在感を放っている。


    　先ほどから何度も何度も、特攻するような男子からの誘いを受けていた。


    「すいません」


    　と、すげなく追い返しているものの、これで八人目である。いい加減、疲れてきた。


    　八人だけではなく虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている者もいるし、すでにパートナーの決まっている男の目まで無自覚に惹ひきつけているあたり、罪作りだった。


    　それでも、彼女の目当てはひとりだけである。


    　その、ひとりがやってきた。


    　空気を読んだのか、珍しく場に合ったフォーマルな格好で。


    　今日、買ってきたのだろうか。


    　自然と胸が高まる。


    　祈るような気持ちで、彼──陽はる翔とが傍そばに来るのを待った。


    



    「咲月。悪い。待たせた」


    



    　ああ。


    　待ち望んだ人が来たというのに、咲月の心は一気に沈みきった。


    　もう顔を見るだけでわかる。


    　どれだけ見てきたと思っているのだ。


    　この後に何と言うか、すべてを理解してしまった。


    



    「ごめん、咲さ月つき。お前とは一緒に踊れない」


    



    　一番、聞きたくなかった言葉。


    　積み重ねてきたものが、ガラガラと崩れていく。


    　どれだけ優しく言われても。どれだけ大事に言われても。


    　言葉の意味は変わらない。


    　咲月が聞きたかったのは、ぶっきらぼうでも、一緒に行こうという言葉だったのに……。


    「……そう」


    　咲月はそう返すのが精一杯で。


    　正気を保っていられないほど、心が平静でなくなって。


    　今にもその場に座り込んでしまいそうだった。


    「本当に、ごめん」


    　陽はる翔とが真しん摯しに頭を下げる。


    　今までに見たこともない表情で、真剣に謝ってくれている。


    　きっとこれ以上ないほど、必死に考えてくれたのだ。


    　これまでの自分の想いをしっかりと汲くんでくれたのだろう。


    　それでも。


    　彼の心には届かなかった。響かせることはできなかった。


    「………」


    　誰と踊るの？　という馬ば鹿かげた質問が口を衝ついて出そうになる。


    　そんなわかりきったことを聞いてどうするのか。


    　ただ、現実を突きつけられるだけだというのに。


    　自然と視線が下に向く。


    　──私、今、どんな顔してるんだろ。


    　見せられない。


    　笑顔で送り出すことなんて絶対に無理だ。


    「だったら……早く行ってきなさいよ」


    　咲月は俯うつむいたまま、陽翔の胸を押した。


    「早く、行って」


    　これ以上は本当に持たない。


    　何もかもを投げ捨てて、喚わめき散らしたい衝動に駆られてしまう。


    「ごめん、咲月」


    　謝られても、何の慰めにもならない。


    「……そのドレス。すごい似合ってる。本当に」


    　言ってほしかった言葉なのに、今はまったく嬉うれしくなかった。


    　普段なら絶対言わないような台詞せりふを、どうしてこういう時に限って言うのか。


    「それじゃあ」


    　陽はる翔とは、咲さ月つきの前から去っていった。


    「……う」


    　目め尻じりに涙が滲にじむ。


    　顔を上げられない。


    　だけど、こんな大勢の人が見ている中で、泣くことなどプライドが絶対に許さなかった。


    「振られたのか」


    　悲しみに水を差すような、容赦のない言葉が降ってくる。


    　聞き間違えるはずもない。すぐ隣に立ったのは貴たか法のりだ。


    「……何しに来たのよ。旭姫あさひのところに行ってるかと思ってたわ」


    　涙を堪こらえながら、咲月が問う。


    「それは天然なのか、それともイヤミなのか？」


    　そして、貴法は言いにくそうに言葉を止め、仕方なさそうに続ける。


    「振られたよ。貴法とは踊れない、とはっきり言われた」


    「その割りには、あんた悔しくなさそうね。もっと取り乱すかと思ったのに」


    「別に。ただ、少し現実が見えただけだ。僕はもっと広い視野を持つ必要があると。振られるのは当然の帰結だ」


    　咲月が小さく溜ため息いきを吐つく。


    「振られた者同士ね。昔と同じだわ」


    　お互い、旭姫と陽翔の指輪交換を目撃してしまった者同士。


    　六年間、ずっと敗北感に塗まみれてきた。


    「そうだな。同じだ」


    　今日のことに期するものはあっただろう。


    　打ち砕かれてしまった想いに、感情のやり場がないのはふたりとも同じだった。


    　しかし──。


    「まだ諦あきらめないという意味でも、同じだ」


    　咲月が信じられないようなものを見る表情で、瞳ひとみを瞬またたかせる。


    　溢あふれそうだった涙はその一言で引っ込んだ。


    「あんた、まだ諦めないの。ホントにしつこいわね」


    　すると、貴法は不敵に笑う。


    「勝負はこれからだよ。過去は過去。ようやく前を向けたんだ。僕としては、この勝負、今始まったところと言える」


    「呆あきれた。始まったところって。負け惜しみにもほどがあるわ」


    「なんだ。ということは、君はもう身を引くということか」


    「勝手に決めないで」


    　咲さ月つきが前を向く。


    「現実を突きつけられても、私の気持ちは変わらない。陽はる翔とには……ようやく私の気持ちを知ってもらったんだもの。これからよ」


    「やはり強い女の子だよ、君は」


    「あんたに言われると、何だか腹が立つわね」


    　少しずつ、会場に人が溢あふれてくる。


    　早い者はすでに踊り始めていた。


    「振られたなんて思われるのも癪しやくだし……踊るか？」


    　貴たか法のりが手を差し出し、冗談めいた口調で咲月を誘う。


    　咲月は最後にひとつ深呼吸をしてから、その手を握った。


    「いいわ。あんたも多少マシな男になったみたいだし、踊ってあげる。永遠の愛は願い下げだけどね」


    「……もう少し言い方というものがあるだろう」


    　貴法が仕方なさそうに小さく笑う。


    「こっちは振られて傷心なのよ。男ならそのぐらい許しなさい」


    「傷心なのはこっちも同じなんだが」


    「うるさいわね。ちゃんとエスコートしなかったら足踏んづけてやるから」


    　そして、咲月と貴法は、ささやかな灯火の光を浴びながら流れるように踊る。


    　想いが結実しなかったことを噛かみしめながら。


    　彼らは次の一歩を踏み出した。


    



    　　　　　▼　　　　　▼　　　　　▼


    



    　咲月に送り出された陽翔は、急ぎ旭姫あさひの下へと向かう。


    　足の動きが覚おぼ束つかない。走るという単純な行為が、今はとても難しく感じるほどだ。


    「どこだ……？」


    　陽翔が周囲を見渡すと──いた。


    　室内の隅で、大勢の人が壁になって見えにくいが、陽翔の目は彼女を捉とらえた。


    「あっ、陽翔……」


    　旭姫の前に立った陽翔は、今までにないほど心臓が早鐘を鳴らしている。


    　普段の彼女と違う純白のドレスは、まるで別人のように見える。


    　この日のために仕立てたのであろうドレスには、陽はる翔とと一緒に捕った狼おおかみの銀毛が使われているのだろう。まるで白を際立たせるように、銀色の装飾を繊せん細さいに使っていた。


    　髪の色と相あい俟まって、とても日本人とは思えない。どこかの国のお姫様だと言われても納得してしまいそうな可か憐れんさだった。


    　想像以上の変へん貌ぼうっぷりを目にして、些いささか気後れしてしまう。


    　正直、逃げ出したい思いが微かすかに頭をもたげた。


    　だが、それは送り出してくれた咲さ月つきに対しての侮辱だ。


    「旭あさ姫ひ」


    「──うん」


    　陽翔は真正面から、旭姫を見つめる。


    　そして、手を差し出した。


    



    「俺と、一緒にダンスを踊ってくれないか？」


    



    　旭姫が息を呑のむ。


    　ほんの僅わずかな時間。


    　陽翔はまるで針の筵むしろで何時間も待たされている気分だった。


    　はいか、いいえか。


    　その単純な二択を待つ時間は、恐怖そのものだ。足も手も震ふるえてしまう。


    　旭姫に情けない姿を見せたくないのに、強がることすらできない。


    「あたしで、いいの？」


    　少し前にも似た言葉を聞いた。


    　昨日、一緒に出掛ける時、彼女はそう問うてきた。


    　あの時はなし崩し的に出かけることになったが、今度は違う。


    　言うべき台詞せりふは、たったひとつ。


    



    「お前じゃなきゃダメなんだ」


    



    　力強く、それを口にする。


    　旭姫は表情をこれ以上ないほど綻ほころばせた。


    　ずっとずっと、それを待っていたというような顔。


    　自然と彼女の頬ほおに嬉うれしさが宿ったような赤みが差した。


    「うんっ」


    　こくりと頷うなずき、陽はる翔との手を取った。


    　陽翔は腰が抜けそうなほど安あん堵どし、胸を撫なで下ろす。


    　だが、浸ひたるような暇ひまを旭あさ姫ひは与えてくれなかった。


    　その腕を引っ張り、ホールの中央へと向かう。


    「真ん中で踊ろう、陽翔。絶対に楽しいよっ」


    　陽翔は小さく笑う。


    　──ああ。


    　これこそ旭姫だ。


    　自分が恋した女の子。


    　旭姫がダンスを承諾してくれた嬉うれしさが、心の中に少しずつ優しく穏やかに満ちていく。


    「ああ、今日はお前にとことん付き合うぞ」


    「うんっ。エスコート、よろしくねっ！」


    　そして煌きらめく星空の下、ふたりは踊り出す。


    　タイミングを間違えたり、足を踏んだり、動き方を間違えたり……。


    　それはダンスと言うには、とても拙つたないもの。


    　それでも、今日はふたりにとって特別な日。


    　彼らは、ここにいる誰よりも、幸せそうな表情で舞っていた。
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    ［エピローグ］


    



    　希のぞみは、逃げるように走っていた。


    　逃げる必要があったわけではない。追われているわけでもない。


    　ただ、その場から離れたかった。あの光景を見ていたくなかった。


    「……どうして。咲さ月つきちゃん……貴たか法のりくん……」


    　ここは《リユニオン》。


    　彼女は誰に伝えるでもなくログインをしていた。


    　押し入れの奥に放り込んでいたヘッドマウントディスプレイ──エンセファロンに旧アカウントを登録して。


    　それは、本当に気紛れだった。


    『飛躍的に美しくなった、って言ってたわ』


    　子供の頃、どれだけ勇気を出して洋服を新調しても、決して褒ほめ言葉をくれなかった彼が褒めてくれたのだ。


    　だから、彼に一目会うだけのログインのつもりだった。


    　開催されているフェスティバルに面食らったものの、彼女は貴法を捜して多くの人が流れていた場所に向かう。


    　そこではダンスパーティが行われていた。


    　仔し細さいを知らぬ彼女は、ただ周囲の噂うわさ話に聞き耳を立てて、これは恋人同士が踊るイベントなのだと把握する。


    　そこで──見てしまった。


    



    　ダンスパーティで踊る、貴法と咲月を。


    



    　頭が真っ白になり、気付けば駆け出していた。


    　あり得ない話ではない。それは子供の頃から頭の隅で想像していた光景のひとつでもあった。


    　希自身は転校してしまっている。旭姫あさひもいない。クライヴや陽はる翔とも、咲月はつい最近になって再会したと言っていた。


    　何かしらの交流があったとしたら……咲月と貴法だけだ。


    　──付き合っているのだとしても、何も不思議じゃない。


    　あのダンスパーティの真実を知らない希は、思考が悪い方へ悪い方へ流れていた。


    



    　──やっぱり、変わっていないんだ。


    



    　結局、殻からを破ることなんてできてなかった。


    『それに人間、根元までは変わらないわ』


    　咲さ月つきの言葉が突き刺さる。


    　聡さとい彼女のことだ。


    　──きっとわたしの貴たか法のりくんへの気持ちに気付いていたはず。


    　なのに、彼女は貴法と踊っていたのだ。まるで自分に見せつけるように。


    　がむしゃらに走っていた希のぞみは、いつの間にかアルトガーデンの外壁までやってきていた。


    　すでにフェスティバルも終了ムードの上、用があるプレイヤーはダンスパーティに行っているためか、擦すれ違う者もいない。


    　いや、それどころか。


    　誰もいなくなっていた。


    　まるで希以外のプレイヤーが世界から消えてしまったように。


    　如い何かに状況が状況とはいえ、街から人がいなくなることなどあり得ないというのに。


    　そして──何の脈絡もなく、目前の光景が切り変わった。


    　先ほどまで明るい街にいたはずが、薄暗く不気味な雰囲気を漂ただよわせる洞どう窟くつへと変へん貌ぼうしていた。


    　周囲は何も見えない。


    　そこで希はようやく異常に気がついた。


    「……ここ、どこ？」


    　急速に頭が冷静になっていく。


    　何か危険な気配を本能的に感じ取った。


    「出口がない……一回、ログアウトした方がいいのかな」


    　希は知る由よしもないが、この場所は旭姫あさひが〈無垢なる闇プルガトリオ〉に殺された直後に飛んだ場所によく似ていた。


    　かつんと──突如、背後で足音が響く。


    　さっきまで人の気配すらなかったのに。


    「だ、誰ッ!?」


    　慌あわてて振り返る。


    　そこにいたのは白いローブを纏まとった魔導士然とした男で、手の甲には円の中に文様の描かれた奇妙な赤い紋章が刻まれていた。


    　深く被かぶったフードからニタリと嫌いやらしい笑みだけ見せて、希に向けて手を差し出す。


    



    「ようこそ、日下くさか希。〝グノーシス〟は君を歓迎する」

  


  
    あとがき


    



    



    　ガガガ文庫の読者の皆様、お久しぶりです。田た尾お典のり丈たけと申します。


    『七星のスバル』四巻となります。なかなか三巻以上出すことが難しくなってきた中で、まだ続けさせていただけるのは本当にありがたいことです。まだまだよろしくお願いします。


    



    　今回も骨が折れたんで骨折してるのですが、いつもとは少し毛色の違うお話となりました。


    　お祭りです。キャンペーンです。フェスティバルです。


    　別レーベルの作品でも同じ時期に文化祭の話を書いてたんで、なんだか個人的には祭り祭りでしたね。


    　さて。今巷ちまたで話題になっているＶＲが、もっと身近で手軽なものになっていけば、文化祭でもＶＲが用いられるようになってお化け屋敷などは大層怖くなるのではないでしょうか（絶対やらねえ……）。


    　デジタルの中に入るタイプの作品で、毎回少し悩むのが恐怖心からのリアクションです。


    　リアリティを増せば増すほど、獰どう猛もうな狼おおかみに囲まれるとか、多足型の大きな虫が目の前にいるとか、恐竜みたいに大きなやつを見上げるとか、絶対恐ろしいはずなんですよね。特にこの作品は息遣いや体温まで感じ取ることができるので、生臭くて生暖かい息とか浴びますし。


    　死なない痛くないとわかっていても、この辺りは恐らく体感しないと克服はできないんじゃないかと思っています。バンジージャンプでなかなか飛び降りることができないように。以前、プールで飛び込み台に行ったことがありますけど、たった五メートルで「高っ！」と感じました。あれでどうやったら頭から飛び込めるんだ。意味がわからない……。


    　話が少し逸それましたが、逆にゲーム内でモンスターへの恐怖を克服したら克服したで、本物の動物、たとえばライオンやタイガーにも近づけることができるようになるのでしょうか。


    　そんな私の葛かつ藤とうが、今巻で行われている彼らの喧けん嘩かで見えるかもしれません。


    



    　それでは謝辞に参ります。担当のＩ様。季節の節目ですので、体調にはお気をつけてください。大半のストレスは私が与えている気がしますが……次の巻もよろしくお願い致します。


    　イラストレーターのぶーた様。今回は《リユニオン》の中ではなく希のぞみも交まじえたリアルの風景となりましたが、七星のスバルらしい表紙に仕上げていただきました。ありがとうございます。


    　そして、この本を出版するにあたって関わった皆様に、重ねて御礼申し上げます。


    　最後に。この本を読んでくださった読者の皆様すべてに、この上ない感謝を。


    



    
      二〇一六年九月　

    

  


  
    田尾典丈


    Noritake Tao
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